
圏
就
任
挨

拶
道
路
局
長

橋
本
鋼
太
郎

1

巻
頭
言
薹
二
一
世
紀
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
道
路

明
治
学
院
大
学
国
際
学
部
講
師

田
中

紀
夫

3

エ
ッ
セ
イ
薑
人
が
輝
く
道
づ
く
り

株
式
会
社
サ
ン
ヶ
ィ
リ
ビ
ン
グ
新
聞
社
編
集
長

山
谷
え
り
子

5

特

集
/
大
都
市
圏
の
道
路

｢環
状
と
放
射
｣

表紙について :道路の附属物 (並木、 街灯、 里程標、 道路標識) をデザインしました。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
環
状
道
路
整
備
と
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
状
況
の
報
告

道
路
局
道
路
総
務
課
課
長
補
佐

中
川

雅
之

7

首
都
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
の
整
備
関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
計
画
調
整
課

12

名
古
屋
圏
に
お
け
る
環
状
道
路
と
放
射
道
路
の
整
備
中
部
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
二
課

釘

京
阪
神
地
域
を
中
心
と
す
る
道
路
整
備
に
つ
い
て
近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
ニ
課

29

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
等
に
つ
い
て

道
路
法
令
研
究
会
芻

平
成
五
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
に
つ
い
て
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
企
画
係

卿

｢道
の
日
｣
(八
月

一
〇
日
)
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
総
務
課

"

シ
リ
ー
ズ
/
あ
の
道

こ
の
道

道路行政セミナー

秋
田
の
み
ち

羽
後
の
み
ち

秋
田
県
土
木
部
道
路
建
設
課

膊

囮
時
･
時
･
時
ー

本
誌
の
掲
載
文
は
、
執
筆
者
が
個
人
の
責
任
に
お

…

い
て
自
由
に
書
く
建
前
を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
一

が
っ
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
個
人
の
見
解
で
す
。

｣

ま
た
肩
書
等
は
原
稿
執
筆
時
お
よ
び
座
談
会
等
実
施

…

時
の
も
の
で
す
。



就
任
挨
拶建

設
省
道
路
局
長

橋
本
鋼
太
郎

こ
の
度
、
藤
川
前
局
長
の
後
を
受
け
ま
し
て
、
道
路
局
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
橋
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。
始
め
に
、
道
路
建
設
あ
る
い
は
道
路
管
理
に

携
わ
っ
て
頂
い
て
い
る
皆
様
方
の
御
苦
労
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
日
頃
か
ら
道
路
行
政
に
広
く
御
協
力
頂
い
て
お
り
ま
す
関
係

各
位
に
対
し
ま
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
七
年
一
月
一
七
日
に
起
き
ま
し
た
兵
庫
県
南
部
地
震
は
、
五

千
人
を
超
え
る
犠
牲
者
を
出
し
ま
し
た
が
、
地
震
の
起
き
ま
し
た
地
域
は
、

幹
線
道
路
が
輻
輳
し
た
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
住
民
の
生
活
の
生
命

線
で
あ
る
幹
線
道
路
を
中
心
と
し
て
、
道
路
も
大
被
害
を
生
じ
る
と
い
う
未

曾
有
の
大
惨
事
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
そ
の
復
旧
作
業
に
、
あ
る
い
は
、
道
路
被
害
の
発
生
原
因
の
究
明

と
今
後
の
復
興
の
あ
り
方
の
検
討
に
全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
お
陰

様
で
、
地
方
建
設
局
、
日
本
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
及
び
地
方
公

共
団
体
の
各
道
路
管
理
者
の
現
場
第
一
線
の
昼
夜
に
継
ぐ
努
力
と
全
国
各
地

の
道
路
関
係
者
の
御
協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
幹
線
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

応
急
の
手
当
が
完
了
し
、
今
後
、
阪
神
高
速
道
路
神
戸
線
及
び
国
道
四
三
号

線
な
ど
の
全
線
復
旧
に
向
け
て
、
な
お
日
時
は
必
要
と
す
る
も
の
の
、
一
応

の
落
ち
着
き
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
の
地
震
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
度
と
も
、
そ
の
復
旧
･
復
興
に
全
力

を
挙
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

続
き
ま
し
て
、
個
別
の
道
路
行
政
の
課
題
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
第
一
に

は
、
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大
･
充
実
の
た
め
の
高
規
格
幹
線
道
路
及
び

地
域
高
規
格
道
路
等
の
幹
線
道
路
の
整
備
で
あ
り
ま
す
。

高
規
格
幹
線
道
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
万
四
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
全
体

計
画
の
骨
格
を
な
す
高
速
自
動
車
国
道
に
つ
き
ま
し
て
、
昨
年
、
料
金
改
定

の
認
可
が
で
き
、
一
昨
年
暮
れ
に
出
ま
し
た
、
一
、
一
八
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
施
行
命
令
区
間
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
こ
れ
ま

で
に
も
増
し
て
料
金
の
値
上
げ
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
現
在
、

有
料
道
路
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
つ
い
て
道
路
審
議
会
に
諮
問
い
た
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
二
に
は
、
道
路
構
造
の
あ
り
か
た
に
つ
い
て
、
昨
年
、
道
路
審
議
会
の

答
申
を
受
け
ま
し
た
が
、
そ
の
具
体
化
に
向
け
て
の
道
路
構
造
令
の
改
正
等

道行セ 95.7 ノ



の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

道
路
構
造
令
は
、
昭
和
四
五
年
に
大
き
な
改
正
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
改
正
は
そ
れ
以
来
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
内
容
的
に
は
、
都
市
空
間
、

景
観
形
成
な
ど
空
間
機
能
を
重
視
し
た
道
路
区
分
、
自
動
車
の
走
行
速
度
に

応
じ
た
道
路
区
分
を
設
け
る
等
機
能
に
応
じ
た
道
路
の
区
分
の
設
定
、
休
憩

や
遊
び
、
交
流
の
場
と
し
て
の

｢た
ま
り
空
間
｣
の
整
備
、
人
と
車
の
共
存

に
適
し
た
道
路
の
設
定
等
個
性
あ
る
道
路
づ
く
り
の
た
め
の
規
定
の
整
備
等
、

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
重
視
の
道
路
づ
く
り
を
目
指
し
た
も
の
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

第
三
に
は
、
高
度
情
報
化
社
会
に
向
け
た
道
路
施
策
の
推
進
で
あ
り
ま
す
。

二
一
世
紀
は
、
高
度
情
報
化
社
会
の
急
速
な
進
展
が
予
想
さ
れ
、
国
民
経

済
の
行
方
も
そ
の
基
盤
の
整
備
如
何
に
よ
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
道
路
に
お
き
ま
し
て
も
、
そ
の
基
盤
と
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー
等
電

線
類
を
簡
易
に
収
容
す
る
電
線
共
同
溝
の
整
備
を
大
き
な
行
政
課
題
の
一
つ

と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
た
め
の
法
律
が
さ
る
三
月
に
成
立
し
、
六
月
二
二

日
に
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当
面
、
市
街
地
等
町
の
シ
ン
ボ
ル

ソ
ー
ン
等
を
中
心
に
七
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
進
め
る
と
こ
ろ
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
将
来
的
に
は
、
さ
ら
に
積
極
的
に
施
策
を
遂
行
す
る
べ
き

課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
情
報
通
信
を
利
用
し
て
、
渋
滞
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供
す

る
シ
ス
テ
ム

(V
I
C
S
)
や
、
料
金
所
を
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
通
過
で
き
る

自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
等
安
全
と
快
適
性
を
確
保
し
た
高
度
道
路
交
通
シ

ス
テ
ム
の
整
備

･
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

第
四
に
は
、
災
害
に
強
い
道
路
づ
く
り
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。

先
に
ふ
れ
ま
し
た
今
回
の
兵
庫
県
南
部
地
震
で
の
道
路
被
害
は
、
今
ま
で

の
我
々
の
道
路
の
備
え
る
べ
き
強
度
に
つ
い
て
の
考
え
方
に
つ
い
て
、
大
き

な
反
省
を
余
儀
な
く
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
さ
っ
そ
く
調
査
委
員
会
で
検
討

を
行
い
、
応
急
復
旧
仕
様
を
作
成
し
、
被
害
を
受
け
ま
し
た
道
路
を
復
旧
す

る
と
と
も
に
、
必
要
な
補
強
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
一
方
、
震

災
等
の
災
害
が
発
生
し
た
場
合
の
住
民
の
生
活
再
建
、
経
済
再
建
に
道
路
の

存
在
が
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
の
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。
今
後
は
、
特
に
幹
線
道
路
に
つ
い
て
は
代
替
路
の
整
備
も
含
め
て

災
害
に
強
い
道
路
づ
く
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

第
五
に
は
、
平
成
八
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
第
六
次
交
通
安
全
施
設
等
整

備
事
業
五
箇
年
計
画
の
策
定
で
あ
り
ま
す
。

第
六
次
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
五
箇
年
計
画
に
お
い
て
は
、
交
通
事

故
死
者
数
が
昭
和
六
三
年
以
降
七
年
連
続
し
て
一
万
人
を
超
え
る
極
め
て
厳

し
い
状
況
、
高
齢
化
･
国
際
化
･
経
済
変
動
等
の
道
路
交
通
環
境
を
取
り
巻

く
社
会
･
経
済
の
動
向
及
び
地
域
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
等
に
留
意
し
て
、
事
故

削
減
に
向
け
た
総
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
、
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
生
活
環
境
整

備
及
び
地
域
に
根
ざ
し
た
道
路
交
通
の
安
全
確
保
等
を
盛
り
込
む
予
定
と
し

て
お
り
ま
す
。

以
上
、
概
観
い
た
し
ま
し
た
よ
う
に
、
今
日
の
道
路
行
政
に
お
き
ま
し
て

は
、
質
量
と
も
に
ま
す
ま
す
課
題
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
第
一

線
で
活
躍
さ
れ
る
皆
様
と
と
も
に
、
努
力
を
惜
し
ま
ず
、
強
力
に
、
か
つ
、

効
果
的
に
諸
施
策
の
推
進
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
道
路

行
政
に
携
わ
れ
る
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
ま
す
ま
す
ご
精
励
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
環
状
道
路
整
備
と

□
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
状
況
の
報
告

建
設
省
道
路
局
道
路
総
務
課
課
長
補
佐

中
川

雅
之

一

は
じ
め
に

従
来
の
道
路
整
備
は
、
自
動
車
の
自
由
な
需
要
に
対
応

し
た
整
備
水
準
へ
の
到
達
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、
現
在
、

様
々
な
ソ
フ
ト
施
策
の
活
用
に
よ
り
交
通
需
要
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
手
法
が
、
道
路
整
備
に
導
入
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
道
路
交
通
需
要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
そ
の
代
表
で

あ
り
、
相
乗
り
、
共
同
集
配
に
よ
る
自
動
車
の
効
率
的
利

用
の
推
進
、
道
路
交
通
情
報
提
供
等
に
よ
る
経
路
の
変
更
、

パ
ー
ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
駐
車
場
の
整
備
に
伴
う
公
共
交
通

機
関
の
利
便
性
の
向
上
に
よ
る
手
段
の
変
更
等
の
施
策
が

現
在
推
進
さ
れ
つ
つ
あ
る
が
、
こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、
道

路
の
利
用
に
対
し
て
課
税
、
料
金
徴
収
等
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
ピ
ー
ク
時
の
交
通
量
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
関
す
る
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
、
道
路
利
用
の
社
会
的
費
用
を

利
用
者
に
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
の
最
適
な
利
用
を

図
る
方
策
と
し
て
、
経
済
学
の
世
界
に
お
い
て
は
、
古
く

か
ら
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
メ
リ
カ
で
は
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
ス

と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
い
て
実
施
例
が
あ
る
。
筆
者
は
、
三

月
に

一
〇
日
間
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
イ
ギ
リ
ス

を
訪
問
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
国
は
、
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
実
施
中
の
国

(
フ
ラ
ン
ス
)、
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
実
施
が
決
定
さ
れ
、
そ
の
準
備
を
行
っ

て
い
る
国

(
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
)
、

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

の
導
入
を
検
討
中
の
国

(イ
ギ
リ
ス
)
で
あ
っ
た
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
政
治
環
境
、
国
民
性
等
を
踏
ま
え
た
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
対
す
る
政
府
の
試
み
、
国
民
等
の
反

応
を
視
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
で
本
稿
に
お
い

て
は
ま
ず
、
我
が
国
に
お
い
て
あ
ま
り
紹
介
例
の
な
い
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
状

況
を
報
告
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
し
た
い
。

一
一
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
お
け
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ

シ
ン
グ
の
導
入
状
況

1

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
含
む
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ

(□
m
z
z
研
b
>
○
大
D
Q
m
)
の
ス
キ
ー
ム

一
九
九
一
年
一
月
、
交
通
及
び
環
境
の
改
善
の
観
点
か

ら
、
□
□
Z
Z
-の
せ
P
O
内
LP
の
□
と
総
称
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
を
主
内
容
と
し
た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
市
議
会
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
と
の
間
で
合
意
さ

れ
て
か
ら

(□
団
Z
Z
-の
>
◎
刃
団
霞
≦
=□
Z
弓
)
、
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
地
域
で
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
の
検
討



が
始
ま

っ
た
。

□
□
Z
Z
覇
>
0
男
田
覊
三
田
Z
一
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
、

道
路
の
ア
ク
セ
ス
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
、
公
共
交
通
機

関
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
地
域
の

環
境
改
善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
一
九
九
二

年
か
ら
二
0
0
六
年
ま
で
の
間
に
四
0
0
億
泓

(現
在
、

一
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
ク
ロ
ー
ナ
=

一
二
円
程
度
)
を
道
路
と

公
丑
企
父
通
機
関
に
投
資
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
(図

1
)
。
そ
の
う
ち
、

一
八
○
億
鰍
が
鉄
道
、
｢き
五
-済
度
-

べ聟
-
の四
ヨ
o
霧
、
バ
ス
、
地
下
鉄
等
の
公
共
交
通
機
関
に
、

ニ
ニ
0
億
縣
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
地
下
を
通
る
環
状
道

路

(刃
【Z
O
幻
0
ゆ
巳
)
及
び
市
の
外
環
状
バ
イ
パ
ス
に
使

用
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
合
意
は
、
追
加
的
財
政
需

要
は
国
と
地
域
が
責
任
分
担
し
あ
う
と
い
う
理
解
に
基
づ
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い
て
い
る
が
、
道
路
に
関
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
市
の
中

心
部
に
移
動
す
る
車
両
、
外
環
状
線
を
使
用
す
る
車
両
か

ら
徴
収
す
る
料
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て

い
る
。

道
路
投
資
の
内
訳
は
以
下
の
通
り
だ
が
、

糒
洋
藤
誤

(四
Z
O
刃
〇
と
O
)

]響
き
吋
辿

り
国
内

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

型

N報
の。
叶
計

り
国
内

こ
の
他
、
有
料
道
路
料
金
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
る
道
路

関
連
投
資
が
一
九
億
皿
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
イ
ン
ナ
ー
シ

テ
ィ
の
自
動
車
交
通
削
減
策
、
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、

業
務
用
交
通
の
利
便
性
向
上
施
策
、
公
共
交
通
機
関
へ
の

投
資
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

環
状
道
路

(カ
ーZ
O
力
O
P
□
)
は
四
○
畑
の
延
長
を

も
つ
が
、環
境
へ
の
影
響
を
考
慮
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
部

分
は
ト
ン
ネ
ル
構
造
と
な
る
予
定
で
あ
る
。
一
九
九
九
年

に
完
成
を
目
指
し
て
い
る
北
側
一
四
如
の
う
ち
三
一蝿
は

ト
ン
ネ
ル
で
あ
り
、
地
上
に
出
る
部
分
は
二
箇
所
し
か
な

い

(図
2
)。

2

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
は
一
九
九
五
年
-
一
九
九
六
年
に

開
発
し
、
一
九
九
七
年
に
完
成
を
目
指
し
て
い
る
、
ま
た

一
九
九
七
年
に
セ
ン
タ
ー
の
開
発
を
行
い
、
一
九
九
八
年

に
完
成
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
料
金
所
に
つ
い

て
は
、
一
九
九
五
年
に
設
置
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て

有
料
制
の
一
部
運
用
を
一
九
九
七
年
に
開
始
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
環
状
道
路

(力
HZ
Q
刃
0
ゆ
□
)
の
費
用
は

二
〇
二
五
年
に
資
金
を
償
還
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
段
階
で
料
金
徴
収
を
や
め
る
か
ど
う
か
は
現
段
階
で

は
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
半
分
-
-
五
億
梛
の
政
府
保
証
に
関

す
る
法
案
が
一
九
九
四
年
一
月
に
議
会
に
提
案
さ
れ
、
一

九
九
四
年
の
春
に
通
過
し
て
い
る
、
残
り
の
保
証
及
び
有

料
道
路
に
関
す
る
法
案
は
一
九
九
五
年
の
早
い
時
期
に
通

過
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

3

執
行
体
制

こ
の
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
道
路
庁
と
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の
下
に
一
つ

の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
現
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
、
建
設
、

経
営
を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
グ
ル
ー
プ
で
あ
る

(図
3
)。

ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
道
路
庁
は
、
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
鉄
道
庁
、
大
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
公
共
交

通
会
社
と
協
力
し
て
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
根
幹
を
な
す
環
状
道
路

(幻
【Z
Q
刀
O
D
□
)

等
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
道
路
庁
が
責
任

を
負
う
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
は
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
の
借
入
れ
を
補
償
し
、
こ
の
借
入
金

は
将
来
的
に
有
料
料
金
で
返
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
方
ソ
フ
ト
な
P
R
活
動
と
し
て
は
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
市
は
□
回
Z
Z
Hの
>
◎
-~回
国
呂
罔
Z
弓
に
関
し
て
市
民
に

正
確
な
情
報
を
提
供
し
、
相
談
に
応
じ
る
た
め
ス
ト
ッ
ク

ホ
ル
ム
市
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
オ
フ
ィ
ス
を
設
け

て
い
る
。

(
讓
纖

R
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4

料
金
徴
収
体
制

料
金
所
は
、
環
状
道
路

(刃
[Z
O
幻
O
D
□
)
と
外
環

状
道
路
の
外
側
に
二
八
箇
所
建
設
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
料
金

所
は
、
中
央
管
理
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
方
向

へ
移
動
す

る
者
は
一
国
の
通
行
あ
た
り
二
o
i
二
五
鰍
の
料
金
を
払

わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
を
バ
イ
パ

ス
し
て
移
動
す
る
た
め
環
状
道
路

(男
-Z
O
幻
O
P
□
)

を
利
用
す
る
者
も
料
金
を
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ

の
提
案
に
対
し
て
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の
外
側
に
居
住

地
が
あ
り
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
内
に
通
勤
し
て
い
る
者

等
を
中
心
に
不
満
が
あ
が
っ
て
お
り
、
市
民
投
票
を
行
お

う
と
す
る
動
き
も
あ
る
。
ま
た
、
外
側
に
料
金
所
を
設
け

る
だ
け
で
は
環
境
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
不
十
分
で
あ

る
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
こ
の
た
め
、
環
状
道
路

(刃
]Z
O
刃
0
◇
□
)
の
外
側
の
み
な
ら
ず
内
側
に
も
料
金

所
を
設
け
る
案
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
一
定
の
部
分
に
有

料
ゾ
ー
ン
を
設
け
る
と
い
う
代
替
案

分
白
日
四
目
町

NO巳
品

…
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
へ
流
入
す
る
交
通
、通
過

交
通
の
み
な
ら
ず
市
内
の
交
通
量
を
減
ら
す
こ
と
に
ポ
イ

ン
ト
を
置
い
た
政
策
手
段
)
が
環
境
団
体
を
中
心
に
提
案

さ
れ
て
い
る
。

有
料
道
路
は
三
つ
の
異
な
っ
た
レ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
自
動
料
金
レ
ー
ン
、
コ
イ
ン
マ
シ
ン
に
よ
る
レ
ー

ン
、
現
金
に
よ
る
支
払
い
レ
ー
ン
で
あ
る
。
自
動
料
金
レ
ー

ン
は
一
時
間
に
二
、
0
0
0
台
の
車
両
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
、
コ
イ
ン
マ
シ
ン
の
レ
ー
ン
は
四
〇
〇
台
、
現
金

の
レ
ー
ン
は
二
五
〇
台
の
処
理
能
力
が
あ
る
。
自
動
料
金

レ
ー
ン
は
恒
常
的
に
有
料
道
路
を
使
用
す
る
人
、
車
両
を

対
象
と
し
て
お
り
、
コ
イ
ン
レ
ー
ン
は
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

地
方
に
は
居
住
し
て
い
な
い
人
、
自
動
料
金
レ
ー
ン
を
使

用
す
る
た
め
に
必
要
な
機
器
を
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
車

両
に
備
え
て
い
な
い
車
両
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
現
金
レ
ー
ン
は
旅
行
者
、
コ
イ
ン
を
持
ち
合
わ
せ
て

lc Card With
pre‐paid value

M anual cash
paym ent

図 4 料金徴収のシステムチャート



い
な
い
人
、
車
両
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

料
金
徴
収
は
、
車
両
の
フ
ロ
ン
ト
グ
ラ
ス
に
備
え
つ
け

ら
れ
た
機
器
に
差
し
込
ま
れ
た
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
停
止
、
徐
行
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
る
こ
と
と

な
り
、
こ
の
ス
マ
ー
ト
カ
ー
ド
な
ど
を
使
っ
た
自
動
料
金

徴
収
シ
ス
テ
ム
は
、
料
金
徴
収
コ
ス
ト
を
引
き
下
げ
て
他

の
方
法
と
比
べ
て
料
金
の
水
準
自
体
を
引
き
下
げ
る
こ
と

が
可
能
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
適
切
な
機
器
を
備
え
る
こ
と
な
く
自
動
料
金
レ
ー

ン
を
通
過
し
た
者
、
支
払
い
を
行
う
こ
と
な
く
コ
イ
ン
レ
ー

ン
を
通
過
し
た
者
に
つ
い
て
は
備
え
つ
け
ら
れ
た
ビ
デ
オ

に
よ
っ
て
、
そ
の
車
両
の
特
定
が
行
わ
れ
、
後
日
支
払
い
、

罰
金
の
支
払
い
請
求
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か

し
モ
ニ
タ
ー
シ
ス
テ
ム
導
入
は
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る

監
視
と
車
両
登
録
組
織
と
の
連
携
に
よ
る
デ
ー
タ
の
使
用

が
許
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

問
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
有
料
シ
ス
テ

ム
の
導
入
は
、
自
動
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
前
提

と
し
て
い
る
が
、
個
人
を
特
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
現
金

に
よ
る
支
払
い
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
も
市
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保
と
い
う
観
点
か
ら
可
能
と
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

料
金
は
車
両
の
重
量
に
応
じ
て
異
な
っ
た
も
の
と
す
る

が
、
そ
の
他
に
も
支
払
い
方
法

(前
払
い
、
後
払
い
、
通

過
毎
の
支
払
い
、
月
毎
の
支
払
い
、
年
毎
の
支
払
い
)
等

に
よ
っ
て
異
な
る
複
数
の
料
金
水
準
が
設
定
さ
れ
る
予
定

で
あ
る

(こ
れ
ら
の
支
払
い
方
法
の
中
で
も
恒
常
的
に
有

料
道
路
を
使
用
す
る
者
は
、
最
も
安
い
コ
ス
ト
で
運
用
で

き
る
前
払
い
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
者
が
多
く
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
)
(図
4
)
。
ま
た
、
商
業
交
通
、

ビ
ジ
ネ
ス
ト
リ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
料
金
が
控
除
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
と
の
指
摘
も
あ
る
が
、
例
外
措
置
は
、
外
交
的

な
用
務
、
緊
急
用
務
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
二
輪
は
対
象
と
し
な
い
こ
と
と
し
て
い
る

(シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
対
象
と
し
て
い
る
)
。

三

お
わ
り
に

出
張
の
最
後
の
訪
問
国
は
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
、
筆
者

は
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
を

試
み
て
い
る
セ
ク
シ
ョ
ン
の
担
当
課
長
に
面
会
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
の
導
入
が
三
年
前
か
ら
検
討
さ
れ
始
め
、
近
々
に
そ

の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

彼
は
こ
の
三
年
間
の
政
治
環
境
の
変
化
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー

を
中
心
と
す
る
新
た
な
負
担
へ
の
反
対
を
理
由
に
挙
げ
て
、

そ
の
導
入
に
は
悲
観
的
な
見
通
し
を
語
っ
て
い
た
。
そ
の

上
で
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
試
み
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

｢
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
成
否
は
、
そ
の
負
担
増
に

つ
い
て
、
如
何
に
負
担
者
を
説
得
す
る
か
が
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
よ
る
収
入
は
、
他
の
料
金
、
税

金
の
減
額

(フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
に
よ
る
増
収
を
相
殺
す
る
料
金
減
額
を
同
一
路
線
で

実
施

(
レ
ヴ
ェ
ニ
ュ
ー
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
)
)
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
よ
う
に
新
た
な
道

路
整
備
に
使
用
さ
れ
る
場
合

(ト
ン
ネ
ル
の
建
設
費
を
有

料
道
路
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
っ
た
例
)
も
あ
る
。

□
回
Z
Z
霧

D
O
酬6
四
区
覊
Z
弓
の
よ
う
な
例
は
、
後
者
の

例
で
あ
る
が
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
よ
る
収
入
だ
か

ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
道
路
の
収
入
に
向
け
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク
が
直
接
導
か
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
ま
さ
に
道
路
交
通
に
関
し
て
価
格

づ
け
を
行
っ
て
混
雑
、
環
境
問
題
に
対
処
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
理
論
的
に
は
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
収
入
の
使

い
道
と
は
切
り
離
し
て
考
え
う
る
も
の
だ
。
し
か
し
、
そ

の
し
わ
寄
せ
が
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
地
域
の
車
を
所
有
し

て
い
る
貧
困
層
に
向
か
う
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
へ
の
対

応
を
十
分
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
選
択
肢
の
一
つ
に
道

路
建
設
が
あ
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
。
し
か
し
、
ロ
ン
ド

ン
で
は
新
し
い
道
路
を
作
れ
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

環
境
団
体
が
大
き
な
政
治
的
影
響
力
を
持
っ
て
お
り
、
環

状
道
路
も
完
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港

の
側
の
環
状
線
の
拡
幅
を
環
境
面
か
ら
の
大
き
な
反
対
に

あ
っ
て
取
り
下
げ
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
よ
る
収
入
を
如
何
に
使
用
す
る
か
は
、

各
国
の
政
治
環
境
、
社
会
資
本
整
備
状
況
等
に
依
存
し
て

お
り
、
そ
の
方
向
性
を
見
誤
ら
な
い
こ
と
が
、
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
導
入
の
成
否
を
左
右
す
る
も
の
と
い
え
る
。｣
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釀
議
壤
嶬
嚢
蟇

穴
都
市
圏
の
遭
略

『環
状
と
朧
舸
』
釀
l.

.1

　　
　　

　
　

　
　

　

　
　　
　

　　　　
　
　

　
　
　　　　　
　
　　

首
都
圏
に
飜
け
る
環
状
道
路
の
整
備

建
設
省
関
東
地
方
建
設
局
道
路
部
計
画
調
整
課

一

は
じ
め
に

東
京
を
中
心
と
す
る
関
東
臨
海
部

(
一
都
三
県
)
は
、

国
土
面
積
の
わ
ず
か
約
四
%
弱
の
地
域
に
全
人
ロ
の
約
二

六
%
、
工
業
出
荷
額
の
約
二
五
%
が
集
中
す
る
な
ど
、
政

治
･
経
済
の
中
枢
管
理
機
能
、
生
産
流
通
機
能
等
多
く
の

都
市
機
能
が
集
積
し
た
、
極
め
て
高
密
な
市
民
生
活
及
び

生
産
活
動
が
営
ま
れ
て
い
る
o

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
人
ロ
、
産
業
等
の
高
密
な

集
積
は
、
交
通
機
能
に
対
し
て
も
大
き
な
弊
害
を
も
た
ら

し
、
そ
の
結
果
都
市
機
能
の
効
率
性
は
著
し
く
低
下
し
て

い
る
現
状
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
に

対
し
て
首
都
機
能
の
移
転
等
が
様
々
な
レ
ベ
ル
で
検
討
さ

れ
て
い
る
が
、
首
都
圏
に
お
い
て
も
業
務
核
都
市
等
を
中

心
に
各
地
域
に
そ
の
都
市
生
産
機
能
を
適
切
に
分
散
し
、

効
率
の
高
い
広
域
多
核
的
な
都
市
圏
の
建
設
が
必
要
と
な
っ

て

い
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
交
通
施
設
の
整
備
、
と
り
わ
け
首
都

圏
に
お
け
る
幹
線
道
路
網
と
し
て
自
動
車
専
用
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
推
進
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
中
で
も
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
放
射
幹
線
道
路
に
対
し
て
、

整
備
の
遅
れ
て
い
る
環
状
道
路
の
早
急
な
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

本
報
告
は
、
自
動
車
専
用
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
の

｢三
環
状
九
放
射
｣
の
う
ち
、
首
都
高
速
道
路
中
央

環
状
線
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
、
首
都
圏
中
央
連
絡
自

動
車
道
の

｢三
環
状
｣
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
で
あ
る

(図
ー
)
。

道

難

市

市

央

東
水

滓
道
線

更
関
山

ば
道

国

木
東
館

　

　
　

大宮市
ん

肺

か

市

　

　

　

鰍

中

権浜市

′

市

遠

造

木

高

　

　

　

図 1 バランスのとれた｢ 3環状 9放射｣のコンセプト
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二

中
央
環
状
線

計
画
の
概
要

練馬区 板橋区

首
都
高
速
道
路
の
一
日
平
均
交
通
量
は
一
一
〇
万
台
を

超
え
、
首
都
圏
に
お
け
る
交
通
の
大
動
脈
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
放
射
線
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
の
に
比
較
し
て

環
状
線
の
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
都
心
環
状
線

に
車
が
集
中
し
慢
性
的
に
渋
滞
が
発
生
し
て
し
ま
っ
て
い

る
。
こ
の
渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
都
心
環
状
線
の

外
側
に
も
う
一
つ
の
環
状
線
で
あ
る
中
央
環
状
線
を
早
急

に
整
備
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

中
央
環
状
線
は
、
都
心
か
ら
半
径
約
八
蝿
の
環
状
線
で
、

高
速
湾
岸
線
葛
西
付
近
か
ら
大
井
付
近
ま
で
の
延
長
約
四

六
畑
の
路
線
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
現
在
開
通
し
て
い
る
の

は
東
側
区
間

(約
二
〇
畑
)
で
、
残
り
の
区
間
の
建
設
及

び
建
設
準
備
を
進
め
て
い
る
状
況
で
あ
る

(図
2
)。

②

整
備
効
果

高
速
道
路
の
標
準
的
な
交
通
容
量
は
一
車
線
当
た
り
約

二
、
0
0
0
台
/
時
間
で
あ
る
が
、
首
都
高
速
道
路
で
は

こ
の
交
通
容
量
を
超
え
る
自
動
車
が
流
入
し
、
渋
滞
が
発

生
す
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。

自
動
車
の
流
入
が
交
通
容
量
を
超
え
て
し
ま
う
原
因
の

一
つ
は
、
都
心
環
状
線
に
交
通
量
の
大
き
な
放
射
線
が
す

べ
て
集
中
す
る
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

平
成
五
年
現
在
、
平
日
に
首
都
高
速
道
路
東
京
線
を
利

用
す
る
自
動
車
台
数
は
一
日
に
約
九
二
万
台
で
、
こ
の
う

ち
約
四
九
%
が
都
心
環
状
線
を
利
用
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
約
半
数
以
上
を
占
め
る
約
二
七
万
台
は
単
に
都
心
環

状
線
を
通
過
す
る
だ
け
の
交
通
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
都

心
環
状
線
の
渋
滞
を
深
刻
な
も
の
と
す
る
大
き
な
要
因
で

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
首
都
高
速
道
路
の
渋
滞
に
対
す
る
抜
本
的
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な
対
策
は
、
中
央
環
状
線
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

る
路
線
で
、
中
央
環
状
線
の
北
側
を
形
成
す
る
。

全
体
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
り
、
各
放
射
線
の
利
用

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
都
心
環
状
線
を
通
過
す
る
交
通
の

飛
鳥
山

云
園
寸
折
に
お
い
て
は
、
虫

、

杲
護
ぼ

功

口

ミ

、

･

区

罔

迂
回
･
分
散
が
図
ら
れ
、
ま
た
各
放
射
線
の
利
用
効
率
の

向
上
に
も
寄
与
し
、
ひ
い
て
は
首
都
高
速
道
路
網
全
体
の

効
率
的
な
利
用
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
高
速
道
路
に
不
可
欠
な
定
時
性
、
快
適
性
、
安
全

性
等
の
効
果
を
高
め
、
首
都
高
速
道
路
に
対
す
る
信
頼
性

の
向
上
を
図
る
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
い
る
。

③

整
備
状
況

各
路
線
の
現
在
の
整
備
状
況
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①

高
速
中
央
環
状
線

(東
側
部
分
)

現
在
供
用
し
て
い
る
高
速
中
央
環
状
線
の
東
側
部

分
は
、
昭
和
四
五
年
に
都
市
計
画
決
定
を
し
て
以
来
、

順
次
事
業
に
着
手
し
、
一
七
年
間
の
歳
月
を
経
て
昭

和
六
二
年
九
月
供
用
開
始
と
な
っ
た
。

本
路
線
の
供
用
に
よ
り
、
東
北
道
及
び
常
磐
道
方

面
と
東
京
の
南
部
、
千
葉
方
面
及
び
神
奈
川
方
面
と

を
結
ぶ
交
通
は
、
都
心
の
混
雑
し
た
区
間
を
通
過
す

る
必
要
が
な
く
な
り
、
中
央
環
状
線
建
設
の
効
果
が

出
て
き
て
い
る
。

②

中
央
環
状
王
子
線

中
央
環
状
王
子
線
は
、
高
速
五
号
池
袋
線
の
板
橋

区
板
橋
か
ら
中
山
道
、
明
治
通
り
を
経
て
飛
鳥
山
公

園
の
地
下
を
通
過
し
、
石
神
井
川
に
沿
い
小
台
下
水

処
理
場
の
北
側
を
通
り
、
足
立
区
江
北
橋
付
近
で
中

央
環
状
線
の
開
通
区
間
及
び
高
速
川
ロ
線
に
接
続
す

飛
鳥
山
公
園
付
近
に
お
い
て
は
、
遺
跡
の
保
護
な

ど
を
考
慮
し
ト
ン
ネ
ル
構
造
を
採
用
し
て
い
る
。
ま

た
現
在
は
、
板
橋
か
ら
西
巣
鴨
交
差
点
付
近
の
上
･

下
部
工
事
、
滝
野
川
か
ら
王
子
駅
付
近
の
半
地
下
･

ト
ン
ネ
ル
工
事
及
び
石
神
井
川
沿
い
の
上
･
下
部
工

事
等
を
継
続
、
新
た
に
王
子
駅
付
近
の
開
削
ト
ン
ネ

ル
等
に
着
手
し
て
い
る
。

③

中
央
環
状
新
宿
線

中
央
環
状
新
宿
線
は
、
高
速
三
号
渋
谷
線
、
高
速

四
号
新
宿
線
、
高
速
五
号
池
袋
線
を
結
び
目
黒
区
青

葉
台
か
ら
板
橋
区
熊
野
町
ま
で
の
中
央
環
状
線
の
西

側
を
形
成
す
る
路
線
で
あ
る
。
こ
の
路
線
に
よ
り
渋

谷
、
新
宿
、
池
袋
の
副
都
心
が
結
ば
れ
、
都
市
機
能

の
強
化
･
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

こ
の
路
線
は
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
り
、
現
在
の
山
手

通
り

(環
状
六
号
線
)
を
拡
幅
し
、
そ
の
下
を
ト
ン

ネ
ル
で
通
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。

現
在
は
中
野
坂
上
付
近
の
ト
ン
ネ
ル
、
西
新
宿
の

シ
ー
ル
ド
工
事
及
び
神
山
町
換
気
所
工
事
等
を
継
続

し
、
新
た
に
東
中
野
換
気
所
、
中
野
本
町
付
近
の
仮

設
工
事
等
に
着
手
し
て
い
る
。

④

中
央
環
状
品
川
線

中
央
環
状
品
川
線
は
、
品
川
区
八
潮
付
近
で
高
速

湾
岸
線
に
接
続
し
、
中
央
環
状
新
宿
線
ま
で
延
伸
さ

れ
る
路
線
で
あ
る
。
本
路
線
の
完
成
で
中
央
環
状
線

効
率
の
向
上
が
図
ら
れ
、
首
都
高
速
道
路
網
全
体
の

効
率
的
な
利
用
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。

な
お
、
品
川
線
に
つ
い
て
は
早
期
着
工

(都
市
計

画
決
定
)
に
向
け
、
現
在
関
係
機
関
と
調
整
中
で
あ

る
↓0

三

東
京
外
か
く
環
状
道
路

=

は
じ
め
に

東
京
外
か
く
環
状
道
路
(
以
下

｢外
か
ん
｣
と
い
う
。)

は
、
東
京
都
、
埼
玉
県
及
び
千
葉
県
を
都
心
か
ら
約
一
五

蝿
の
圏
域
で
結
び
、
東
関
東
、
常
磐
、
東
北
、
関
越
、
中

央
、
東
名
の
放
射
状
高
速
自
動
車
国
道
を
湾
岸
道
と
一
体

と
な
り
相
互
に
連
絡
す
る
総
延
長
約
八
五
蝿
の
環
状
道
路

で
あ
る
。

外
か
ん
は
、
昭
和
三
〇
年
代
中
ご
ろ
か
ら
建
設
省
に
お

い
て
調
査
が
進
め
ら
れ
現
在
全
体
の
約
三
分
の
一
の
関
越

道
-
常
磐
道
間

(L
=
約
三
〇
如
)
が
供
用
中
で
あ
る

(図
3
)。

②

外
か
ん
の
役
割

外
か
ん
の
果
た
す
役
割
を
、
以
下
に
述
べ
る
。

①

都
心
部
へ
流
入
す
る
交
通
を
外
縁
部
で
受
け
、
分

散
導
入
す
る
。

②

放
射
状
幹
線
道
路
を
相
互
に
連
絡
し
、
都
心
部
に

起
終
点
を
持
た
な
い
交
通
を
バ
イ
パ
ス
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
都
市
内
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
。
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凡 例

讓
中
中
中
中

用
業
査
査

供
事
調
調

國四皿

③

都
心
部
に
集
中
し
て
い
る
流
通
･
業
務
･
教
育
等

施
設
の
収
容
空
間
と
し
て
の
役
割
。

建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
、
事
業
化
さ
れ
た
。
ま
た
、

の
機
能
を
周
辺
地
域
へ
分
散
誘
導
す
る
。

③

整
備
状
況

専
用
部
は
、
昭
和
五
七
年
一
月
に
国
土
開
発
幹
線
目

お

④

東
京
･
横
浜
･
千
葉
等
の
東
京
湾
岸
の
諸
港
及
び

①

関
越
道
大
泉
I
C
ー
常
磐
道
三
郷
I
C

動
車
道
(東
北
道
及
び
常
磐
道
)
と
し
て
基
本
計
画
、

7

開
発
拠
点
と
内
陸
部
と
の
円
滑
な
交
流
を
図
る
。

本
区
間
の
一
般
部
は
、
昭
和
四
四
年
度
に
一
般
国

昭
和
六
一
年
一
月
及
び
三
月
に
整
備
計
画
、
同
年
五

セ

⑤

災
害
時
の
防
災
空
間
と
し
て
･

ま
た
公
共
･
公
益

道
二
九
八
号
と
し
て
路
線
指
定
さ
れ
･

四
五
年
度
に

月
に
日
本
道
路
公
団
に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
た
o

漸

昭
和
五
○
年
ご
ろ
か
ら
モ
デ
ル
道
路
等
と
し
て
、

一
般
部
の
一
部
供
用
が
始
ま
り
、
平
成
四
年
三

月

に
三
郷
市
-
和
光
市
間

(専
用
部
…
一
般
国
道
三
五

馴
鱗
通
行
帯
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四
号
ー
常
磐
自
動
車
道
間

(L
=
二
六
･
七
如
)、

一
般
部
…

一
般
国
道
二
五
四
号
B
P
ー
県
道
上
笹
塚

谷
ロ
線
間

(L
=
二
三
･
二
m
)
の
供
用
を
開
始
し

m

た
。
そ
の
後
、
平
成
六
年
三
月
に
関
越
自
動
車
道
…

立

一
般
国
道
二
五
四
号

(L
=
二
･
九
虹
)
間
の
専
用

単

部
を
供
用
す
る
な
ど
し
て
･

現
在
専
用
部
と
し
て
関

輌現在の都市計画決定 標準断面

4.0

8.5

越
自
動
車
道
-
常
磐
自
動
車
道
間

(L
=
二
九
･
六

畑
)
を
･
-
般
部
と
し
て
-
般
国
道
二
五
四
号
B
p
'

画

40

23

類

卸
鰡
開

-
、
1
l
1

ゞ
“

専

南

県
道
上
笹
塚
谷
ロ
線
間

(L
=
二
五
･
七
如
)
を
供

擶

決

L

′

以

用
中
で
あ
る

(図
4
ち

飜

･

瀰
鞠

八

M"-

℃

　　　
　
　　　

　

　

　

　

　
　

　

　

　　

　　

画
決
定
さ
れ
て
い
る
o

昭
和
四
四
年
度
に
一
般
国
道

サ

隊

二
九
八
号
と
し
て
路
線
指
定
さ
れ
、
四
五
年
度
よ
り
、

建
設
省
直
轄
事
業
と
し
て
事
業
化
さ
れ
た
。

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
千
葉
県
知
事
は
、
松
戸
市
、

画
変
更
及
び
環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
を
経
て
、
整

埼
玉
県
区
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
一
部
区
間

(L

市
川
市
長
に
そ
の
検
討
を
依
頼
し
、
松
戸
市
か
ら
は
、

備
計
画
策
定
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
(図
5
)。

都市計画決変更案 標準断面

=

-
･
八
如
)
を
暫
定
二
車
線
で
供
用
中
で
あ
り
、

今
後
も
事
業
を
推
進
す
る
予
定
で
あ
る
。

し
か
し
、
千
葉
県
区
間
で
は
、
既
成
市
街
地
を
多

く
通
過
す
る
た
め
、
市
川
市
地
域
を
中
心
と
し
て
、

強
い
反
対
を
受
け
、
昭
和
五
三
年
に
は
、
千
葉
県
知

事
よ
り
、
一
般
国
道
六
号
以
南
に
つ
い
て
計
画
案
の

再
検
討
を
求
め
ら
れ
た
た
め
、
昭
和
六
二
年
に
周
辺

環
境
に
配
慮
し
た
構
造
の
検
討
結
果
を
千
葉
県
知
事

に
提
示
し
、
あ
ら
た
め
て
事
業
進
展
の
協
力
を
求
め

平
成
元
年
一
二
月
に
、
市
川
市
か
ら
は
、
平
成
五
年

六
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
受
入
れ
の
回
答
が
あ
り
、
そ
の

後
の
詳
細
な
検
討
を
経
て
、
平
成
七
年
三
月
三
一
日

に
松
戸
、
市
川
市
の
都
市
計
画
原
案
が
千
葉
県
に
提

出
さ
れ
、
現
在
都
市
計
画
変
更
の
手
続
き
中
で
あ
る
。

こ
の
埼
玉
県
、
千
葉
県
に
わ
た
る
常
磐
道
ー
東
関

道
区
間
は
、
平
成
三
年
一
二
月
に
第
二
九
回
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
に
お
い
て
、
基
本
計

画
が
策
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
、
千
葉
県
の
都
市
計

③

関
越
道
大
泉
I
C
以
南

関
越
道
-
東
名
道
間
(約
一
六
蝿
)
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
一
年
七
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
が
、

過
去
の
経
緯
や
そ
の
後
の
土
地
利
用
の
変
化
を
踏
ま

え
、
環
境
保
全
に
配
慮
し
た
地
下
構
造
な
ど
を
基
本

と
し
、
多
方
面
の
意
見
を
参
考
に
し
つ
つ
、
地
域
整

備
と
一
体
と
な
っ
た
整
備
手
法
等
に
つ
い
て
、
東
京

都
と
も
協
力
し
て
検
討
を
行
い
、
計
画
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。
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都市計画決定 標準断面

東名~ 中央道

路

の

街

G

属付

東
名
道
i
湾
岸
道
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
路
線
、

道
路
構
造
等
に
つ
い
て
調
査
中
で
あ
る

(図
6
)。

四

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の
概
要

30.50

　　　　　　　　　
付属街路 付属街路　　　

　　

付

図 関越道大泉 I C 以南

0

は
じ
め
に

首
都
圏
に
お
い
て
は
、
東
京
都
心
へ
の
諸
機
能
の
一
極

集
中
に
よ
る
都
市
環
境
の
立
ち
遅
れ
や
交
通
混
雑
等
を
解

消
す
る
た
め
、
多
核
多
圏
域
型
の
地
域
構
造
を
形
成
す
る

た
め
の
交
通
体
系
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
。

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(以
下
、
圏
央
道
と
い
う
)

は
、
首
都
圏
周
辺
に
位
置
す
る
中
核
都
市
を
環
状
に
結
ぶ

高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
り
、
首
都
圏
の
均
衡
あ
る
発
展
を

図
る
上
で
重
要
な
路
線
で
あ
る
。

以
下
、
圏
央
道
の
概
要
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

②

計
画
の
概
要

①

概
要

圏
央
道
は
、
東
京
都
心
よ
り
お
お
よ
そ
半
径
四
○
-

六
〇
如
の
位
置
に
計
画
さ
れ
て
い
る
延
長
約
二
七
〇

畑
の
高
規
格
幹
線
道
路
で
あ
る
。

本
道
路
は
、
横
浜
、
厚
木
、
八
王
子
、
川
越
、
筑

波
研
究
学
園
都
市
、
成
田
、
木
更
津
等
の
中
核
都
市

を
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
東
京
湾
横
断
道
路
、
東
京

湾
岸
道
路
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路
等
と
一
体
と
な
っ

て
首
都
圏
の
広
域
的
な
幹
線
道
路
網
を
形
成
し
、
首

都
圏
の
諸
機
能
の
再
編
成
、
産
業
活
力
の
向
上
等
を

図
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

圏
央
道
は
昭
和
五
四
年
よ
り
大
規
模
事
業
計
画
調

査
と
し
て
調
査
を
開
始
し
、
昭
和
六
二
年
六
月
三
〇

日
に
は
、
高
規
格
幹
線
道
路
の
う
ち
一
般
国
道
の
自

動
車
専
用
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
平
成
七
年

六
月
現
在
、
基
本
計
画
延
長
約
二
五
七
如
、
整
備
計

画
延
長
約
五
○
如
と
な
っ
て
お
り
、
す
で
に
全
区
間

の
八
割
強
に
相
当
す
る
二
三
八
畑
が
事
業
化
さ
れ
、

二
一
世
紀
初
頭
に
全
線
供
用
す
る
こ
と
を
目
途
に
鋭

意
事
業
を
す
す
め
て
い
る

(図
7
参
照
)。

②

調
査
･
計
画
の
経
緯

圏
央
道
は
、
第
三
次
首
都
圏
基
本
計
画

(昭
和
五

一
年
一
一
月
)
で
提
唱
さ
れ
、
昭
和
五
四
年
度
よ
り

大
規
模
特
殊
計
画
調
査
と
し
て
、
横
浜
市
ー
成
田
市

間
延
長
約
二
〇
〇
蹴
の
調
査
を
開
始
し
た
。

昭
和
六
一
年
度
に
は
東
京
湾
横
断
道
路
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
か
ら
、
成
田
市
-
木
更
津
市
間

を
調
査
区
間
に
編
入
し
、
調
査
延
長
を
約
二
七
〇
如

と
し
た
。

ま
た
、
昭
和
六
二
年
度
に
は
、
第
四
次
全
国
総
合

開
発
計
画
に
お
い
て
高
規
格
幹
線
道
路
に
位
置
づ
け

ら
れ
、
こ
れ
を
受
け
て
、
建
設
省
に
お
い
て
高
規
格

幹
線
道
路
の
う
ち
の
一
般
国
道
自
動
車
専
用
道
路
と

し
て
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
各
区
間
に
お
い
て
高
規

格
幹
線
道
路
と
し
て
の
基
本
計
画
、
整
備
計
画
が
順

次
策
定
さ
れ
て
い
る

(表
1
参
照
)。

40.00
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囲囲囮 f 事業中

□□ロ ー 調査中

図 7 圏央道の進捗状況

表 1 圏央道の調査 ･計画経緯

1979 大規模事業計画調査として本格的に調査開始

1985 中央道~ 関越道間事業着手

1986 .3 埼玉県内 (都県境~ 国道254号間) 都市計画決定

1986 第四次首都圏基本計画、 首都圏整備計画において整備を位置付け

1987.6 第四次全国総合開発計画において“首都圏中央連絡自動車道"が高

規格幹線道路に位置付け

1988 横々道路 ~ 国道 1号、 新湘南B P ~ 束名高速間事業着手

1989 .3 国道20号 ~ 東京 ･埼玉都県境問都市計画決定

1989 関越道 ~ 国道254号間事業着手

1989 ,8 基本計画 (神奈川県横浜市金沢区~ 同市戸塚区、 神奈川県茅ヶ崎 ③

区
間
毎
の
進
捗
状
況
及
び
整
備
効
果

現
在
ま
で
に
都
市
計
画
･
環
境
影
響
評
価
手
続
き
が
完

了
し
て
い
る
も
の
、
又
は
手
続
き
中
の
区
間
の
進
捗
状
況

及
び
地
域
毎
の
整
備
効
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

① び し 現 @
1 地 て 在i
横
浜
横
須
賀
道
路
-
国
道
一
号

(高
速
横
浜
環
状

南
線
)
L
=
八
･
九
m

横
浜
市
中
心
部
よ
り
放
射
状
に
配
置
さ
れ
て
い

る
幹
線
道
路
を
郊
外
部
に
お
い
て
相
互
に
連
絡
す

る
こ
と
に
よ
り
、
都
心
部
に
集
中
す
る
交
通
を
適

① び し 現
i 地 て 在

る る 南 横 神 域 い ま
こ 幹 横 線 浜 奈 毎 る で
と 線 浜 ) 横 川 の も に
に 道 市 L 須 県 整 の 都
よ 路 = 賀 内 備 、 市

市 ~ 埼玉県川島町、 茨城県つくば市~ 千葉県大栄町、 千葉県茂原

市~ 同木更津市) ･整備計画 (中央道~ 国道254号) 策定

1990 国道20号 ~ 中央道間事業着手

1990 ,11 基本計画 (埼玉県川島町~ 茨城県つくば市) ･整備計画 (国道20

1991 束名高速 ~ 国道129号、 常磐道~ 東村間事業着手

1992 .11 茨城県境 ~ 東関道水戸線間

環境アセスメント手続き終了

1992 東村~ 東関道水戸線、 国道409号~ 東関道館山線間事業着手

1993 .4 一般国道468号として路線指定、 八王子~ 川島間を指定区間に指定

1993 .7 国道254号~ 常磐道間事業着手

1994 .4 常磐道~ 茨城 ･千葉県境間都市計画決定

1994 ,6 新湘南B P ~ 国道129号間都市計画予定

1995 .3 国道409号 ~ 東関道館山線間都市計画決定

1995 .3 埼玉県境~常磐道間都市計画決定
1995 国道129号~ 国道20号間事業着手

1995 ,4 横々道路~ 国道 1号間都市計画決定



切
に
分
散
、
導
入
し
、
交
通
処
理
の
円
滑
化
に
寄

計
画
手
続
き
中
で
あ
る
。

与
す
る
も
の
で
あ
り
、
平
成
七
年
四
月
に
都
市
計

画
決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

"u
新
湘
南
バ
イ
パ
ス
-
国
道
三
一九
号

(さ
が
み
縦

貫
道
路
)
L
=
二
一
･
六
如

現
在
国
道
三
一九
号
の
み
で
あ
る
神
奈
川
県
央

地
域
の
南
北
方
向
の
幹
線
道
路
の
軸
と
し
て
、
当

該
地
域
の
南
北
方
向
の
連
絡
強
化
、
交
通
の
整
序

化
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
第
二
束
名
な
ど
と
接
続

す
る
こ
と
に
よ
り
、
広
く
県
内
交
通
の
利
便
性
向

上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
六
年
六
月
に
都

市
計
画
決
定
し
、
現
在
、
用
地
買
収
に
着
手
。

m
国
道
一
二
九
号
-
東
京
都
境

(さ
が
み
縦
貫
道
路
)

L
=

一
四
如

前
記
区
間
と
同
様
さ
が
み
縦
貫
道
路
と
し
て
神

奈
川
県
の
南
北
方
向
の
幹
線
と
し
て
津
久
井
、
県

央
、
湘
南
地
域
を
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
中
央
道
、

関
越
道
へ
の
パ
イ
プ
と
し
て
、
産
業
や
情
報
の
交

流
、
地
域
整
備
を
促
進
す
る
。
現
在
都
市
計
画
手

続
き
中
で
あ
る
o

②

東
京
都
内

･1
神
奈
川
県
境
-
国
道
二
〇
号

L
=
二

･
0
短

東
京
都
心
へ
の
交
通
の
適
切
な
分
散
･
導
入
を

図
り
、
首
都
圏
全
体
の
通
過
交
通
の
円
滑
化
に
資

す
る
も
の
で
あ
り
、
平
行
す
る
国
道
一
六
号
の
交

通
混
雑
を
緩
和
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
現
在
都
市

"は
国
道
二
〇
号
ー
埼
玉
県
境

L
=
二
二
･
五
如

幹
線
道
路
と
し
て
機
能
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
国

道
一
六
号
は
、
圏
央
道
の
整
備
に
よ
り
、
現
在
の

交
通
混
雑
が
緩
和
し
、
周
辺
の
市
街
地
生
活
道
路

に
流
入
し
て
い
る
通
過
車
両
が
排
除
さ
れ
、
地
域

全
体
の
交
通
の
流
れ
が
改
善
で
き
る
。
現
在
、
用

地
買
収
、
工
事
を
促
進
中
で
あ
る
。

③

埼
玉
県
内

i
東
京
都
境
ー
国
道
二
五
四
号

L
=
二
七
･
七
如

埼
玉
県
内
の
東
西
方
向
の
道
路
整
備
は
不
十
分

で
質
･
暈
と
も
に
不
足
し
て
お
り
、
増
大
す
る
交

通

へ
の
サ
ー
ビ
ス
は
著
し
く
低
下
し
て
い
る
。
圏

央
道
は
県
内
を
東
西
に
結
ぶ
都
市
間
連
絡
の
動
脈

と
な
り
、
国
道
ニ
ハ
号
の
交
通
混
雑
が
緩
和
さ
れ
、

生
活
道
路
へ
進
入
し
て
い
る
通
過
交
通
が
排
除
さ

れ
る
な
ど
、
交
通
安
全
の
面
か
ら
も
改
善
さ
れ
る
。

青
梅
-
関
越
自
動
車
道
ま
で
の
区
間
は
平
成
七
年

度
内
の
供
用
を
予
定
。
関
越
自
動
車
道
か
ら
国
道

二
五
四
号
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
も
用
地
買
収
に

着
手
し
て
い
る
o

…n
国
道
二
五
四
号
-
茨
城
県
境

L
=
三
0
･
七
蝿

埼
玉
県
内
の
東
西
を
結
ぶ
都
市
間
連
絡
道
路
と

し
て
、
県
の
道
路
整
備
構
想
で
あ
る
県
内
一
時
間

構
想
の
か
な
め
と
な
る
道
路
で
あ
り
、
交
通
の
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
と
と
も
に
、
圏
央
道
を
軸

と
し
た
地
域
活
性
化
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。
現
在
、
都
市
計
画
手
続
き
中
。

④

茨
城
県
内

･1
埼
玉
県
境
-
常
磐
道

L
=
四
一
･
二
如

国
道
四
号
、
二
九
四
号
、
常
磐
道
な
ど
の
放
射

方
向
の
道
路
を
東
西
方
向
に
連
絡
し
、
円
滑
な
道

路
交
通
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
つ
く
ば
を
中
心

と
し
た
首
都
機
能
の
一
翼
を
に
な
う
地
域
、
東
京

圏
の
新
た
な
発
展
を
担
う
地
域
と
し
て
地
域
の
振

興
発
展
に
寄
与
す
る
。
平
成
七
年
三
月
に
都
市
計

画
決
定
さ
れ
た
。

=
常
磐
道
-
千
葉
県
境

L
=
二
九

･
三
如

常
磐
道
及
び
国
道
六
号
な
ど
と
連
絡
す
る
こ
と

に
よ
り
、
広
域
的
幹
線
道
路
網
を
形
成
す
る
と
と

も
に
、
圏
央
道
の
バ
イ
パ
ス
機
能
に
よ
り
、
国
道

一
二
五
号
、
国
道
四
〇
八
号
等
に
お
け
る
通
過
交

通
が
排
除
さ
れ
、
現
道
の
混
雑
緩
和
、
交
通
事
故

等
の
減
少
に
よ
る
交
通
機
能
の
向
上
に
寄
与
す
る
。

平
成
六
年
四
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

⑤

千
葉
県
内

･1
茨
城
県
境
-
東
関
道
水
戸
線

L
=

一
0
･
七
如

茨
城
県
と
東
関
道
水
戸
線
と
を
連
絡
す
る
こ
と

に
よ
り
、
圏
央
道
が
広
域
的
幹
線
道
路
網
形
成
の

一
役
を
担
い
、
地
域
間
の
交
流
が
促
進
さ
れ
、
北

総
地
域
の
産
業
の
発
展
、
観
光
開
発
の
促
進
に
寄

与
す
る
。



平
成
三
年
度
に
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き

を
終
了
し
、
平
成
四
年
度
事
業
化
さ
れ
た
。

は
国
道
四
〇
九
号
-
東
関
道
館
山
線

L
=
二
九
加

東
関
道
館
山
線
及
び
東
京
湾
横
断
道
路
な
ど
と

有
機
的
に
連
絡
し
、
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
を
連

結
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
形
成
さ
れ
、
産
業
、
経
済
、
観
光
な
ど
房
総

半
島
中
南
部
地
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
活
性
化
に

寄
与
す
る
。

平
成
七
年
三
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。

回

今
後
の
展
望

圏
央
道
は
こ
れ
ま
で
に
、
事
業
化
延
長
が
二
三
八
如
と

な
っ
て
お
り
、
全
体
の
八
割
強
が
事
業
化
さ
れ
て
お
り
、

平
成
七
年
度
に
は
、
圏
央
道
と
し
て
初
め
て
青
梅
-
関
越

間
の
供
用
を
目
途
に
事
業
を
す
す
め
て
い
る
調
査
段
階
か

ら
二
一
世
紀
初
頭
に
む
け
た
本
格
的
な
事
業
段
階
に
移
行

し
た
。

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
二
兆
円
を
越
え
る
事
業

費
が
必
要
と
な
る
た
め
、
採
算
性
の
向
上
策
、
地
域
整
備

と
一
体
と
な
っ
た
事
業
手
法
の
検
討
な
ど
関
係
自
治
体
と

協
力
し
て
、
整
備
効
果
の
高
い
区
間
か
ら
早
期
整
備
を
目

指
し
て
い
く
o

ま
た
、
圏
央
道
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
施
設
帯
や

遮
音
壁
等
の
設
置
、
動
植
物
に
配
慮
し
た
道
路
構
造
の
採

用
な
ど
、
住
環
境
の
保
全
、
自
然
環
境
と
の
調
和
に
十
分

配
慮
し
て
事
業
を
す
す
め
て
い
く
。

五

お
わ
り
に

こ
こ
で
紹
介
し
た

｢三
環
状
｣
道
路
は
、
東
京
都
心
部

へ
集
中
す
る
交
通
を
分
散
導
入
し
、
都
心
に
起
終
点
を
持

た
な
い
交
通
を
迂
回
さ
せ
る
な
ど
、
首
都
圏
の
交
通
混
雑

緩
和
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
部

分
的
に
で
は
あ
る
が
供
用
中
の
中
央
環
状
線
や
外
か
ん

(大
泉
-
三
郷
)
は
、
そ
の
整
備
効
果
を
発
揮
し
て
き
て

お
り
、
首
都
圏
の
交
通
状
況
の
改
善
の
た
め
、
早
期
の
全

線
整
備
が
要
望
さ
れ
て
い
る
。



凝
議
蝉
廳
鷲
藁
濶
穴
都
市
圏
の
遭
略
『環
状
焉
麒
射
』

名
古
屋
圏
に
お
け
る

環
状
道
路
と
旗
射
道
路
の
整
備

建
設
省
中
部
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
二
課

名
古
屋
都
市
圏
に
お
け
る
大
規
模
な
環
状
道
路
は
、
名

古
屋
を
中
心
に
一
五
-
二
〇
如
の
名
古
屋
市
の
外
周
部
を

通
過
す
る
名
古
屋
環
状
二
号
線
と
、
名
古
屋
市
の
周
辺
三

○
ー
四
〇
如
に
位
置
す
る
東
海
環
状
自
動
車
道
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
大
規
模
な
環
状
道
路
を
、
東
名
･
名
神
高
速

道
路
、
中
央
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
、
近
畿
自

動
車
道
名
古
屋
大
阪
線
の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
及
び

名
古
屋
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
名
濃
道
路
、
名
岐

道
路
、
名
古
屋
瀬
戸
道
路
、
名
古
屋
豊
田
道
路
等
で
結
ぶ

と
と
も
に
、
名
古
屋
の
都
市
高
速
道
路
と
の
連
携
を
は
か

り
、
有
機
的
な
機
能
分
担
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
、
整
備
が
も
っ
と
も
進
ん
で
い
る
名
古
屋
環
状
二

号
線
を
主
体
に
、
名
古
屋
圏
の
環
状
道
路
と
放
射
道
路
の

整
備
状
況
を
簡
単
に
述
べ
た
い
。

一
は
じ
め
に

名
古
屋
都
市
圏
に
お
け
る
大
規
模
な
環
状
道
路
は
、
名

古
屋
環
状
二
号
線
と
東
海
環
状
自
動
車
道
が
あ
り
、
放
射

状
に
国
土
開
発
幹
線
道
路
、
名
古
屋
圏
の
自
動
車
専
用
道

路
等
が
結
ん
で
い
る
。
名
古
屋
環
状
二
号
線
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
後
で
詳
細
に
記
述
す
る
も
の
と
し
て
、
東
海
環

状
自
動
車
道
と
放
射
道
路
の
整
備
に
つ
い
て
少
し
触
れ
て

お
く
こ
と
と
す
る
。

東
海
環
状
自
動
車
道
は
、
第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路

と
一
体
と
な
っ
て
、
名
古
屋
市
の
周
辺
三
0
!
四
〇
鹸
に

位
置
す
る
愛
知
･
岐
阜
･
三
重
三
県
の
豊
田
、
瀬
戸
、
岐

阜
、
大
垣
、
四
日
市
等
の
諸
都
市
を
有
機
的
に
連
絡
し
、

第
二
束
名
･
名
神
高
速
道
路
や
束
名
･
名
神
高
速
道
路
、

中
央
自
動
車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
、
近
畿
自
動
車
道

の
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
や
名
古
屋
圏
の
自
動
車
専
用

道
路
で
あ
る
名
濃
道
路
、
名
岐
道
路
、
名
古
屋
瀬
戸
道
路
、

名
古
屋
豊
田
道
路
等
と
広
域
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

す
る
高
規
格
幹
線
道
路
で
、
一
般
国
道
の
自
動
車
専
用
道

路
と
し
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

本
路
線
は
、
計
画
沿
線
諸
都
市
を
有
機
的
に
結
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
こ
れ
ら
東
海
環
状
都
市
帯
ゾ
ー
ン
内
の
連
携
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
周
辺
と
の
交
流
を
促
進
し
、
地
域

の
秩
序
あ
る
発
展
を
図
る
基
盤
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
都
市
内
の
通
過
交
通
、
都
市
の

内
々
･
内
外
交
通
の
機
能
鈍
化
を
進
展
さ
せ
、
都
市
内
の

交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
な
ど
、
名
古
屋
圏
が
産
業
･
技

術
･
経
済
･
文
化
等
の
中
枢
圏
域
と
し
て
発
展
し
て
い
く

た
め
の
基
盤
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

計
画
の
概
要
等
は
次
の
通
り
で
あ
る
。



◆
計
画
の
概
要

路
線
名

一
般
国
道
四
七
五
号

区

間

愛
知
県
豊
田
市

(第
二
束
名
高
速
道
路
)

-
三
重
県
四
日
市
市

(第
二
名
神
高
速
道
路
)

延

長

約
一
六
〇
如

道
路
規
格

第
一
種
第
二
級
、

設
計
速
度

一
○
○
師
/
h

車
線
数

四
車
線

(自
動
車
専
用
道
路
)、

W
=
二
三
･
五
m

◆
計
画
の
経
緯

昭
和
62
年
6
月

東
海
環
状
自
動
車
道
が
高
規
格
幹
線
道
路

(
一
般
国
道

の
自
動
車
専
用
道
路
)
に
指
定
さ
れ
る
。

平
成
元
年
度

土
岐
-
開
聞
三
九
･
五
如
が
事
業
化
さ
れ
る
。

平
成
元
年
8
月

豊
田
市
-
瀬
戸
市
間
二
七
畑
、
土
岐
市
-
関
市
間
四
〇

如
、
北
勢
町
-
四
日
市
市
間
一
四
如
が
基
本
計
画
決
定

さ
れ
る
。

土
岐
市
…
関
市
間
四
○
如
が
整
備
計
画
決
定
さ
れ
る
。

平
成
元
年
12
月

土
岐
-
関
間
三
九
･
五
如
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
。

平
成
2
年
度

豊
田
-
瀬
戸
間
二
七
如
、
北
勢
j
四
日
市
間
一
四
･
四

園
澗

回

国

田
嫌

般

般

潅

要

口

、
＼
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名古屋圏の第= 次道路整備五箇年計画1

蛔
が
事
業
化
さ
れ
る
。

図

平
成
3
年
3
月



回東海環状都市帯整備構想図

メカトロニクス
リクトロエクス

メカトロニクス
口エレクトロニクス
インケミ力ル

中南勢地賊
購存産燦の活性化
エレクトロニクス

オブトエレクトロニクス
バイオテクノロジー

光速億機器等

ファインセラミックス
エレクトロニクス

メカトロニクス 新築材
航空宇宙機器等

黛銘

m立野理 三鑿羊
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国立東海美術館
東海学術文化交滅センター
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中接情報センター

東海環状自動車道L寺160km

大

　　　

◇
◇

ファインセラミ
エレクトロニ
メカトロ二

名台艘滞小
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半燭
刈谷

幽群

　　　　
熊存産禁の活性化

ファインセラミックス
エレクトロニクス
メカトロニクス等

きよ舷
:ゞ]"名六プラズマ研究所

棗三河地域
厳存産業の活性化

オブトエレクトロニクス
メカトロニクス
新金属材料等

S粥東海環状都市帯整備計画調査(国土総合開発事業調整費調査)より
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豊
田
-
瀬
戸
間
二
七
如
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
る
。

平
成
3
年
12
月

関
市
i
養
老
町
間
四
四
虹
が
基
本
計
画
決
定
さ
れ
る
。

豊
田
市
-
瀬
戸
市
間
二
七
師
が
整
備
計
画
決
定
さ
れ
る
。

平
成
4
年
1
月

北
勢
ー
四
日
市
間
一
四
･
四
如
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ

る
↓。

平
成
5
年
4
月

東
海
環
状
自
動
車
道
が
一
般
国
道
四
七
五
号
に
路
線
指

定
さ
れ
る
。

平
成
5
年
7
月

瀬
戸
市
-
土
岐
市
間
一
一
如
、
養
老
町
ー
北
勢
町
間
一

八
如
が
基
本
計
画
決
定
さ
れ
る
。

北
勢
町
-
四
日
市
市
間
一
四
如
が
整
備
計
画
決
定
さ
れ

る
%

平
成
6
年
度

関
-
養
老
間
約
四
四
如
が
事
業
化
さ
れ
る
。

平
成
7
年
度

瀬
戸
ー
土
岐
間
約
一
一
如
が
事
業
化
さ
れ
る
。

現
在
、
東
海
環
状
自
動
車
道
約
一
六
〇
臘
の
う
ち
八
五

%
の
一
三
五
･
九
如
が
事
業
化
し
て
お
り
、
こ
の
う
ち
豊

田
i
瀬
戸
、
土
岐
-
関
、
北
勢
i
四
日
市
間
に
つ
い
て
は

用
地
買
収
を
鋭
意
行
っ
て
い
る
。
残
る
事
業
化
区
間
の
う

ち
関
-
養
老
間
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
都
市
計
画
決
定
の

手
続
き
中
で
あ
り
、
瀬
戸
-
土
岐
間
に
つ
い
て
は
、
都
市

計
画
決
定
に
入
る
た
め
に
準
備
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
区

間
に
つ
い
て
も
早
期
都
市
計
画
決
定
を
終
え
、
事
業
の
促

進
を
図
る
予
定
で
あ
る
。
最
後
に
残
る
養
老
j
北
勢
間
に

つ
い
て
は
早
期
事
業
化
が
図
れ
る
よ
う
に
調
査
の
熟
度
を

高
め
て
い
く
も
の
と
す
る
。

つ
ぎ
に
放
射
道
路
で
あ
る
が
、
国
土
開
発
幹
線
道
路
で

あ
る
東
名
･
名
神
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
、
近
畿
自

動
車
道
名
古
屋
大
阪
線
に
つ
い
て
は
既
に
供
用
済
で
あ
り
、

東
海
北
陸
自
動
車
道
に
つ
い
て
は
、
岐
阜
各
務
原
I
C
I

美
並
I
C
ま
で
が
供
用
し
て
い
る
が
、
一
宮
J
C
T
i
岐

阜
各
務
原
I
C
ま
で
に
つ
い
て
は
早
期
供
用
を
目
指
し
て

日
本
道
路
公
団
が
、
現
在
、
鋭
意
事
業
中
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
束
名
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
平
成
五
年

一
一
月
に
日
本
道
路
公
団
に
施
行
命
令
が
出
さ
れ
、
平
成

六
年
九
月
実
施
計
画
変
更
を
受
け
、
現
在
、
用
地
･
工
事

の
た
め
の
測
量
調
査
に
入

っ
て
お
り
、

一
部
箇
所
に
お
い

て
地
質
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
第
二
名
神
高
速
道
路
の

飛
島
-
四
日
市
間
及
び
亀
山
ー
滋
賀
県
域
内
は
第
二
束
名

高
速
道
路
と
同
様
に
日
本
道
路
公
団
に
お
い
て
鋭
意
測
量
･

地
質
調
査
に
、
滋
賀
県
側
の
四
日
市
-
亀
山
間
に
つ
い
て

は
、
平
成
六
年
七
月
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。

名
古
屋
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
で
あ
る
名
濃
道
路
、

名
岐
道
路
、
名
古
屋
瀬
戸
道
路
、
名
古
屋
豊
田
道
路
等
に

つ
い
て
は
、
第
め
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
で
そ
の
整
備

を
打
ち
出
し
、
名
濃
道
路
の
楠
J
C
T
I
小
牧
I
C
ま
で

の
約
八
蝿
に
つ
い
て
は
平
成
六
年
度
に
名
古
屋
都
市
高
速

道
路
公
社
が
事
業
化
し
、
現
在
、
鋭
意
事
業
中
で
あ
る
。

他
の
名
古
屋
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
等
を
十
分
調
査
し
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
を
図
り
な
が
ら
地
域
の
発
展
、
活
性
化
の
た
め
に
調
査

の
促
進
を
図
っ
て
い
く
o

二

名
古
屋
環
状
二
号
線
の
計
画
の
概
要
と
経

緯

1

計
画
の
概
要

名
古
屋
環
状
二
号
線

(以
下
｢名
古
屋
二
環
｣
と
い
う
)

は
、
名
古
屋
市
を
中
心
に
名
古
屋
市
の
外
周
部
を
通
過
す

る
南
北
約
二
〇
顔
、
東
西
約
一
五
師
の
大
き
な
楕
円
形
で
、

総
延
長
六
六
･
二
如

(う
ち
海
上
部
七
･
六
如
)
の
大
規

模
環
状
道
路
で
あ
り
、
東
名
･
名
神
高
速
道
路
、
第
二
束

名
･
第
二
名
神
高
速
道
路
、
中
央
自
動
車
道
、
近
畿
自
動

車
道
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
の
各
高
速
道
路
並
び
に
名
古

屋
高
速
道
路
及
び
名
古
屋
都
市
圏
で
計
画
中
の
自
動
車
専

用
道
路
網
と
一
体
と
な
っ
て
高
速
交
通
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
役
割
と
し
て
は
、

①

フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
い
い
街
を
め
ざ
し
て
。

名
古
屋
市
の
外
周
部
を
リ
ン
グ
状
に
結
ぶ
名
古
屋

二
環
は
、
都
心
に
集
中
す
る
幹
線
道
路
の
う
ち
都
心

を
通
り
抜
け
る
車
の
バ
イ
パ
ス
の
分
担
機
能
と
し
て
、

い
わ
ば
交
通
整
理
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
を
設
け
る
こ
と
で
公
共

輸
送
機
関
へ
の
転
換
に
も
役
立
つ
。

24 道イテセ 95.7



.そが
,

　
　

滿茂l号簿

②

新
し
い
市
街
地
づ
く
り
を
計
画
的
に
。
町
の
表
情

も
変
わ
る
。

名
古
屋
二
環
の
沿
線
で
は
、
無
秩
序
な
開
発
を
防

ぎ
な
が
ら
、
新
市
街
地
の
開
発
が
計
画
的
に
進
め
ら

れ
て
お
り
、
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
る
伸
び
ゆ

く
街
づ
く
り
や
新
た
な
流
通
拠
点
づ
く
り
な
ど
、
新

し
い
街
並
み
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

③

欠
か
せ
な
い
都
市
施
設
を
機
能
的
に
。
新
し
い
生

活
空
間
が
生
ま
れ
る
。

名
古
屋
二
環
の
足
も
と
に
、
電
気
や
上
下
水
道
な

図 5 名古屋 2環の名種断面図
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図 4 名古屋 2環の整備状況

海上部 L= 7,叙〉km
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表 1 事業の経緯

そ
し
て
、
四
二
年
か
ら
四
三
年
に
か
け
て
、
陸
上
部
に

関
し
て
現
在
の
名
古
屋
二
環
の
基
本
と
な
る
幅
員
五
0
m

及
び
六
0
m
の
六
車
線
の
高
速
車
道
部
を
中
心
と
す
る
都

市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
、
四
六
年
度
に
は
名
古
屋
二
環
の

一
部
区
間

(二
環
東
部
の
広
小
路
線
か
ら
二
環
西
南
部
の

国
道
二
三
号
線
ま
で
三
六
･
一
如
)
が
、
手
始
め
に
一
般

国
道
三
〇
二
号
と
し
て
直
轄
事
業
化
さ
れ
た
。

そ
し
て
五
四
年
に
は
、
伊
勢
湾
岸
道
路
と
な
る
海
上
部

の
都
市
計
画
決
定
が
な
さ
れ
た
。

つ
ぎ
に
、
五
七
年
三
月
の
近
畿
自
動
車
道
名
古
屋
亀
山

線
の
整
備
計
画
決
定
の
告
示
を
背
景
に
、
同
年
一
一
月
に

は
根
本
的
か
つ
最
終
的
な
都
市
計
画
変
更
が
行
わ
れ
た
。

は く の
そ 艮 の っ 者
の
主
な
内
容
は

調
整
を
図
り
、
ま
た
、
地
形
条
件
か
ら
、
東
部
の
丘
陵
地

域
に
お
い
て
専
用
部
を
半
地
下
方
式
と
す
る
計
画
断
面
を

採
用
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

地 各
形 所

の
区
画
整
理
事
業
と
の
計
画

な

問
で
は
一
車
線
の
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
、
合
わ
せ
て
四
-
六

車
線
の
一
般
道
路
が
あ
る
。

そ
の
外
側
に
は
植
樹
帯
と
四
m
の
サ
ー
ビ
ス
道
路

(側

道
)
及
び
三
m
の
自
転
車
歩
行
者
道
か
ら
成
る
環
境
施
設

帯
を
有
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
後
三
〇
年
代
に
愛
知
県
、
名
古
屋
市
、
建
設
省
中

部
地
方
建
設
局
の
三
者
を
中
心
と
す
る
緊
密
な
調
査
連
絡

体
制
が
組
ま
れ
、
四
〇
年
一
一
月
に
は
経
済
界
、
学
会
を

も
含
む

｢名
古
屋
大
都
市
整
備
計
画
懇
談
会
｣
の
中
間
報

告
が
発
表
さ
れ
、
｢往
復
六
車
線
、
全
幅
六
0
m
の
規
模

で
、
高
速
道
路
規
格
の
自
動
車
専
用
道
路
と
し
て
早
急
に

着
手
で
き
る
よ
う
措
置
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
｣
と
さ
れの m に に

昭和32年 9月

昭和42年 3月

~ 43年lo月

昭和46年 4月

昭和49年11月

昭和54年 8月

昭和55年 4月

昭和57年 4月

昭和57年11月

昭和58年 5月

昭和58年 8月

昭和59年 2月

昭和60年 3月

昭和60年 4月

昭和61年 3月

昭和62年 4月

昭和63年 3月

平成元年 4月

平成 2年 3月

平成 3年 3月

平成 3年4月

平成 4年 4月

平成 5年 4月

平成 5年12月

平成 6年 3月

平成 6年10月

平成 6年10月

現在までに

名古屋市外周部に外郭環状街路として都市計画決定 (幅員25m ) 告知される。
幅員50~ 60mを基本とする名古屋 2環陸上部の決定が告知される。

一般国道302号の建設省直轄事業が決定。
昭和49年11月環状線全線が一般国道302号に路線指定される。
海上部 (自動車専用道路 :延長9,83km) の都市計画決定が告知される。
北部区間(延長8.6km)が暫定 2車線で供用開始. 海上部直轄部分の事業開始。
名古屋市名東区高針地区 (0.7km) が暫定2車線で供用開始。
都市計画変更が告知される。
名古屋市中川区服部地区 (0.4km) が暫定2車線で供用開始。
近畿自動車道 (名古屋市名東区~中り=区) の施工命令、工事実施認可,
春日井市勝川地区 (0.3km) が暫定 2車線で供用開始。
名港西大橋関連区間 (3.2km) 供用開始。
名古屋市中川区富田地区 (延長1.okm)、 飛島村木場地区 (2.7km) か暫定 2

車線で供用開始.
名古屋市名東区高針地区 (0.7km) が暫定2車線で供用開始。
名古屋市港区南陽地区 (0.4km) が暫定 2車線で供用開始。
西南部23号交差点~ 1号交差点 (5,3km) が暫定2車線で供用開始。
西北部名古屋西JCT ~ 22号交差点 (5.okm) が暫定 2車線で供用開始。
近畿自動車道名古屋亀山線、名古屋西JCT ~ 清洲東 IC (8,5km) 供用開始。
名古屋市名東区高針地区 (0,5km) が暫定2車線で供用開始.
西春日井郡清洲町地区 (0.5km) が暫定2車線で供用開始.
近畿自動車名古屋亀山線、清洲東 IC ~ 勝川 IC (8,7km) 供用開始。
海部郡大治町地区 (1.6km) が暫定2車線で供用開始。
名古屋市天白区上田地区 (2,okm) が暫定 2車線で供用開始。
名古屋市中川区富田地区 (2,2km) の開通により西南部区間 (9.3km) が暫定

2車線で供用開始.
名古屋市名東区上社地区 (0,5km) の開通により東部区間 (4.okm) が全線暫

定2車線で供用開始。
名古屋市名東区引山~上社 IC 間 (2.4km) 及び守山区大森地区 (0.5km)、春

H井市松河戸地区 (0,5km) が供用開始。
近畿自動車名古屋亀山線、名古屋IC ~ 勝川 IC 間 (11.okm) 供用開始。
西春H井郡満州地区 (0,8km) 及び名古屋市守山区小幡地区 (0,2km)、 天白

区植田~平針間 (0.9km) が暫定 2車線で供用開始。
春日井市勝川~名古屋市守山区間 (1.3km) が暫定2車線で供用開始。
名古屋市守山区~名東区間 (1,1km) が供用開始。
海部郡甚目寺町地区 (1.lkm) が暫定 2車線で供用開始。
一般国道302号 (41.2km) 供用。自動車専用道路 (近畿自動車道名古屋西

JC T ~ 上社JCT (28,2km) 及び海上部名港西大橋 (2,6km) 供用。

2

計
画
の
経
緯

計
画
の
経
緯
は
表
ー
に
示
す
と
お
り
で
あ
り
、
昭
和
三

二
年
に
幅
員
二
五
m
の

｢外
郭
環
状
道
路
｣
と
し
て
都
市

ど
生
活
の
動
脈
と
も
い
え
る
共
同
溝
が
整
備
さ
れ
る
。

ま
た
、
鉄
道
は
高
架
化
さ
れ
て
立
体
交
差
に
な
る
ほ
か
、

植
樹
帯
が
ほ
ぼ
全
線
に
わ
た
っ
て
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
ひ
ろ

げ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
か
け
が
え
の
な
い
都
市

施
設
が
新
た
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

断
面
構
成
の
基
本
は
総
幅
員
が
五
0
m
及
び
六
0
m
の

複
断
面
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
中
央
部
に
高
架
橋
及
び
半

地
下
方
式

(掘
割
)
の
四
車
線
の
自
動
車
専
用
道
路
を
、

そ
し
て
そ
の
両
側
に
そ
れ
ぞ
れ
二
車
線
の
車
道
と
一
部
区

26 運互イテセ 95.7

計
画
決
定
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る



写真1 上社 IC から春日井方面を望む

(前面に見えるは、掘割部)

三

事
業
の
整
備
状
況

す
で
に
、
昭
和
四
六
年
度
に
一
般
国
道
三
〇
二
号
と
し

て
直
轄
事
業
化
し
て
か
ら
平
成
六
年
度
末
現
在
ま
で
の
供

用
状
況
を
示
し
た
。

現
在
の
用
地
取
得
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
体
の
必
要
面

積
約
三
三
二
m

(こ
れ
は
東
京
ド
ー
ム
の
一
一
六
倍
の
面

積
に
相
当
す
る
)
の
う
ち
、
平
成
六
年
度
末
で
約
九
二
%

が
取
得
済
み
と
な

っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
大
都
市
周
辺
に
お
け
る
大
規
模
な
道
路
事
業

用
地
の
取
得
と
し
て
順
調
な
ペ
ー
ス
と
い
え
よ
う
o

た
だ
し
、
用
地
取
得
に
つ
い
て
は
土
地
開
発
公
社
に
よ

る
先
行
取
得
や
、
用
地
国
債
、
道
路
開
発
資
金
の
投
入
に

よ
る
も
の
も
含
ん
で
お
り
、
再
取
得
の
た
め
に
今
後
と
も

多
大
な
予
算
措
置
が
必
要
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
一
般
国
道
三
〇
二
号
の
陸
上
部
の
整
備
状
況

で
あ
る
が
、
一
般
部
の
整
備
は
、
①
交
通
需
要
の
大
き
な

区
間
②
バ
ス
路
線
と
な
る
区
間
③
交
通
渋
滞
に
起
因
す
る

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
の
箇
所
等
を
中
心
に
整
備
を
進
め
て
き
て

お
り
、
合
わ
せ
て
用
地
取
得
の
進
捗
に
応
じ
て
幅
員
四
m

の
側
道
の
整
備
に
よ
る
沿
道
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
o

三
〇
二
号
の
一
般
部
の
整
備
は
、
陸
上
部
五
八
･
六
如

の
う
ち
七
0
%
に
あ
た
る
四

一
･
二
如
を
供
用
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
一
般
部
に
つ
い
て
は
、
交
差
す
る
鉄
道

が
一
八
箇
所
あ
り
、
各
所
で
道
路
が
分
断
さ
れ
て
お
り
、

名
古
屋
二
環
の
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
鉄
道
と
の
立
体
交
差
化
が
必
要
な

た
め
、
そ
の
事
業
調
整
を
積
極
的
に
推
進
し
、
一
般
部
の

連
続
性
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

写真 2 名古屋西 lC から清洲 JC 方面を望む

専
用
部
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
〇
年
三
月
に
名
港
西
大

橋
関
連
区
間
二
･
六
如
が
一
般
有
料
道
路
事
業
と
し
て
日

本
道
路
公
団
に
よ
り
供
用
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
昭
和
六

三
年
三
月
に
は
西
北
部
の
名
古
屋
西
J
C
T
か
ら
清
洲
束

I
C
ま
で
の
八
･
五
蹴
を
、
ま
た
、
平
成
三
年
三
月
に
は
、

北
部
区
間
の
清
洲
束
I
C
か
ら
勝
川
I
C
ま
で
の
八
･
七

幽
が
、
平
成
五
年
三
一月
に
は
、
名
古
屋
I
C
か
ら
勝
川

I
C
ま
で
の
一
一
如
の
合
計
二
八
･
二
m
が
近
畿
自
動
車

道
名
古
屋
亀
山
線
と
し
て
供
用
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
近
畿

自
動
車
名
古
屋
亀
山
線
は
束
名
高
速
道
路
と
直
結
し
た
こ

と
と
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
般
部
と
専
用
部
の
整
備
が
進
み
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
が
図
ら
れ
、
特
に
、
近
畿
自
動
車
道
名
古

屋
亀
山
線
が
束
名
高
速
道
路
と
直
結
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

今
ま
で
、
名
古
屋
市
内
に
通
過
交
通
が
流
入
し
て
い
た
が
、

こ
れ
ら
の
交
通
が
迂
回
す
る
と
と
も
に
、
名
古
屋
市
内
へ

の
流
入
交
通
は
分
散
導
入
(表
2
)が
図
ら
れ
、
名
古
屋
都

心
部
の
交
通
混
雑
の
緩
和
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
物
流
の

拠
点
で
あ
る
名
古
屋
港
と
空
の
玄
関
ロ
で
あ
る
名
古
屋
空

港
と
が
一
部
専
用
部
を
介
し
て
直
結
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
激
増
す
る
自
動
車
交
通
に
対
処
す
る
た
め
、
路

面
の
掘
削
を
規
制
し
都
市
施
設
を
機
能
的
に
収
容
す
る
共

同
溝
事
業
に
つ
い
て
も
、
名
古
屋
二
環
の
整
備
に
合
わ
せ

て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
o

現
在
、
激
増
す
る
交
通
需
要
に
対
処
す
る
た
め
、
北
部

区
間
の
四
車
線
整
備
及
び
渋
滞
ポ
イ
ン
ト
に
あ
げ
ら
れ
て

道イテセ 95.7 2 7



図 6 交通量及び渋滞観測地点図

至豊田

清洲束
清洲西

表 2 分散導入効果
a ) 断面交通量 (放射状主要国道の名古屋 2環の内側断面) 単位 :台/ H ･断面

調査箇所

M
動
静

鞠

齢

(
5H

拗

÷
鰯
卸H

交通量増減

珊
塀癩繃

鰍
帥

鰍
鰡

鰤
蹄

鈷
謙 職 緘 緘--

b ) 渋滞状況の変化 (平日朝 (7 :00~ 9 :00) の最大信号待ち延長 (m ))

向
門

所
蛎馴轢

鰤
惚

間
馬

僞
琺

通

江
翻
臨

古城交差点 (一般国道22号/市内方向) 卿 900

西
.

攝
至
桑
名

名

い
る
一
般
国
道
二
三
号
梅
之
号
交
差
点
の
立
体
化
の
事
業

を
鋭
意
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
残
る
区
間
に
つ
い

て
も
整
備
の
促
進
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
名
古
屋
二
環
を
全
体
と
し
て
み
る

と
、
海
上
部
の
伊
勢
湾
岸
道
路
も
既
に
昭
和
六
二
年
度
か

ら
名
港
中
央
大
橋
及
び
東
大
橋
か
ら
な
る
五
如
区
間
に
つ

い
て
一
般
有
料
道
路
事
業
と
し
て
工
事
中
で
あ
り
、
全
体

の
事
業
は
着
々
と
進
み
つ
つ
あ
る
。

四

今
後
の
整
備

名
古
屋
二
環
の
一
般
部
に
つ
い
て
は
建
設
省
に
お
い
て

全
線
事
業
中
で
あ
り
、
専
用
部
に
つ
い
て
は
、
名
四
束
I

C
か
ら
東
海
I
C
間
四
･
三
如
を
第
二
束
名
高
速
道
路
で
、

さ
ら
に
名
港
西
大
橋
ま
で
の
伊
勢
湾
岸
道
路
区
間
五
額
が

一
般
有
料
道
路
事
業
と
し
て
日
本
道
路
公
団
に
お
い
て
鋭

意
事
業
中
で
あ
る
。
名
四
束
I
C
か
ら
上
社
I
C
ま
で
の

東
部
･
東
南
部
区
間
一
五
･
四
畑
及
び
第
二
名
神
高
速
道

路
か
ら
名
古
屋
西
I
C
ま
で
の
南
部

(□
)
･
西
南
部
区

間
一
二
如
が
、
事
業
主
体
未
定
で
あ
る
。

名
古
屋
圏
に
お
い
て
は
、
｢中
部
新
国
際
空
港
｣、
｢21

世
紀
万
国
博
覧
会
構
想
｣
等
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

計
画
さ
れ
て
お
り
、
名
古
屋
都
市
圏
の
自
動
車
専
用
道
路

と
有
機
的
に
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ら
か
ら
発
生

す
る
交
通
需
要
に
対
処
す
る
た
め
に
も
名
古
屋
二
環
を
早

期
に
整
備
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
大
規
模
事
業
を
施
行
す
る

　　
　

こ
滲
も

　
　

、響
き

　　
　

　

　

　
　

　　
写真 3 名古屋 2環の環境整備

に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
に
対
す
る
合
意
形
成
の
方
法
や
手

順
、
周
知
の
方
法
、
行
政
間
の
調
整
、
環
境
問
題
、
工
事

の
進
め
方
等
問
題
点
は
山
積
み
し
て
い
る
が
、
地
域
の
発

展
.
活
性
化
の
た
め
に
、
最
大
限
努
力
を
す
る
こ
と
と
し

た
い
。

･

五

お
わ
り
に

名
古
屋
圏
の
大
規
模
な
環
状
道
路
の
整
備
状
況
な
ど
に

つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
今
後
増
大
が
予
想
さ
れ
る
交
通

量
に
対
処
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
地
域
の
開
発
、
活
性
化

に
向
け
た
最
大
限
の
努
力
を
す
る
と
と
も
に
、
地
域
連
携

が
ま
す
ま
す
活
発
に
な
る
よ
う
努
め
た
い
。
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灘
轟
き朧
蟻
朧
轤
穴
都
市
圏
の
遭
略

『環
状
に
麒
期
』
蝉き
き
寮
き
き
}

　

　　

　

一一一主な河川

鱸醗讓 山地 (標高200m以上)
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京
阪
神
地
域
を
申
態
と
す
る

道
路
整
備
に
つ
い
て

建
設
省
近
畿
地
方
建
設
局
道
路
部
道
路
計
画
第
二
課

一

は
じ
め
に

近
畿
地
方
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
我
が
国
の
都
が
置
か

れ
て
い
た
地
で
あ
り
、
鎌
倉
や
江
戸
に
幕
府
が
置
か
れ
、

東
京
に
首
都
が
移
っ
た
時
期
に
も
、
文
化
･
経
済
の
中
心

と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
あ
る
国
土
形
成
に
大
き
く
寄
与
し
て

き
た
歴
史
と
伝
統
を
有
し
て
い
る
。
都
市
圏
の
構
造
面
で

も
、
首
都
圏
が
東
京
に
多
く
の
機
能
が
集
中
す
る
一
極
集

中
型
の
構
造
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
近
畿
圏
は
京
都
、
大

阪
、
神
戸
、
奈
良
と
い
っ
た
個
性
豊
か
な
魅
力
あ
る
都
市

群
が
緩
や
か
に
連
携
し
た
構
造
と
な
っ
て
お
り
、
二
一
世

紀
に
求
め
ら
れ
る
重
層
的
で
柔
軟
な
国
土
構
造
と
こ
れ
に

基
づ
く
文
化
の
多
様
性
発
揮
の
モ
デ
ル
と
な
り
う
る
圏
域

で
あ
る
。

ま
た
、
近
年
は
、
関
西
国
際
空
港
を
契
機
に
大
阪
湾
臨

図 1 近畿圏の地勢



海
部
を
中
心
と
し
て
様
々
な
地
域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
圏
域
構
造
を
支
え
る
道
路
網
と
し
て
、
広

域
幹
線
道
路
網
か
ら
形
成
さ
れ
る
大
阪
湾
を
中
心
と
し
た

　
　
　

鮒
ふ
き

　

　　

　

　
　
　
　
　

　
　

　　
　
　

メ
總＼を
ハ
等
し

　　　
　　
　　
　

〆
報

　
　

て′~"　
　　
　　
　
　
　

　
　
　　
　

/

"

可
等
に

　　

　

　

　
　

　

な

こ
そ

　
　

　
　
　

　

　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　

れ
虫

　

　
　

　
　

　

放
射
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
広
域

な
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
る
第
二
名
神
自
動
車
道
、
京

奈
和
自
動
車
道
に
加
え
て
、
第
二
湾
岸
道
路
と
紀
淡
連
絡

道
路
を
含
む
大
阪
湾
環
状
道
路
の
計
画
、
さ
ら
に
、
第
二

) ｣ /〉~ ! 上北山"
【て

大将" ノノノ

<凡例>

[ 昭和彎:昭和60年 (増分)

:平成2年(増分)一一一 :京阪神大都市圏境界

図 2 京阪神都市圏における人口集中地区

“ゞ“

‘
‘

＼

　 　　

　

　
　
　

　　　
　
　
　)

紬

　　
　　　

京
阪
道
路
、
京
阪
連
絡
道
路
、
第
二
環
状
線
な
ど
の
大
阪

都
市
圏
の
放
射
環
状
道
路
の
計
画
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

二

京
阪
神
都
市
中國
の
地
域
構
造

1

京
阪
神
都
市
圏
の
地
勢

多
核
連
携
型
構
造
と
呼
ば
れ
る
京
阪
神
都
市
圏
(注
1
)

の
地
域
構
造
は
、
そ
の
特
徴
あ
る
地
勢
か
ら
生
ま
れ
た
も

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
総
面
積
約
八
、
0
0
0
蛭
の
な

か
で
平
地
を
構
成
し
て
い
る
の
は
、
神
戸
市
か
ら
大
阪
南

部
に
か
け
て
の
大
阪
湾
に
面
し
た
臨
海
部
、
河
川
沿
い
に

開
け
た
京
都
盆
地
及
び
奈
良
盆
地
、
琵
琶
湖
岸
に
開
け
た

近
江
盆
地
、
紀
ノ
川
沿
い
に
開
け
た
和
歌
山
平
野
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
地
域
を
繋
ぐ
河
川
沿
い
に
は
連
た
ん
し
た
平
地

が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
六
甲
山
地
、
生
駒
山
地
、
和
泉
山

脈
、
比
良
山
地
等
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
々

の
平
地
部
に
展
開
す
る
都
市
域
が
相
互
に
連
携
し
て
都
市

圏
を
構
成
す
る
構
造
を
必
然
的
な
も
の
と
し
て
い
る
。
山

地
に
囲
ま
れ
た
こ
の
よ
う
な
地
勢
の
た
め
に
可
住
地
に
は

制
約
が
あ
る
が
、
一
方
で
変
化
に
富
ん
だ
地
形
は
、
都
の

置
か
れ
た
奈
良
、
京
都
を
は
じ
め
古
来
よ
り
特
色
の
あ
る

都
市
を
生
み
出
し
、
こ
れ
ら
の
個
性
あ
る
都
市
が
連
携
し

て
京
阪
神
都
市
圏
を
形
成
し
て
い
る
。

(注
1
)
こ
こ
で
は
京
阪
神
都
市
圏
を
、次
の
範
囲
と
し
た
(図
2
参
照
)。

滋
賀
湖
南
二
次
生
活
圏
、
京
都
南
部
都
市
広
域
行
政
圏
、
大
阪
府
全

域
、
神
戸
市
及
び
阪
神
間
、
奈
良
北
部
及
び
五
條
市

(月
ヶ
瀬
、
山

添
、
都
祁
、
室
生
、
曽
爾
、
御
杖
の
六
村
を
除
く
)、
和
歌
山
二
次

生
活
圏
及
び
橋
本
二
次
生
活
圏

3 0 道イテセ 95,7



2

京
阪
神
都
市
圏
に
集
中
す
る
人
口
･
産
業

近
畿
二
府
五
県
に
占
め
る
京
阪
神
都
市
圏
の
シ
ェ
ア
は
、

面
積
に
お
い
て
は
二
五
%
に
す
ぎ
な
い
が
、
夜
間
人
ロ
や

就
業
者
数
、
製
造
品
出
荷
額
に
お
い
て
は
七
五
%
以
上
を

占
め
、
商
品
販
売
額
に
お
い
て
は
九
一
%
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
京
阪
神
都
市
圏
は
近
畿
圏
の
中
心
と
し

て
の
人
口
集
積
、
産
業
集
積
を
有
し
て
お
り
、
我
が
国
第

二
の
都
市
圏
と
し
て
ま
た
世
界
都
市

"関
西
“
の
中
核
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。

形
成
し
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
市
か
ら
大
阪
市
に
い
た
る

淀
川
沿
い
の
京
阪
間
も
ほ
ぼ
連
続
し
た
D
I
D
を
形
成
す

る
状
況
に
な

っ
て
い
る
。

一
方
、
京
都
市
か
ら
京
都
南
部
、
奈
良
、
和
歌
山
に
か

け
て
の
環
状
エ
リ
ア
に
お
い
て
も
D
I
D
が
拡
大
し
つ
つ

あ
り
、
滋
賀
南
部
地
域
で
も
近
年
の
D
I
D
の
拡
大
傾
向

が
著
し
い
。

こ
の
よ
う
に
、
京
阪
神
都
市
圏
の
市
街
地
は
、
分
断
し

て
い
る
山
地
部
を
越
え
て
外
縁
部
に
拡
大
し
て
お
り
、
交

通
網
の
整
備
と
と
も
に
都
市
圏
エ
リ
ア
が
拡
大
す
る
傾
向

を
み
せ
て
い
る
。

三

自
動
車
交
通
の
現
況
と
道
路
網

ー

京
阪
神
都
市
圏
に
集
中
す
る
自
動
車
交
通
量

近
畿
二
府
五
県
に
お
け
る
自
動
車
発
生
集
中
交
通
量
の

約
七
割
を
京
阪
神
都
市
圏
で
占
め
て
お
り
、
人
ロ
、
産
業

の
集
積
に
伴
い
、
交
通
も
集
中
し
て
い
る

(表
2
)。

自
動
車
交
通
流
動
の
内
容
は
、
京
阪
神
都
市
圏
内
の
地

域
相
互
の
交
通
が
主
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
大
阪
市
を
中

心
と
し
た
放
射
方
向
、
大
阪
市
周
辺
部
を
相
互
に
結
ぶ
環

道々テセ 95.7 3メ

表 1 近畿圏に占める京阪神都市圏のシェア

地域
＼＼＼＼＼

指標 獨
県

繊
5

神

圏

阪

市

京
都

ア
′
}
′

エ
%

シ
,(

面積 (姉) 31
,
495 7

,
986 猟

夜間人口 (千人)

箏 鵡 榔
就業者数 (千人)

鰔 総 御
製造品出荷額 (億円)

㈱“ 鵺
商品販売額 (百億円)

鰺 劇 鰓
同夜間八ロ及び就業者数は平成 2年国勢調査、 製造品

出荷額は平成 2年工業統計、 商品販売額は平成 3年

商業統計による。

3

市
街
地
の
拡
大

京
阪
神
都
市
圏
の
人
口
集
中
地
区

(D
I
D
)
は
、
大

阪
市
及
び
そ
の
周
辺
部
を
中
心
に
広
が
り
を
持
っ
て
お
り
、

神
戸
市
か
ら
阪
神
間
、
大
阪
市
、
泉
州
地
域
、
関
西
国
際

空
港
付
近
に
か
け
て
の
大
阪
湾
岸
は
連
続
し
た
D
I
D
を

2 自動車発生集中交通量のシェア
(単位 :千トリップエンド/ 日)

表

近畿 2 府 5 県 37
,
955

梱
“

榔
★概 議

硼匪
新宮

一不

　
　

　　　
　

　　
　
　

図 3 近畿圏の地域間自動車交通流動量 (平日)

(平成 2年度道路交通センサス)



状
方
向
が
多
く
、
都
市
圏
外
縁
部
の
地
域
相
互
を
結
ぶ
環

ま
た
、
図
3
の
交
通
流
動
の
状
況
を
あ
わ
せ
て
交
通
圏

3

混
雑
度
の
激
し
い
幹
線
道
路

状
方
向
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

の
形
成
状
況
を
み
る
と
、
京
阪
神
都
市
圏
で
は
複
数
の
核

京
阪
神
都
市
圏
内
の
自
動
車
交
通
を
支
え
る
幹
線
道
路

と
な
る
都
市
が
そ
れ
ぞ
れ
の
交
通
圏
を
形
成
し
な
が
ら
、

の
状
況
は
、
特
に
大
阪
市
周
辺
、
京
都
市
周
辺
を
中
心
と

図 5 近畿圏幹線道路の12時間混雑度 (平日)
(平成 2年度道路交通センサス、 一般国道以上)

2つ 豆当十“二為 ○にワ

2

多
核
連
携
型
の
交
通
圏
の
形
成

相
互
に
連
携
し
合
う
と
い
う
多
核
連
携
型
の
構
造
を
有
し

し
て
慢
性
的
に
混
雑
し
て
お
り
、
渋
滞
が
多
発
し
て
い
る
。

自
動
車
交
通
の
優
着
ト
リ
ッ
プ

(注
2
)
に
よ
る
交
通

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

面
的
に
み
た
平
均
混
雑
度
で
は
、
特
に
京
都
市
、
東
大

圏
の
形
成
状
況
を
み
る
と
、
京
阪
神
都
市
圏
の
主
核
で
あ

(注
2
)
流
動
量
が
一
位
の
相
手
ゾ
ー
ン
を
結
ん
だ
も
の
を
優
着
ト
リ
ッ

阪
、
大
阪
市
の
混
雑
度
が
高
く
、
都
市
圏
の
大
部
分
の
エ

る
大
阪
市
、
京
都
市
、
神
戸
市
が
周
辺
の
市
町
村
を
広
く

プ
と
呼
ぶ
。

取
り
込
ん
だ
交
通
圏
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で

あ
り
、
ま
た
和
歌
山
市
、
奈
良
市
な
ど
も
副
核
と
し
て
の

交
通
圏
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

図 4 市町村別自動車交通優着トリップ
(平成 2年度道路交通センサス)
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リ
ア
で
平
均
混
雑
度
が
一
･
0
を
上
回
る
状
況
と
な
っ
て

い
る

(表
3
)。

四

京
阪
神
都
市
圏
の
将
来
像

ー

大
阪
湾
圏
域
の
整
備
の
方
向

京
阪
神
都
市
圏
を
含
む
大
阪
湾
圏
域
に
つ
い
て
は
、

｢大
阪
湾
臨
海
地
域
開
発
整
備
法
｣
(平
成
四
年
一
二
月

二
四
日
施
行
)
に
基
づ
き
地
域
整
備
が
推
進
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

大
阪
湾
圏
域
の
将
来
の
地
域
構
造
の
あ
り
方
と
し
て
は
、

表 3 京阪神都市圏地域別12時間平均混雑度

地域ブロック
賀
部

滋
南

岡
部

都
北

京
辺

京都市
周

部
都
南

京

辺
北大阪 東大阪

混 雑 度 則 鯛 燧 饑 硼 鼬
I也城ブロック 大阪市 南大阪 阪神間 神戸市

良
部

奈
北

山

部
歌和

北

混 雑 度 即 硼 祕 皿 断 鵤

大
阪
湾
環
状
都
市
を
中
心
と
し
た
三
層
構
造
の
多
核
連
携

圏
域
が
示
さ
れ
て
お
り

(図
6
)、
圏
域
を
構
成
す
る
諸

地
域
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
特
色
を
最
大
限
に
生
か
し
な
が

ら
、
世
界
都
市
機
能
の
拠
点
あ
る
い
は
生
活
機
能
の
拠
点

を
形
成
し
、
相
互
に
連
携
し
か
つ
競
い
合
い
な
が
ら
発
展

す
る
方
向
を
目
指
し
て
い
る
。

大
阪
湾
を
中
心
と
し
た
三
層
の
都
市
域
の
構
成
は
次
の

~トンノナ
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よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

ゆ

中
枢
業
務
機
能
、
交
流
機
能
の
中
心
と
な
る
大
阪
湾

環
状
都
市

②

学
術
･
文
化
、
産
業
、
居
住
機
能
等
の
新
展
開
の
中

心
と
な
る
内
陸
環
状
都
市

③

豊
か
な
余
暇
機
能
を
中
心
に
、
産
業
、
都
市
、
交
流

機
能
等
を
そ
れ
ぞ
れ
に
充
実
し
て
い
く
地
方
定
住
都
市

｢首行わ QR 7 22

、ふ
うゞ
＼!
＼
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図 6 大阪湾圏域の目指すべき構造 (大阪湾圏域整備連絡協議会中間報告ょり)
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2

地
域
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
展
開

を
は
じ
め
、
神
戸
市
、
阪
神
間
、
大
阪
市
、
泉
北
地
域
に

市
の
成
熟
化
と
と
も
に
、
国
際
文
化
公
園
都
市
や
神
戸
三

大
阪
湾
圏
域
の
中
枢
と
な
る
京
阪
神
都
市
圏
で
は
、
こ

お
い
て
新
た
な
埋
立
に
よ
る
都
市
の
創
出
が
構
想
さ
れ
て

田
国
際
公
園
都
市
な
ど
複
合
型
の
都
市
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク

の
よ
う
な
基
本
方
針
に
沿
っ
て
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

お
り
、
市
街
地
部
に
お
い
て
も
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
土
地
利

卜
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

展
開
さ
れ
て
い
る

(図
7
)
。

用
転
換
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

大
阪
湾
環
状
都
市
域
で
は
関
西
国
際
空
港
の
全
体
構
想

ま
た
、
内
陸
環
状
都
市
域
で
は
関
西
文
化
学
術
研
究
都

一一一 高規格幹線道路

プロジェクトの位置関係･

既定計画を示してい客
。
リ

成形点
区

拠
地 鬮 排蔀

心
成形点

区
拠
地 A 饑構能系 開展的

域
面
地 癒え諺き鍋機能系

◎ 糊中心都 守 讓文化系 箋窓" 鴎文化系

圓豪祭鱗葬 開展的
域

面
地 繃翳…藤"

通交
ル

点
け

拠
外

A 空港

鮴纖T

発競
開
系
新

究
宅
能

研
住
機

亀
ゞ

湾港要主P
,

研究開発 ･
住宅系複合
機能新都市

圀 叢麓黄 轢臟%
ゞに
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大阪湾圏域における地域整備プロジェクトの展開

(大阪湾圏域整備連絡協議会中間報告による)



五

京
阪
神
都
市
圏
の
幹
線
道
路
網
整
備
計
画

幹
線
道
路
網
の
整
備
課
題
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
パ
タ
ー

ン

凡 例

曰
環状ライン

--= = =I 放射ライン

□D D〉 圏域外との交流ライン

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
近
畿
地
方
の
現
状
や
将
来
像
を

踏
ま
え
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
方
向
で
の
幹
線
道
路
網
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
必
要
で
あ
る
。

　m円　
　

鬮

図 8 大阪湾圏域構造を支える放射環状網のパターン

①

大
阪
湾
圏
域
の
三
層
の
都
市
域
の
う
ち
、
内
側
の

都
市
圏
構
造
を
支
え
る
環
状
道
路
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

層
の
核
都
市
を
繋
ぐ
放
射
道
路
か
ら
な
る
放
射
環
状

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

②

こ
の
放
射
環
状
ネ
ッ
ト
と
接
続
さ
れ
、
近
畿
各
地

域
あ
る
い
は
近
畿
圏
外
の
地
域
と
の
交
流
を
支
え
る

東
西
方
向
及
び
南
北
方
向
の
広
域
幹
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
③

京
阪
神
都
市
圏
の
中
心
都
市
で
あ
る
大
阪
市
、
京

都
市
、
神
戸
市
を
中
心
と
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
圏

の
交
通
課
題
解
決
を
は
か
る
放
射
環
状
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク

(大
阪
市
、
京
都
市
)
あ
る
い
は
ラ
ダ
ー
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク

(神
戸
市
)

①
と
②
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
図

8
に
、
③
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
パ
タ
ー
ン
の
イ
メ
ー
ジ
を
図

9
~
飢
に
示
す
。

こ
の
よ
う
に
、
京
阪
神
都
市
圏
の
幹
線
道
路
網
は
、
大

阪
湾
圏
域
の
構
造
を
支
え
る
広
域
の
放
射
環
状
道
路
網
と
、

　

p

例
鰍

　

　

　
　

-厭

1lllm=Il 放射ライン
京阪連絡道

　名

図10 京都都市圏における放射環状網のパターン

関西国際空港

図 9 大阪都市圏における放射環状網のパターン

第2京阪
京奈和道



核
都
市
を
中
心
と
す
る
放
射
環
状
網
あ
る
い
は
ラ
ダ
ー
網

が
、
互
い
に
補
完
し
か
っ
機
能
を
分
担
す
る
、
重
層
的
で

効
率
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

2 * カミ

長
期
計
画
に
お
け
る
京
阪
神
都
市
圏
の
幹
線
道
路
網
は
、

以
上
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
の
方
向
を
実
現
す
る

も
の
と
し
て
計
画
し
た
も
の
で
あ
る

(図
複
)。

道 的 互 市
路 な い を .
整 ネ に 中
備 ツ 補 心
計 ト 完 と れ炉酉B･ P

餉腸道

　　　　仲 買

画 ワ し す

阪神高速

凡 例

III11Illl- l東 西 軸

-南 北 軸

湾岸

図11 神戸都市圏におけるラダー網のパターン
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@ 特定重要港湾

圈 重 要 港 湾

魅爲 第 1種空港

④ 第 2種空港

今 第 3種空港

園都市" 饑 一.)
　 　　

　　　　　　　　　　　　
　　

･、

明石海峡大橋 湾 沸

D :二色の浜環境整備事兼　　　　　　　　　　　　　　　　　E "りんくうタウン
F :千里新都心

H :中百舌鳥新都心

　　　　 　　
淡路公園島機 関西国際空港E

夢 ~ --　　　　　　　　　　自動車専用通路等
計 画 中 饑軸 繃轆議
事 業 中 畑細田国田
　 　 　　 　　　　　　　　　
=次五計内供用予定 Ill11Ill11l

o l0 20m 一般国道(指定区間) ---- -一- -
窟鬮h離日碇団霧“ ‐--------------

図12 第11次道路整備五箇年計画における京阪神都市圏の幹線道路網
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同
計
画
で
は
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
環
状
道
路
と
し
て
、

第
二
大
阪
湾
岸
道
路
及
び
紀
淡
連
絡
道
路
を
含
む
大
阪
湾

環
状
道
路
の
計
画
を
提
示
し
、
ま
た
第
二
名
神
、
京
奈
和

自
動
車
道
、
西
神
道
路
か
ら
な
る
京
阪
神
都
市
圏
外
周
部

の
道
路
を
環
状
道
路
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
。
こ
の

二
つ
の
環
状
ラ
イ
ン
を
接
続
す
る
放
射
道
路
と
し
て
、
神

戸
市
･
阪
神
間
･
北
大
阪
地
域
に
お
け
る
新
た
な
南
北
軸

の
整
備
、
京
阪
連
絡
道
路
及
び
第
二
京
阪
道
路
の
整
備
な

ど
が
折
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
大
阪
都
市
圏
の
放
射
環
状
網
と
し
て
、
第
二
環
状

線
の
整
備
、
近
畿
道
の
機
能
強
化
、
近
畿
道
外
側
に
お
け

る
新
た
な
環
状
ラ
イ
ン
の
計
画
な
ど
を
提
示
し
て
い
る
。

放
射
環
状
網
は
、
大
阪
都
心
に
集
中
す
る
交
通
の
分
散
と

こ
れ
に
よ
る
放
射
道
路
利
用
の
混
雑
緩
和
、
渋
滞
時
、
緊

急
時
、
保
守
･
管
理
時
の
代
替
経
路
の
確
保
、
都
心
通
過

交
通
の
周
辺

(第
二
環
状
線
な
ど
)
へ
の
誘
導
、
周
辺
の

諸
都
市
の
連
携
強
化
の
支
援
、
利
用
者
か
ら
み
た
利
用
ル
ー

ト
の
選
択
幅
の
拡
大
な
ど
、
多
く
の
機
能
･
役
割
を
有
し

て
い
る
。

京
都
都
市
圏
で
は
京
都
高
速
道
路
及
び
京
阪
連
絡
道
路

の
計
画
に
よ
る
放
射
環
状
網
の
整
備
、
神
戸
都
市
圏
に
お

い
て
は
東
神
戸
線
を
は
じ
め
南
北
軸
の
整
備
に
よ
る
ラ
ダ
ー

網
の
強
化
を
計
画
し
て
い
る
o

六

お
わ
り
に

本
年
一
月
に
発
生
し
た
阪
神
大
震
災
は
未
曾
有
の
災
害

を
も
た
ら
し
、
道
路
整
備
を
推
進
す
る
側
に
も
貴
重
な
教

訓
と
経
験
を
与
え
た
。
こ
の
教
訓
を
生
か
し
て
災
害
に
強

い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
、
早
期
の
復
興

を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

ま
た
、
世
界
都
市
を
め
ざ
す
大
阪
湾
ベ
イ
エ
リ
ア
の
開

発
を
支
え
、
圏
域
全
体
の
発
展
を
推
進
す
る
幹
線
道
路
網

の
整
備
を
着
々
と
進
め
る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
要
請
に
応

え
る
早
道
で
も
あ
ろ
う
o

多
核
連
携
型
と
い
う
特
色
あ
る
構
造
を
有
す
る
京
阪
神

都
市
圏
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
構
造
を
活
用
し
な
が
ら
、
西

日
本
の
核
、
あ
る
い
は
ア
ジ
ア
世
界
と
の
交
流
の
核
と
し

て
の
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
が
基
本
的
な
方
向
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
道
路
網
の
整
備
が
、
我
が
国
全
体
の
発
展
、

ひ
い
て
は
ア
ジ
ア
世
界
へ
の
貢
献
に
も
寄
与
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
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と
す
る
こ
と
を
定
め
る
政
令
で
あ
る
。

第
一
条

(意
見
聴
取
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
第
一
種
電
気

一

は
じ
め
に

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(以
下

｢電
線
共
同
溝
法
｣
と
い
う
。)
は
、
先
の
通
常
国
会
に

お
い
て
成
立
し
、
平
成
七
年
三
月
二
三
日
に
公
布
さ
れ
た
。

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
三
ヶ
月
以
内
で
政
令
で
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
今
般
、

関
係
政
省
令
の
整
備
と
併
せ
て
、
六
月
二
二
日
か
ら
施
行

す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
以
下
、
電
線
共
同
溝
法
の
施
行
に

伴
い
制
定
さ
れ
た
政
令
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と

ず
′る
。一

一
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

電
線
共
同
溝
法
の
施
行
期
日
を
平
成
七
年
六
月
二
二
日

三

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
･す
る
特
別
措

置
法
施
行
令

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

(以
下

｢電
線
共
同
溝
法
施
行
令
｣
と
い
う
。)
で
は
、

各
種
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
、
電
線
共
同
溝
に
敷
設
す

る
電
線
の
構
造
等
の
基
準
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
等
に
要

す
る
費
用
に
係
る
都
道
府
県
等
の
負
担
及
び
国
の
補
助
の

方
法
等
電
線
共
同
溝
法
が
政
令
に
委
任
し
た
事
項
に
つ
い

て
規
定
し
て
い
る
。
以
下
、
電
線
共
同
溝
法
施
行
令
に
つ

い
て
、
条
文
ご
と
に
解
説
す
る
。

通
信
事
業
者
)

電
線
共
同
溝
法
第
三
条
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
は
、

電
線
共
同
溝
整
備
道
路
の
指
定
に
当
た
り
第
一
種
電
気
通

信
事
業
者
等
の
意
見
を
聴
取
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

本
条
は
、
こ
の
意
見
聴
取
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
第
一
種

電
気
通
信
事
業
者
に
つ
い
て
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
具

体
的
に
は
、
無
線
系
及
び
長
距
離
系
の
第
一
種
電
気
通
信

事
業
者
を
意
見
聴
取
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

第
二
条

(建
設
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
)

電
線
共
同
溝
法
第
七
条
に
お
い
て
、
電
線
共
同
溝
の
占

用
予
定
者
は
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設

(以
下

｢建
設
等
｣
と
い
う
。)
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
、
政
令
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で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
出
し
た
額
の
費
用

(以
下

｢建
設
負
担
金
｣
と
い
う
。)
を
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
規
定
を
受
け
て
、
本
条
は
建
設
負
担
金

の
額
の
算
出
方
法
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

建
設
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
は
、
基
本
的
に
は
、
共

同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

(以
下

｢共
同
溝
法
施
行
令
｣
と
い
う
。)
第
二
条
と
同
様
で
あ

り
、
当
初
の
電
線
の
埋
設
の
た
め
に
行
う
掘
削
及
び
埋
戻

｢支出を免れることとなる金額｣ の計算方法

　
　

設

方

o

埋

設
る

の

埋

ず

例

綿

楼

と

設

電

直

の
･掘削及び埋戻し費用は、 1,000万円 / kmと仮定する。
･占用することができる期間は、45年 (電線共同溝の耐用年数) と仮定する。
･現在価格に割り戻す際の年利率は、 6,5 % (平成 7年建設省告示1278号)。

のため、 電線の耐用年数 (約25年) ごとに掘削及び埋戻しを行うも

直接埋設方式 (地下30cmの深さに埋設。) とする。

し
費
用
の
額
並
び
に
そ
の
後
の
更
新
の
た
め
に
行
う
掘
削

及
び
埋
戻
し
費
用
を
現
在
価
値
に
割
戻
し
た
額
の
総
和
を

｢支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
金
額
｣
(図
参
照
)
と
し

て
負
担
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

共
同
溝
法
施
行
令
と
の
相
違
点
に
つ
い
て
は
下
記
の
と

お
り
で
あ
る
o

①

｢支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
金
額
｣
の
合
計
額

が
実
際
の
建
設
等
に
要
す
る
費
用
の
額
を
超
え
る
場

26 ~ 46 =

40 45 50
(年度)

長 ÷ ÷占用することができる期間 男 ,

則

き

増

a

･1I▲　
　

a

+

十

節

ニ 1,207百万円 /′km

十0.065 )
25

+

合
に
は
、
建
設
等
に
要
す
る
費
用
の
額
に
つ
い
て
占

用
予
定
者
の
間
で
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
を

確
認
的
に
明
記
し
た
。
た
だ
し
、
｢支
出
を
免
れ
る

こ
と
と
な
る
金
額
｣
の
合
計
額
は
、
建
設
等
に
要
す

る
費
用
の
額
の
二
割
程
度
と
試
算
さ
れ
て
い
る
た
め
、

こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

②

｢支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
金
額
｣
に
つ
い
て
、

｢占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
｣
内
に
お
い
て
各

年
度
ご
と
に
計
算
し
た
額
を
積
み
上
げ
る
と
い
う
こ

と
が
よ
り
明
確
に
な
る
よ
う
、
全
体
を
付
録
で
規
定

す
る
こ
と
と
し
た
。

③

占
用
料
は
別
途
徴
収
さ
れ
る
た
め
、
｢支
出
を
免

れ
る
こ
と
と
な
る
金
額
｣
の
算
出
の
対
象
と
し
な

い
こ
と
と
し
た
。

④

付
録
｢
n
｣
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
材
質
等
に
よ
っ

て
耐
用
年
数
が
異
な
る
た
め
、
｢電
線
共
同
溝
の
耐

用
年
数
｣
と
規
定
し
た
。

⑤

電
線
共
同
溝
に
つ
い
て
は
、
附
帯
設
備

金
ハ同
溝

法
施
行
令
で
は

｢照
明
設
備
そ
の
他
｣
を
附
帯
設
備

と
し
て
規
定
。)
を
設
置
す
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
附
帯
設
備
の
設
置
費
用
に
関
す
る
規

定
は
設
け
な
い
こ
と
と
し
た
。

第
三
条

(建
設
又
は
増
設
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
)

建
設
負
担
金
の
上
限

(第
二
条
①
参
照
)
と
な
る
建
設

25=1 000
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等
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
規
定
で
あ
り
、

工
事
の
施
行
に
よ
っ
て
損
失
を
受
け
る
者
に
対
す
る

委
託
料
、
広
告
料
、
備
品
購
入
費
、
自

共
同
溝
法
施
行
令
第
三
条
と
同
様
で
あ
る
。

補
償
に
要
す
る
費
用
。
な
お
、
用
地
費

(工
事
の
施
行

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
料
並
び
に
修

各
費
目
の
具
体
的
内
容
は
次
の
と
お
り

(｢補
助
事
業

等
に
係
る
工
事
設
計
書
の
作
成
に
つ
い
て

(昭
和
三
四
年

四
月
一
日

建
設
事
務
次
官
発
各
都
道
府
県
知
事
、
政
令

指
定
市
長
あ
て
通
達
)｣
参
照
)
で
あ
る
。

○
本
工
事
費

事
業
の
主
体
を
な
す
施
設
の
工
事
の
施
行
に
必
要
な

労
務
費
、
材
料
費
及
び
土
地
の
借
料
並
び
に
補
助
事
業

者
等
が
負
担
す
る
労
務
者
保
険
。
た
だ
し
、
請
負
施
行

の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
直
接
工
事
費

(材
料
費
、
労
務

費
及
び
直
接
経
費
)、
間
接
工
事
費

(共
通
仮
設
費
及

び
現
場
管
理
費
)
及
び
一
般
管
理
費
。

○
附
帯
工
事
費

補
助
事
業
者
等
が
直
接
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、

本
工
事
に
よ
っ
て
必
要
を
生
じ
た
他
の
施
設
の
工
事
に

要
す
る
費
用
の
う
ち
、
本
工
事
費
の
内
容
に
相
当
す
る

部
分
の
経
費
の
合
計
額
。
当
該
附
帯
工
事
に
係
る
他
の

施
設
の
管
理
者
が
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該

附
帯
工
事
の
工
事
費

(測
量
及
び
試
験
費
、
用
地
費
及

び
補
償
費
、
機
械
器
具
費
、
営
繕
費
並
び
に
工
事
雑
費

の
相
当
額
を
含
む
。)
及
び
事
務
費
の
総
額
。

○
測
量
及
び
試
験
費

工
事
を
施
行
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
、
測
量
及
び

試
験
に
要
す
る
費
用
。

○
補
償
費

補
償
に
要
す
る
費
用
。
な
お
、
用
地
費

(工
事
の
施
行

に
必
要
な
土
地
等
の
買
収
費
及
び
借
料
)
に
つ
い
て
は
、

電
線
共
同
溝
が
道
路
の
地
下
に
建
設
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
特
に
必
要
と
さ
れ
な
い
た
め
、
規
定
し
て
い
な
い
。

○
機
械
器
具
費

工
事
の
施
行
に
必
要
な
機
械
器
具
、
車
両
、
船
舶
等

の
購
入
費
、
借
料
、
運
送
費
、
据
付
費
、
撤
去
費
及
び

修
理
、
製
作
等
に
要
す
る
費
用
。

○
営
繕
費

工
事
を
施
行
す
る
た
め
必
要
な
現
場
事
務
所
、
見
張

所
、
倉
庫
、
仮
設
宿
舎
等
の
新
築
、
改
築
、
移
転
及
び

修
繕
に
要
す
る
費
用
並
び
に
借
料
並
び
に
こ
れ
ら
の
建

物
に
係
る
敷
地
の
買
収
費
及
び
借
料
。

○
事
務
費

･
人
件
費
･!
!
補
助
事
業
等
に
直
接
従
事
す
る
定
数
職

員
に
対
す
る
給
料
及
び
職
員
手
当
等
並

び
に
補
助
事
業
者
等
が
負
担
す
る
保
険

料

･
旅
費
･!
!
!
補
助
事
業
等
施
行
の
た
め
必
要
な
日
額

旅
費
及
び
普
通
旅
費

･
庁
費
･･!
!
!
補
助
事
業
等
施
行
の
た
め
直
接
必
要
な

食
糧
費
及
び
本
庁
の
庁
費

(消
耗
品
、

賃
金
、
報
償
費
、
燃
料
費
、
光
熱
水
料
、

印
刷
製
本
費
、
通
信
運
搬
費
、
手
数
料
、

使
用
料
及
び
賃
貸
料
.

筆
耕
翻
訳
料
、

動
車
損
害
賠
償
責
任
保
険
料
並
び
に
修

繕
費
)

○
工
事
雑
費

補
助
事
業
等
施
行
の
た
め
の
必
要
な
出
先
の
庁
費
。

第
四
条

(建
設
負
担
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限
等
)

建
設
負
担
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限
に
つ
い
て
定
め

る
規
定
で
あ
る
が
、
占
用
予
定
者
の
利
害
に
直
接
か
か
わ

る
事
項
で
あ
る
た
め
、
道
路
管
理
者
が
占
用
予
定
者
の
意

見
を
聴
い
て
定
め
る

｢電
線
共
同
溝
整
備
計
画
｣
に
応
じ

て
、
建
設
負
担
金
の
納
付
額
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
二
項
で
は
建
設
等
の
完
了
後
の
精
算
に
つ
い
て
規
定

し
て
い
る
。
こ
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
と
し
て
は
、

第
二
条
括
弧
書
が
適
用
さ
れ
る
場
合

(｢支
出
を
免
れ
る

こ
と
と
な
る
金
額
｣
の
合
計
額
が
建
設
等
に
要
す
る
費
用

の
額
を
超
え
る
場
合
で
あ
り
、
建
設
等
に
要
す
る
費
用
の

額
に
つ
い
て
占
用
予
定
者
の
間
で
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行

う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
建
設
等
に
要
し
た
費

用
の
額
が
当
初
の
見
積
も
り
額
と
異
な
っ
た
場
合
に
は
、

建
設
等
の
完
了
後
に
精
算
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。)

等
が
想
定
さ
れ
る
。

第
五
条

(占
用
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
)

電
線
共
同
溝
法
第
十
三
条
で
は
、
事
後
的
に
電
線
共
同

溝
の
占
用
許
可
を
受
け
た
者
又
は
電
線
共
同
溝
の
占
用
に



つ
い
て
変
更
の
許
可
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
も
、
当
初
か

第
七
条

(電
線
の
構
造
等
の
基
準
)

ら
の
占
用
予
定
者
と
同
様
に
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
等
に

電
線
共
同
溝
法
第
十
六
条
に
お

要
し
た
費
用
の
う
ち
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算

出
し
た
額
の
費
用

(以
下

｢占
用
負
担
金
｣
と
い
う
。)

を
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
を
受
け

て
、
本
条
は
占
用
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
規

定
す
る
も
の
で
あ
る
。

占
用
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
は
、
基
本
的
に
は
、
第

二
条

(建
設
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
)
と
同
様
で
あ
る

が
、
既
に
負
担
さ
れ
た
建
設
負
担
金
及
び
占
用
負
担
金
の

合
計
額
が
建
設
等
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
た
場
合
は
、

建
設
負
担
金
の
よ
う
に
ア
ロ
ケ
!
シ
ョ
ン
は
行
わ
ず
、
そ

れ
以
降
の
占
用
負
担
金
は
徴
収
し
な
い
と
い
う
扱
い
に
な

る
%ま

た
、
占
用
負
担
金
を
支
払
う
に
足
ら
な
い
電
線
共
同

溝
の
占
用
の
変
更
の
許
可

(占
用
期
間
の
短
縮
等
)
に
つ

い
て
は

｢支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
金
額
｣
を
計
算
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
る

(付
録
師
に
つ
い
て
、
括
弧
書
に

よ
り
限
定
。)

第
六
条

(占
用
負
担
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限
)

占
用
負
担
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限
を
定
め
る
規
定

で
あ
り
、
建
設
負
担
金
と
異
な
り
、
既
に
建
設
が
完
了
し

た
電
線
共
同
溝
に
係
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
｢
一
括
し
て
｣

納
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

電
線
共
同
溝
法
第
十
六
条
に
お
い
て
、
電
線
共
同
溝
を

占
用
す
る
者
は
、
政
令
で
定
め
る
電
線
の
構
造
及
び
敷
設

の
方
法
の
基
準
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
に
従
わ
な
い
場
合
、
道
路
管
理
者
は
、
敷

設
工
事
の
中
止
又
は
電
線
の
改
造
、
移
転
若
し
く
は
除
却

そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
%

こ
れ
を
受
け
て
、
本
条
は
、
電
線
の
構
造
及
び
敷
設
の

方
法
の
基
準
を
定
め
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
、
共

同
溝
法
施
行
令
第
一
条
と
同
様
の
規
定
で
あ
る
。
な
お
、

共
同
溝
法
施
行
令
と
の
相
違
点
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

電
線
共
同
溝
及
び
他
の
占
用
物
件
の
構
造
又
は
管

理
に
支
障
を
及
ぼ
す
事
項
の
例
示
と
し
て
は
、
敷
設

さ
れ
る
の
が
電
線
の
み
で
あ
る
た
め
、
｢漏
電
｣
及

び

｢火
災
｣
と
し
て
い
る
。

②

｢敷
設
工
事
の
実
施
の
届
出
｣
は
、
道
路
管
理
上

の
要
請
と
と
も
に
、
占
用
料
徴
収
の
始
期
が
敷
設
工

事
の
開
始
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
開
始
時

期
を
道
路
管
理
者
が
把
握
す
る
と
い
う
要
請
か
ら
規

定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
届
出
は
、
｢電

線
の
敷
設
の
方
法
｣
と
し
て
遵
守
す
べ
き
事
項
で
あ

る
た
め
、
共
同
溝

(法
律
で
公
益
物
件
の
敷
設
の
届

出
を
規
定
。)
と
異
な
り
、
他
の
事
項
と
併
せ
て
政

令
で
規
定
し
て
い
る
o

③

電
線
共
同
溝
に
つ
い
て
は
、
そ
の
構
造
上
、
｢敷

設
に
関
す
る
工
事
｣
を
実
施
し
て
い
る
間
は
、
ハ

ン
ド
ホ
ー
ル
等
を
開
け
て
交
通
を
遮
断
す
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
材
料
等
を
搬
入
す
る
時
期
だ
け
で

な
く
、
一
般
的
に

｢敷
設
に
関
す
る
工
事
の
時
期
｣

に
つ
い
て
、
｢道
路
の
交
通
に
著
し
く
支
障
を
及
ぼ

さ
な
い
時
期
と
す
る
こ
と
｣
と
規
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

第
八
条

(管
理
に
要
す
る
費
用
)

管
理
負
担
金

(第
九
条
参
照
)
の
上
限
と
な
る
電
線
共

同
溝
の
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理

(以
下

｢改
築
等
｣
と
い
う
。)
に
要
す
る
費
用
の
範
囲

を
明
ら
か
に
す
る
規
定
で
あ
り
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
は
、

第
三
条

(建
設
又
は
増
設
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
)
及
び

共
同
溝
法
施
行
令
第
五
条
と
同
様
で
あ
る
。

第
九
条

(管
理
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
)

電
線
共
同
溝
法
第
十
九
条
で
は
、
電
線
共
同
溝
を
占
用

す
る
者
は
、
電
線
共
同
溝
の
改
築
等
に
要
す
る
費
用
の
う

ち
、
政
令
で
定
め
る
費
用

(以
下

｢管
理
負
担
金
｣
と
い

う
。
)
を
負
担
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
規
定

を
受
け
て
、
本
条
は
管
理
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
に
つ

い
て
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

管
理
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
は
、
基
本
的
に
は
、
共

同
溝
法
施
行
令
第
六
条
と
同
様
で
あ
り
、
改
築
等
に
要
す

る
費
用
の
う
ち
、
建
設
等
に
要
し
た
費
用
の
額
に
対
す
る



各
占
用
者
の
建
設
負
担
金
又
は
占
用
負
担
金
の
算
出
に
係

る

｢支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
金
額
｣
の
割
合
に
相
当

す
る
額
を
徴
収
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
第
二
条

(建
設
負

担
金
の
額
の
算
出
方
法
)
と
同
様
に
、
管
理
負
担
金
と
し

て
算
出
し
た
額
の
合
計
額
が
実
際
の
改
築
等
に
要
し
た
費

用
の
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
占
用
者
の
間
で
ア
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る

(括
弧
書
で
規
定
。
)
。

な
お
、
｢支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な
る
金
額
｣
の
割
合

で
計
算
す
る
こ
と
が
不
公
平
な
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
第

二
項
を
適
用
し
、
道
路
管
理
者
が
、
別
途
、
管
理
負
担
金

の
額
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
5
第
十
二
条

(都
道
府
県
等
の
負
担
、
国
の
負
担

割
合
の
特
例
及
び
国
の
補
助
)

共
同
溝
法
第
二
十
二
条
は
、
指
定
区
間
内
の
一
般
国
道

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
等
の
負
担
方
法
に
つ
い
て
政
令

に
委
任
し
て
い
な
い
。
電
線
共
同
溝
法
第
二
十
二
条
の
規

定
自
体
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法

(以
下

｢交
安
法
｣
と
い
う
。)
第
十
条
の
規
定
に

準
じ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
十
条
か
ら
第
十

二
条
ま
で
の
規
定
は
、
交
安
法
施
行
令
第
二
条
、
第
二
条

の
二
及
び
第
三
条
の
規
定
に
準
じ
て
規
定
し
た
も
の
で
あ

る
ちす

な
わ
ち
、
都
道
府
県
等
の
負
担
及
び
国
の
補
助
は
、

電
線
共
同
溝
の
建
設
等
に
要
す
る
費
用
の
額
又
は
電
線
共

同
溝
の
改
築
等
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら
建
設
負
担
金
、

占
用
負
担
金
又
は
管
理
負
担
金
を
除
い
た
額

(道
路
法
第

五
十
八
条
等
の
規
定
に
よ
る
負
担
金
が
あ
る
と
き
は
、
当

該
負
担
金
を
控
除
し
た
額
)
を
ベ
ー
ス
と
し
て
行
う
こ
と

と
し
て
い
る
。

な
お
、
都
道
府
県
等
の
負
担
、
国
の
補
助
の
ベ
ー
ス
と

な
る
電
線
共
同
溝
の
建
設
等
に
要
す
る
費
用
又
は
電
線
共

同
溝
の
改
築
等
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
実
体
上
、

第
三
条
及
び
第
八
条
に
定
め
る
費
用
の
範
囲
と
同
じ
内
容

で
あ
る
た
め
、
そ
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
し
た
規
定
と
な
っ

て
い
る
。

北
海
道
の
国
庫
負
担
率

(2
/
3
)
に
つ
い
て
は
、
交

通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
と
同
様
と
し
て
い
る
。

第
十
三
条

(権
限
の
委
任
)

共
同
溝
法
施
行
令
第
八
条
を
ベ
ー
ス
に
規
定
し
て
お
り
、

電
線
共
同
溝
法
第
九
条
の
道
路
管
理
者
の
権
限

(道
路
法

の
占
用
許
可
の
制
限
規
定
で
あ
り
、
電
線
共
同
溝
法
で
委

任
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。)
を
除
き
、
す
べ
て
地
方
建

設
局
長
等
に
委
任
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
、
増
設
そ
の
も
の
は
、

共
同
溝
法
施
行
令
第
八
条
等
と
の
整
合
性

(共
同
溝
の
建

設
、
改
築
等
は
委
任
さ
れ
て
い
な
い
。)
か
ら
、
物
理
的

な
行
為
で
あ
り
、
権
限
そ
の
も
の
で
な
い
と
解
し
て
、
委

任
規
定
を
置
い
て
い
な
い
。

な
お
、
第
七
条

(電
線
の
構
造
等
の
基
準
)
第
二
項
で
、

電
線
共
同
溝
に
電
線
を
敷
設
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
の
届

出
の
受
理
の
権
限
が
規
定
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
も
地
方
建

設
局
長
等
に
委
任
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

附
則
第
二
条

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
ー
ー
-占
用

料
の
徴
収
期
間
)

道
路
法
に
よ
る
通
常
の
占
用
料
は
、
占
用
期
間
に
応
じ

て
徴
収
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
電
線
共
同
溝
法

に
基
づ
く
電
線
共
同
溝
の
占
用
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し

て
、
｢占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
｣
に
つ
い
て
占
用

料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
電
線
共
同
溝
に
つ
い
て
は
、
建
設
時
に
電
線
の

設
置
及
び
管
理
を
行
う
者
等
か
ら
占
用
予
定
者
を
募
り
、

建
設
負
担
金
を
徴
収
し
て
事
業
を
行
う
こ
と
と
な
る
が
、

占
用
予
定
者
は
、
必
ず
し
も
、
建
設
完
了
時
に
全
て
の
電

線
を
敷
設
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
許
可
時
点
と
実
際

に
敷
設
す
る
時
点
と
が
異
な
る
場
合
に
は
、
そ
の
間
の
占

用
料
は
徴
収
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

こ
の
場
合
、
道
路
法
に
よ
る
通
常
の
占
用
料
は
敷
設
工

事
の
期
間
中
か
ら
徴
収
す
る
た
め
、
電
線
共
同
溝
に
係
る

占
用
料
に
つ
い
て
も
、
敷
設
工
事
に
着
手
し
た
時
点
か
ら

徴
収
す
る
こ
と
と
す
る
。

附
則
第
二
条

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
-
-
-北
海

道
の
特
例
)

北
海
道
に
つ
い
て
は
、
電
線
共
同
溝
法
施
行
令
で
負
担

の
特
例
を
置
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
電
線
共
同
溝
に
つ
い



て
は
、
道
路
法
施
行
令
第
三
十
一
条
を
適
用
し
な
い
旨
を

明
記
す
る
と
と
も
に
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
等
に
つ
い
て

は
、
北
海
道
の
開
発
道
路
で
あ
っ
て
も
、
道
路
管
理
者
で

あ
る
道
又
は
市
町
村
が
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
道
路
法

施
行
令
第
三
十
二
条
を
適
用
し
な
い
旨
を
明
記
す
る
も
の

で
あ
る
。

ま
た
、
北
海
道
の
開
発
道
路
に
つ
い
て
は
、
道
路
管
理

者
が
電
線
共
同
溝
の
建
設
、
占
用
の
許
可
等
を
行
う
た
め
、

占
用
料
も
道
路
管
理
者
が
徴
収
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
道
路
法
施
行
令
第
三
十
四
条
第
一
項

(建
設

大
臣
が
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
規
定
。)
を
適
用
し

な
い
旨
を
明
記
す
る
も
の
で
あ
る
。

附
則
第
三
条

(住
都
公
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

住
都
公
団
が
一
定
規
模
以
上
の
宅
地
造
成
と
併
せ
て
公

共
施
設
を
整
備
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
に

代
わ
っ
て
、
道
路
法
の
道
路
の
新
設
又
は
改
築
が
で
き
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
お
り
、
こ
れ
に
は
、
共
同
溝
の
建
設

又
は
改
築
も
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
共
同
溝
法
の

権
限
の
代
行
規
定
に
準
じ
て
、
電
線
共
同
溝
法
の
権
限
の

代
行
規
定
を
置
く
も
の
で
あ
る
。

代
行
で
き
る
権
限
は
、
基
本
的
に
は
、
電
線
共
同
溝
法

に
規
定
す
る
権
限
の
う
ち
、
工
事
を
開
始
し
て
か
ら
工
事

を
完
了
す
る
ま
で
に
必
要
な
権
限
と
す
る
が
、
改
築
工
事

を
想
定
す
る
と
、
改
築
工
事
期
間
中
に
は
、
完
成
し
た
電

線
共
同
溝
を
住
都
公
団
が
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
、

そ
の
間
に
必
要
と
な
る
権
限
も
、
共
同
溝
法
に
基
づ
く
権

限
に
倣

っ
て
代
行
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
お
、
各
種

負
担
金
の
徴
収
権
限
に
つ
い
て
は
、
電
線
共
同
溝
を
占
用

す
る
者
の
負
担
に
直
結
し
、
公
平
な
負
担
と
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
住
都
公
団
に
は
代
行
さ
せ

な
い
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
共
同
溝
法
に
対
応
す
る
規
定
が
な
い
権
限
に
つ

い
て
は
道
路
法
の
権
限
の
代
行
規
定
を
参
考
に
定
め
て
い

る
･0共

同
溝
法
施
行
令
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
部
分
に
つ

い
て
も
改
正
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
日
本
電
信
電
話
株

式
会
社
の
設
立
に
伴
う
改
正
漏
れ
の
修
正
で
あ
る
。

な
お
、
住
都
公
団
が
電
線
共
同
溝
の
建
設
等
を
行
う
場

合
の
工
事
費
用
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
が
住
都
公
団

に
直
接
交
付
さ
れ
た
上
で
、
道
路
管
理
者
が
そ
の
残
額
を

住
都
公
団
に
支
払
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
住
都
公
団
は

一
切
費
用
を
負
担
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
徴
収
さ
れ
た
各
種
負
担
金
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
住

都
公
団
は
工
事
費
用
を
負
担
し
な
い
と
い
う
原
則
の
も
と
、

そ
の
取
扱
い
を
定
め
て
い
る
。

ー
-
参

考

政
令
第
二
百
五
十
六
号

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

内
閣
は
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成

七
年
法
律
第
三
十
九
号
)
第
三
条
第
二
項
、
第
七
条

(同
法
第
八
条

第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)

、
第
十
三
条
、
第
十

六
条
第
一
項
、
第
十
九
条
、
第
二
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び

に
第
二
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

(意
見
聴
取
の
対
象
か
ら
除
か
れ
る
第

一
種
電
気
通
信
事
業
者
)

第
一
条

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(以
下

｢

法
｣
と
い
う
。)
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
者

は
、
当
該
道
路
の
沿
道
が
該
当
す
る
そ
の
業
務
区
域
内
に
お
い
て

電
線
の
設
置
及
び
管
理
を
行
っ
て
電
気
通
信
役
務
を
提
供
す
る
第

一
種
電
気
通
信
事
業
者
以
外
の
者
と
す
る
。

(建
設
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
)

第
二
条

法
第
七
条
第
一
項

(法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金

(以
下

｢建
設
負

担
金
｣
と
い
う
。)
の
額
は
、
付
録
第

一
の
式
に
よ
り
算
出
し
た

電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
に
よ
っ
て
支
出
を
免
れ
る
こ
と
と

な
る
金
額

(当
該
算
出
し
た
金
額
の
合
計
額
が
電
線
共
同
溝
の
建

設
又
は
増
設
に
要
す
る
費
用
の
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
費
用
の
額
に
当
該
合
計
額
に
対
す
る
当
該
算
出
し
た
金
額
の

割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
)
と
す
る
。

(建
設
又
は
増
設
に
要
す
る
費
用
の
範
囲
)

第
三
条

法
第
七
条
第
二
項

(法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。)
に
規
定
す
る
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設

に
要
す
る
費
用
の
範
囲
は
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
の
た

め
に
直
接
必
要
な
本
工
事
費
、
附
帯
工
事
費
、
測
量
及
び
試
験
費
、

補
償
費
、
機
械
器
具
費
、
営
繕
費
、
工
事
雑
費
並
び
に
事
務
費
と

す
る
。

(建
設
負
担
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限
等
)

第
四
条

電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
又
は
増
設
に
係
る
電
線
共
同

溝
の
占
用
予
定
者
は
、
毎
年
度
、
道
路
管
理
者
が
電
線
共
同
溝
整

備
計
画
又
は
電
線
共
同
溝
増
設
計
画
に
応
じ
て
定
め
る
額
の
建
設

負
担
金
を
、
道
路
管
理
者
が
定
め
る
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。



道
路
管
理
者
は
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
を
完
了
し
た

補
償
費
、
機
械
器
具
費
、
営
繕
費
、
工
事
雑
費
並
び
に
事
務
費
と

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
電
線
共
同
溝
の
占
用

す
る
。

予
定
者
又
は
増
設
に
係
る
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
が
納
付
し

た
建
設
負
担
金
に
つ
い
て
精
算
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(占
用
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
)

第
五
条

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金

(以
下

｢

占
用
負
担
金
｣
と
い
う
。)
の
額
は
、
付
録
第
二
の
式
に
よ
り
算

出
し
た
電
線
共
同
溝
の
占
用
に
よ
っ
て
支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な

る
金
額

(そ
の
金
額
が
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
に
要
し
た

費
用
の
額
か
ら
既
に
負
担
さ
れ
た
建
設
負
担
金
及
び
占
用
負
担
金

の
合
計
額
を
控
除
し
た
額
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
控

除
し
た
額
)
と
す
る
。

(占
用
負
担
金
の
納
付
の
方
法
及
び
期
限
)

第
六
条

法
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
許
可
を
受
け
た
者
は
、
占
用
負
担
金
を
道
路
管
理
者
が
定
め
る

期
限
ま
で
に
一
括
し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(電
線
の
構
造
等
の
基
準
)

第
七
条

電
線
共
同
溝
に
敷
設
す
る
電
線
の
構
造
は
、
漏
電
、
火
災

等
に
よ
り
当
該
電
線
共
同
溝
及
び
当
該
電
線
共
同
溝
に
敷
設
さ
れ

る
他
の
電
線
の
構
造
又
は
管
理
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

電
線
共
同
溝
に
電
線
を
敷
設
す
る
場
合
に
お
け
る
敷
設
の
方
法

は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

敷
設
に
関
す
る
工
事
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

当
該
工
事
の
期
間
及
び
概
要
を
道
路
管
理
者
に
届
け
出
る
こ
と
。

二

電
線
共
同
溝
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
他
の
電
線
の
保
持
に
支
障

を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

三

電
線
共
同
溝
の
マ
ン
ホ
ー
ル
又
は
ハ
ン
ド
ホ
ー
ル
の
ふ
た
を

開
け
て
お
く
と
き
は
、
当
該
箇
所
に
さ
く
を
設
け
、
夜
間
は
赤

色
灯
又
は
黄
色
灯
を
つ
け
、
そ
の
他
道
路
の
交
通
の
危
険
防
止

の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

四

敷
設
に
関
す
る
工
事
の
時
期
は
、
道
路
の
交
通
に
著
し
く
支

障
を
及
ぼ
さ
な
い
時
期
と
す
る
こ
と
。

(管
理
に
要
す
る
費
用
)

第
八
条

法
第
十
九
条
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
費
用
は
、
電
線

共
同
溝
の
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
の
た

め
に
直
接
必
要
な
本
工
事
費
、
附
帯
工
事
費
、
測
量
及
び
試
験
費
、

す
る
。

(管
理
負
担
金
の
額
の
算
出
方
法
)

第
九
条

法
第
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金

(以
下

｢管
理
負

担
金
｣
と
い
う
。)
の
額
は
、
前
条
に
規
定
す
る
費
用
の
額
に
電

線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
に
要
し
た
費
用
の
額
に
対
す
る
当
該

電
線
共
同
溝
を
占
用
す
る
者
に
係
る
付
録
第
一
の
式
又
は
付
録
第

二
の
式
に
よ
り
算
出
し
た
金
額
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額

(当
該

乗
じ
て
得
た
額
の
合
計
額
が
同
条
に
規
定
す
る
費
用
の
額
を
超
え

る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
に
規
定
す
る
費
用
の
額
に
当
該
乗
じ

て
得
た
額
の
合
計
額
に
対
す
る
当
該
乗
じ
て
得
た
額
の
割
合
を
乗

じ
て
得
た
額
)
と
す
る
。

2

道
路
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

又
は
同
項
の
割
合
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
公
平
を
欠
く
と
認
め
ら

れ
る
場
合
に
は
、
電
線
共
同
溝
を
占
用
す
る
者
の
意
見
を
聴
き
、

別
に
管
理
負
担
金
の
額
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(都
道
府
県
等
の
負
担
)

第
十
条

都
道
府
県
又
は
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十

号
)
第
七
条
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
市

(以
下
こ
の
条
に
お
い

て

｢都
道
府
県
等
｣
と
い
う
。)
が
法
第
二
十
二
条
第

一
項
の
規

定
に
よ
り
負
担
す
る
負
担
金
の
額

(次
項
に
お
い
て

｢都
道
府
県

等
負
担
額
｣
と
い
う
。)
は
、
当
該
電
線
共
同
溝
に
係
る
第
三
条

に
定
め
る
建
設
又
は
増
設
に
要
す
る
費
用
及
び
第
八
条
に
定
め
る

改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復
旧
そ
の
他
の
管
理
に
要
す
る
費
用

の
額
か
ら
同
項
に
規
定
す
る
建
設
負
担
金
等
を
除
い
た
額

(道
路

法
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
又
は
首
都
高
速
道
路
公
団

法

(昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
三
号
)
第
四
十
条
、
阪
神
高

速
道
路
公
団
法

(昭
和
三
十
七
年
法
律
第
四
十
三
号
)
第
四
十
条

若
し
く
は
地
方
道
路
公
社
法
(昭
和
四
十
五
年
法
律
第
八
十
二
号
)

第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
負
担
金

(以
下
こ
の
項
及
び
第
十
二

条
に
お
い
て

｢収
入
金
｣
と
い
う
。
)
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
除

い
た
額
か
ら
収
入
金
を
控
除
し
た
額
。
次
項
に
お
い
て

｢都
道
府

県
等
負
担
基
本
額
｣
と
い
う
。
)
に
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に

定
め
る
都
道
府
県
等
の
負
担
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

2

建
設
大
臣
は
、
指
定
区
間
内
の
一
般
国
道
に
附
属
す
る
電
線
共

同
溝
の
建
設
若
し
く
は
増
設
又
は
改
築
、
維
持
、
修
繕
、
災
害
復

旧
そ
の
他
の
管
理
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
一
般
国
道
の

所
在
す
る
都
道
府
県
等
に
対
し
て
、
都
道
府
県
等
負
担
基
本
額
及

び
都
道
府
県
等
負
担
額
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
都
道
府

県
等
負
担
基
本
額
又
は
都
道
府
県
等
負
担
額
を
変
更
し
た
場
合
も
、

同
様
と
す
る
。

3

都
道
府
県
等
は
、
前
項
の
通
知
を
受
け
た
と
き
は
、
建
設
大
臣

が
指
定
す
る
期
日
ま
で
に
、
第
一
項
の
負
担
金
を
国
庫
に
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(道
の
区
域
内
の
指
定
区
間
内
の
一
般
国
道
に
係
る
国
の
負
担
割

合
の
特
例
)

第
十
一
条

法
第
二
十
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
特
別
の

負
担
割
合
は
、
三
分
の
二
と
す
る
。

(電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
改
築
に
要
す
る
費
用
の
補
助
額
)

第
十
二
条

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
補
助
は
、

当
該
電
線
共
同
溝
に
係
る
第
三
条
に
定
め
る
建
設
又
は
増
設
に
要

す
る
費
用
及
び
第
八
条
に
定
め
る
改
築
に
要
す
る
費
用
の
額
か
ら

同
項
に
規
定
す
る
建
設
負
担
金
等
を
除
い
た
額

(収
入
金
が
あ
る

と
き
は
、
当
該
除
い
た
額
か
ら
収
入
金
を
控
除
し
た
額
)
に
つ
い

て
行
う
も
の
と
す
る
。

(権
限
の
委
任
)

第
十
三
条

法
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
で
あ
る
建
設
大
臣
の
権
限

の
う
ち
次
に
掲
げ
る
も
の
及
び
道
路
管
理
者
で
あ
る
建
設
大
臣
が

第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
す
る
権
限
は
、

地
方
建
設
局
長
及
び
北
海
道
開
発
局
長
に
委
任
す
る
。

一

法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ

き
道
路
と
し
て
指
定
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府

県
公
安
委
員
会
、
市
町
村
、
一
般
電
気
事
業
者
及
び
第

一
種
電

気
通
信
事
業
者
の
意
見
を
聴
き
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る

要
請
を
受
け
、
並
び
に
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
す

る
一こ
,と
。

二

法
第
四
条
第
二
項

(法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
勧
告
す
る
こ
と
。

三

法
第
四
条
第
四
項

(法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
申
請
を
却
下
す
る
こ
と
。

四

法
第
五
条
第
二
項

(法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
り
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者

又
は
増
設
に
係
る
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
の
意
見
を
聴
い

て
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
又
は
電
線
共
同
溝
増
設
計
画
を
定
め
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る
ギ
ヤ
と
。

五

法
第
六
条
第
二
項

(法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。)
又
は
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
o

六

建
設
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

七

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
電
線
共
同
溝
を
増
設
す
る

旨
を
公
示
す
る
こ
と
o

八

法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
許
可
を
す
る
こ
と
。

九

占
用
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

十

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
す
る
こ
と
。

十
一
法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
電
線
の
敷
設
に
関
す

る
工
事
の
中
止
又
は
電
線
の
改
造
、
移
転
若
し
く
は
除
却
そ
の

他
必
要
な
措
置
を
謎
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

十
二

法
第
十
七
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
措
置
を
講
ず

べ
き
こ
と
を
命
じ
、
同
条
第
二
項
並
び
に
同
条
第
三
項
に
お
い

て
準
用
す
る
道
路
法
第
六
十
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
損
失
の
補
償
に
つ
い
て
損
失
を
受
け
た
者
と
協
議
し
、

及
び
損
失
を
補
償
し
、
並
び
に
法
第
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
く
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

十
三

法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
電
線
共
同
溝
を
占
用
す
る
者

の
意
見
を
聴
い
て
電
線
共
同
溝
管
理
規
程
を
定
め
る
こ
と
。

十
四

管
理
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
。

十
五

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
必
要
な
指
示
を
す
る

こ
,と
o

十
六

法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
国
と
協
議
す
る
こ
と
。

十
七

法
第
二
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
道
路
法
第
七
十
三
条

の
規
定
に
よ
り
負
担
金
の
納
付
を
督
促
し
、
並
び
に
当
該
負
担

金
並
び
に
当
該
負
担
金
に
係
る
手
数
料
及
び
延
滞
金
を
徴
収
す

　　　
　　　　　　　　

十
八

法
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
処
分
を
す
る
こ
と
。

附

則

(施
行
期
日
)

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
法
の
施
行
の
□

(平
成
七
年
六
月
二
十
二

日
)
か
ら
施
行
す
る
。

(道
路
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
二
条

道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号

)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
二
第
一
項
中

｢成
立
し
た
占
用
の
期
間
｣
の
下
に

｢
(電
線
共
同
溝
に
係
る
占
用
料
に
あ
っ
て
は
、
電
線
共
同
溝
の

整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
。

以
下

｢電
線
共
同
溝
整
備
法
｣
と
い
う
。)
第
十
条
、
第
十
一
条

第
一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、

又
は
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成

立
し
た
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

(当
該
許
可
又
は
当
該
協

議
に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
が

当
該
許
可
を
し
、
又
は
当
該
協
議
が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合

に
は
、
当
該
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
占
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
期
間
の
末
ロ
ま
で
の
期
間
)。
以
下
こ
の
頃
、
次
項
、

次
条
第
一
項
及
び
別
表
の
備
考
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。)
｣
を

加
え
る
。

第
十
九
条
の
三
第

一
項
中

｢成
立
し
た
日
｣
の
下
に

｢
(電
線

共
同
溝
に
係
る
占
用
料
に
あ
っ
て
は
、
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十

条
、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
許
可
を
し
、
又
は
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に

よ
り
協
議
が
成
立
し
た
日

(当
該
許
可
又
は
当
該
協
議
に
係
る
電

線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
が
当
該
許
可
を

し
、
又
は
当
該
協
議
が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
該

敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
)
)｣
を
加
え
、
｢但
し
｣
を

｢た
だ

し
｣
に
改
め
る
o

第
三
十
一
条
中

｢共
同
溝
の
管
理
に
関
す
る
費
用
及
び
｣
を

｢

共
同
溝
及
び
電
線
共
同
溝
の
管
理
に
関
す
る
費
用
並
び
に
｣
に
改

め
る
。

第
三
十
二
条
第
一
項
中

｢共
同
溝
｣
の
下
に

｢及
び
電
線
共
同

溝
｣
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
第

一
項
中

｢占
用
料
｣
の
下
に

｢
(電
線
共
同
溝

に
係
る
も
の
を
除
く
。)｣
を
加
え
る
。

(住
宅
･
都
市
整
備
公
団
法
施
行
令
の
一
部
改
正
)

第
三
条

住
宅
･
都
市
整
備
公
団
法
施
行
令

(昭
和
五
十
六
年
政
令

第
二
百
六
十
七
号
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
第
一
項
第
四
号
中

｢第
十
三
号
及
び
第
十
四
号
｣
を

｢

第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
｣
に
改
め
、
同
項
に
次
の
二
号
を
加
え

　
　五

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令

(

平
成
七
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
。
以
下

｢電
線
共
同
溝
整

備
令
｣
と
い
う
。)
第
十
三
条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、

第
八
号
、
第
十
号
、
第
十
一
号
、
第
十
五
号
、
第
十
六
号
及

び
第
十
八
号
に
掲
げ
る
も
の

六

電
線
共
同
溝
整
備
令
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
o

第
七
条
第
二
項
中

｢又
は
共
同
溝
整
備
令
｣
を

｢、共
同
溝
整

備
令
｣
に
、
｢第
十
号
ま
で
｣
を

｢第
九
号
ま
で
又
は
電
線
共
同

溝
整
備
令
第
十
三
条
第
三
号
、
第
四
号
、
第
八
号
、
第
十
号
若
し

く
は
第
十
六
号
｣
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

｢又
は
共
同
溝
整
備

令
｣
を
、
｢、
共
同
溝
整
備
令
｣
に
、
｢第
十
二
号
｣
を

｢第
十
一

号
に
掲
げ
る
権
限
、
電
線
共
同
溝
整
備
令
第
十
三
条
第
五
号
、
第

十
一
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
第
一
項
第
六
号

｣
に
改
め
る
o

第
十
二
号
第
二
項
中

｢第
二
十
条
第
一
項
｣
の
下
に

｢又
は
電

線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第

三
十
九
号
)
第
七
条
第
一
項

(同
法
第
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。)｣
を
加
え
る
。

付
録
第
一
(第
二
条
関
係
)
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A
は
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
に
よ
っ
て
支
出
を
免
れ
る

こ
と
と
な
る
金
額

街
は
、
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
又
は
増
設
に
係
る
電
線
共
同

溝
の
占
用
予
定
者
が
法
第
四
条
第
一
項

(法
第
八
条
第
三
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ
っ
て
し
た
申

請
に
係
る
電
線
を
当
該
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
が
行
わ

れ
る
道
路
の
地
下
に
自
ら
設
置
す
る
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
当
該
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
に
係
る
工
事
完
了

予
定
時
期
の
属
す
る
年
度
以
降
そ
の
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

期
間
内
の
i
年
目
の
年
度
に
お
い
て
支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な

る
道
路
の
掘
削
及
び
埋
戻
し
そ
の
他
当
該
電
線
の
設
置
又
は
管

理
に
要
す
る
費
用
の
額

(当
該
電
線
を
当
該
電
線
共
同
溝
に
敷

設
す
る
こ
と
に
よ
り
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
又
は
増
設
に

係
る
電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
ご
と
に
追
加
的
な
設
備
が
必

要
と
な
る
と
き
は
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
額
を
控
除
し
た
額
)



電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
案
新
旧
対
照
条
文

○
道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
)
(抄
)

改

正

案

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条
の
二

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料

の
額
は
、
別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
法

第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り

協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間

(電
線
共
同
溝
に
係

る
占
用
料
に
あ
っ
て
は
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に

関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
。

以
下

｢電
線
共
同
溝
整
備
法
｣
と
い
う
。)
第
十
条
、

第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
電
線
共
同
溝
整
備
法
第

二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
期
間

(当
該
許
可
又
は
当
該
協
議

に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始

し
た
日
が
当
該
許
可
を
し
、
又
は
当
該
協
議
が
成
立

し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
該
敷
設
工
事
を
開

始
し
た
日
か
ら
当
該
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

の
末
R
ま
で
の
期
間
)。
以
下
こ
の
項
、
次
項
、

次
条
第

一
項
及
び
別
表
の
備
考
第
七
号
に
お
い
て

同
じ
。)
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位

の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得

た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条
の
二

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料

の
額
は
、
別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
法

第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ

り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り

協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を

同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て

得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
)
と
す
る
。
た
だ
し
、

当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に

お
い
て
は
、
同
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、

各
年
度
に
お
け
る
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を

同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て

得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た

な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
)
の
合
計
額
と
す
る
。

n
は
、
当
該
電
線
共
同
溝
の
耐
用
年
数

r
は
、
建
設
大
臣
が
定
め
る
年
利
率

付
録
第
二
(第
五
条
関
係
)

寸
ヤ
ー
l
l
-
I
1
-

(
｣
十
H
)
-

B
は
、
電
線
共
同
溝
の
占
用
に
よ
っ
て
支
出
を
免
れ
る
こ
と
と
な

る
金
額

国
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
法
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可

(占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
電

線
共
同
溝
の
部
分
の
増
加
を
伴
う
電
線
の
種
類
若
し
く
は
数
量

の
変
更
又
は
電
線
共
同
溝
を
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の

延
長
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
同
じ
。)
を
受
け
た
者
が
当

該
許
可
に
係
る
電
線
を
当
該
電
線
共
同
溝
の
存
す
る
道
路
の
地

下
に
自
ら
設
置
す
る
必
要
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
許

可
を
受
け
た
日
の
属
す
る
年
度
以
降
そ
の
占
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
期
間
内
の
i
年
目
の
年
度
に
お
い
て
支
出
を
免
れ
る
こ
と

と
な
る
道
路
の
掘
削
及
び
埋
戻
し
そ
の
他
当
該
電
線
の
設
置
又

は
管
理
に
要
す
る
費
用
の
額

(当
該
電
線
共
同
溝
を
占
用
す
る

こ
と
に
よ
り
当
該
許
可
を
受
け
た
者
ご
と
に
追
加
的
な
設
備
が

必
要
と
な
る
と
き
は
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
額
を
控
除
し
た

額
)

m
は
、
法
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
法
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
日
か
ら
当
該
電
線
共

同
溝
の
耐
用
年
数
の
期
間
の
末
日
の
属
す
る
年
度
に
お
け
る
応

当
日
ま
で
の
年
数

r
は
、
建
設
大
臣
が
定
め
る
年
利
率

は
、
百
円
)
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間

が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
表

占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
各
年
度
に
お
け
る

占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単

位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て

得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ

て
は
、
百
円
)
の
合
計
額
と
す
る
。

2
l
4

(略
)

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
)

第
十
九
条
の
三

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料

は
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定

に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間
に
係
る
分
を
、

当
該
占
用
の
許
可
を
し
、
又
は
当
該
占
用
の
協
議
が

成
立
し
た
日

(電
線
共
同
溝
に
係
る
占
用
料
に
あ
っ

て
は
、
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第

一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許

可
を
し
、
又
は
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
一
条
の

規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
日

(当
該
許
可
又
は

当
該
協
議
に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工

事
を
開
始
し
た
日
が
当
該
許
可
を
し
、
又
は
当
該
協

議
が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
該
敷
設

2
1
4

(略
)

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
)

第
十
九
条
の
三

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料

は
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定

に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間
に
係
る
分
を
、

当
該
占
用
の
許
可
を
し
、
又
は
当
該
占
用
の
協
議
が

成
立
し
た
日
か
ら
一
月
以
内
に
納
入
告
知
書

(法
第

十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣
が
都
道
府

県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
占
用
料
を
徴
収
す
る
権

限
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
納
入
通
知

書
)
に
よ
り
一
括
し
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
但

し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場

合
に
お
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
の
占
用
料
は
、
毎
年

度
、
当
該
年
度
分
を
四
月
三
十
日
ま
で
に
徴
収
す
る
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工
事
を
開
始
し
た
H
)
か
ら
一
月
以
内
に
納
入
告
知

書

(法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大
臣

が
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
占
用
料
を
徴

収
す
る
権
限
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

納
入
通
知
書
)
に
よ
り
一
括
し
て
徴
収
す
る
も
の
と

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降

に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
の
占
用

料
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
分
を
四
月
三
十
日
ま
で

に
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。

2
･
3

(略
)

(国
道
の
管
理
に
関
す
る
費
用
の
負
担
)

第
三
十
一
条

道
の
区
域
内
の
国
道
の
管
理
に
関
す
る

費
用

(共
同
溝
及
び
電
線
共
同
溝
の
管
理
に
関
す
る

費
用
並
び
に
交
通
安
全
施
設
等
設
備
事
業
に
関
す
る

緊
急
措
置
法

(昭
和
四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
)

第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備

事
業

(同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。
以
下

｢交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
｣
と
い
う
。)
の
う

ち
同
項
第
二
号
口
に
掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
を

除
く
。)
に
つ
い
て
の
国
の
負
担
割
合
は
、
法
第
五

十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
次
の
表
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、
同
表

の
負
担
割
合
の
欄
に
掲
げ
る
割
合
と
す
る
。

表

(略
)

(道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
管
理
に
関

す
る
費
用
の
負
担
)

第
三
十
二
条

道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
で
、

建
設
大
臣
が
開
発
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
て
指
定

し
た
も
の

(第
三
十
四
条
に
お
い
て

｢開
発
道
路
｣

と
い
う
。)
の
管
理
に
関
す
る
費
用

金
ハ同
溝
及
び

電
線
共
同
溝
の
管
理
に
関
す
る
費
用
を
除
く
。)
に

つ
い
て
は
、
法
第
四
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
分
の
間
、
次
の
表
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、

同
表
に
掲
げ
る
負
担
割
合
に
よ
り
、
国
が
、
そ
の
一

部
を
負
担
す
る
。

表

(略
)

2
･
3

(略
)

も
の
と
す
る
。

2
･
3

(略
)

(国
道
の
管
理
に
関
す
る
費
用
の
負
担
)

第
三
十
一
条

道
の
区
域
内
の
国
道
の
管
理
に
関
す
る

費
用

(共
同
溝
の
管
理
に
関
す
る
費
用
及
び
交
通
安

全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
装
置
法

(昭
和

四
十
一
年
法
律
第
四
十
五
号
)
第
二
条
第
三
項
に
規

定
す
る
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

(同
項
第
一
号

に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。
以
下

｢交
通
安
全
施
設
等

整
備
事
業
｣
と
い
う
。)
の
う
ち
同
項
第
二
号
口
に

掲
げ
る
事
業
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。)
に
つ
い
て

の
国
の
負
担
割
合
は
、
法
第
五
十
条
第
一
項
及
び
第

二
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
の
表
に
掲
げ

る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
負
担
割
合
の
欄
に

掲
げ
る
割
合
と
す
る
。

表

(略
)

(道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
の
管
理
に
関

す
る
費
用
の
負
担
)

第
三
十
二
条

道
道
及
び
道
の
区
域
内
の
市
町
村
道
で
、

建
設
大
臣
が
開
発
の
た
め
特
に
必
要
と
認
め
て
指
定

し
た
も
の

(第
三
十
四
条
に
お
い
て

｢開
発
道
路
｣

と
い
う
。)
の
管
理
に
関
す
る
費
用

金
ハ同
溝
の
管

理
に
関
す
る
費
用
を
除
く
。)
に
つ
い
て
は
、
法
第

四
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分
の
間
、
次

の
表
に
掲
げ
る
費
用
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
に
掲
げ

る
負
担
割
合
に
よ
り
、
国
が
、
そ
の
一
部
を
負
担
す
る
。

表

(略
)(略

)

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
三
十
四
条

建
設
大
臣
は
、
開
発
道
路
の
新
設
及
び

改
築
並
び
に
開
発
道
路
に
係
る
法
第
二
十
四
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
法
第
三
十
九
条
の
規
定

に
基
づ
く
占
用
料

(電
線
共
同
溝
に
係
る
も
の
を
除

く
。)
並
び
に
法
第
四
十
四
条
の
二
第
七
項
、
第
五

十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
及
び
地
方
道
路
公
社

法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金
を
徴
収
す

る
権
限
を
行
う
。

2
1
6

(略
)

2
i
6

(略
)

(道
路
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
三
十
四
条

建
設
大
臣
は
、
開
発
道
路
の
新
設
及
び

改
築
並
び
に
開
発
道
路
に
係
る
法
第
二
十
四
条
の
二

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
駐
車
料
金
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
基
づ
く
割
増
金
、
法
第
三
十
九
条
の
規
定

に
基
づ
く
占
用
料
並
び
に
法
第
四
十
四
条
の
二
第
七

項
、
第
五
十
八
条
か
ら
第
六
十
二
条
ま
で
及
び
地
方

道
路
公
社
法
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
く
負
担
金

を
徴
収
す
る
権
限
を
行
う
。
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改

正

案

○
住
宅
･
都
市
整
備
公
団
法
施
行
令

(昭
和
五
十
六
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
)
(抄
)

(特
定
公
共
施
設
の
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
七
条

公
団
が
法
第
三
十
四
条
第

一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
公
団
が
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年

法
律
第
百
八
十
号
)
第
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る

道
路
管
理
者

(以
下

｢道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。)

に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
-0

一
ー
三

(略
)

四

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行

令

(昭
和
三
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
三
号
。
以

下

｢共
同
溝
整
備
令
｣
と
い
う
。)
第
八
条
各
号

(第
一
号
、
第
六
号
、
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号

を
除
く
。)
に
掲
げ
る
も
の

五

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

施
行
令

(平
成
七
年
政
令
第
二
百
五
十
六
号
。
以

下

｢電
線
共
同
溝
整
備
令
｣
と
い
う
。)
第
十
三

条
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
、
第
八
号
、
第
十
号
、

第
十
一
号
、
第
十
五
号
、
第
十
六
号
及
び
第
十
八

号
に
掲
げ
る
も
の

六

電
線
共
同
溝
整
備
令
第
七
条
第
二
項
第
一
号
の

規
定
に
よ
る
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

2

公
団
は
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
六
号

か
ら
第
八
号
ま
で
、
共
同
溝
整
備
令
第
八
条
第
三
号

若
し
く
は
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
又
は
電
線
共
同

溝
整
備
令
第
十
三
条
第
三
号
、
第
四
号
、
第
八
号
、

第
十
号
若
し
く
は
第
十
六
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お

う
と
す
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

公
団
は
、
前
項
の
権
限
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条

第
一
項
第
十
八
号
に
掲
げ
る
権
限
、
共
同
溝
整
備
令

第
八
条
第
二
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第
十
一
号
に
掲

げ
る
権
限
、
電
線
共
同
溝
整
備
令
第
十
三
条
第
五
号
、

第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
八
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は

第
一
項
第
六
号
に
掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
は
、

遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け

(特
定
公
共
施
設
の
管
理
者
の
権
限
の
代
行
)

第
七
条

公
団
が
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
に
掲

げ
る
工
事
を
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
公
団
が
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年

法
律
第
百
八
十
号
)
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る

道
路
管
理
者

(以
下

｢道
路
管
理
者
｣
と
い
う
。)

に
代
わ
っ
て
行
う
権
限
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す

る
〉。

一
-
三

(略
)

四

共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行

令

(昭
和
三
十
八
年
政
令
第
三
百
四
十
三
号
。
以

下

｢共
同
溝
整
備
令
｣
と
い
う
。)
第
八
条
各
号

(第
一
号
、
第
六
号
、
第
十
三
号
及
び
第
十
四
号

を
除
く
。)
に
掲
げ
る
も
の

公
団
は
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条
第
一
項
第
六
号

か
ら
第
八
号
ま
で
又
は
共
同
溝
整
備
令
第
八
条
第
三

号
若
し
く
は
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
権

限
を
行
お
う
と
す
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
の
同

意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

公
団
は
、
前
項
の
権
限
、
道
路
法
施
行
令
第
四
条

第
一
項
第
十
八
号
に
掲
げ
る
権
限
又
は
共
同
溝
整
備

令
第
八
条
第
二
号
、
第
五
号
若
し
く
は
第
十
二
号
に

掲
げ
る
権
限
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
そ

の
旨
を
道
路
管
理
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

(法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
費
用
の
範
囲
等
)

第
十
二
条

(略
)

2

公
団
が
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
工
事
を
施

行
す
る
道
路
に
つ
き
道
路
管
理
者
が
共
同
溝
の
整
備

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
八
年
法
律
第

八
十
一
号
)
第
二
十
条
第
一
項
又
は
電
線
共
同
溝
の

整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第

三
十
九
号
)
第
七
条
第
一
項

(同
法
第
八
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。)
の
規
定
に
よ

る
負
担
金
を
徴
収
し
た
と
き
は
、
道
路
管
理
者
は
、

負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
負
担
金
の
徴
収
後
直
ち
に

公
団
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
前
項
の
費
用
の
額
は
、
同
項
の
費
用
の
額

か
ら
公
団
に
支
払
わ
れ
た
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を

控
除
し
た
額
と
す
る
。

(法
第
三
十
七
条
第
一
項
の
費
用
の
範
囲
等
)

第
十
二
条

(略
)

2

公
団
が
法
第
三
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
工
事
を
施

行
す
る
道
路
に
つ
き
道
路
管
理
者
が
共
同
溝
の
整
備

等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
八
年
法
律
第

八
十
一
号
)
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
負
担

金
を
徴
収
し
た
と
き
は
、
道
路
管
理
者
は
、
負
担
金

に
相
当
す
る
額
を
負
担
金
の
徴
収
後
直
ち
に
公
団
に

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

前
項
の
費
用
の
額
は
、
同
項
の
費
用
の
額
か
ら
公
団

に
支
払
わ
れ
た
負
担
金
に
相
当
す
る
額
を
控
除
し
た

額
と
す
る
。
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平
成
五
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
に
つ
い
て

建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
企
画
係

道
路
交
通
管
理
統
計
は
、
建
設
省
道
路
局
道
路
交
通
管

理
課
が
、
全
国
の
道
路
管
理
者
の
協
力
を
得
て
、
全
国
の

道
路
法
上
の
道
路
に
つ
い
て
道
路
交
通
管
理
の
実
態
を
適

確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
経
済
社
会
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
、
道
路
の
実
態
に
即
し
た
望
ま
し
い
道
路
管

理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

こ
の
た
び
平
成
五
年
度
調
査
の
取
り
ま
と
め
が
終
了
し

た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
た
い
。

一

調
査
の
対
象

調
査
対
象
道
路
と
そ
の
調
査
機
関
は
、
表
1
の
通
り
で

あ
る
。

調
査
対
象
は
、
道
路
法
に
基
づ
き
指
定
又
は
認
定
さ
れ
、

表 1 集計の分類と調査機関

集 計 の 分 類
調査機関

道路種別 道路管理者別

高速自動車国道 日本道路公団 日本道路公団

本州四国連絡道路 本州四国連絡橋公団 本州四国連絡橋公団

都市高速道路 都市高速道路公団等

鸚
団

団

公

道

公

公

路

速

路

路

道

高

道

道

速

州

速

速

高

九

高

高

屋

北

都
神
古
岡

首
阪
名
福

一

般

国

道

指定区間内 騰設瀰
局

局
局
務

発
設
事

開
建
合

道

方

総

海
弛
緩

北
各
沖

指定区間外

◆
県
一皺

蹄
都
一指

總繃
謝都道府県道 県府道都 県、】KP字解

櫛 鰤手イJ市町村道 締 鰤嗽市 め

燬總鯆聯市
一般
有
料
道
路

日本道路公団 鏑桓口H 蛔機地方道路公社 錨繊賜
め燃鰤鰔

県
邨

府
村纜

訶土木部企業局 鰯蜘
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警
報
表
示
板
や
車
両
監
視
用
テ
レ
ビ
は
、
高
速
自
動
車

国
道
で
目
立
っ
て
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
高

速
自
動
車
国
道
は
山
地
部
の
延
長
が
長
く
設
置
を
要
す
る

箇
所
が
多
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。

(表
2
参
照
)

道
路
情
報
板
の
設
置
状
況
を
み
る
と
、
昨
年
よ
り
、
オ
ー

バ
ー
ヘ
ッ
ド
型
な
い
し
電
光
式
の
A
型
が
二
、
五
六
三
基

増
加
し
た
の
に
対
し
、
路
側
設
置
型
、
表
示
板
に
よ
る
C

型
は
一
、
一
三
二
基
減
少
し
て
お
り
、
全
体
的
に
A
型
へ

の 型 増 バ
移 は 加 1 道
行 一 し へ 路
が 、 た ツ 情
進 一 の ド 報
ん 三 に 型 板

　　　　　

の
道
路
の
延
長

②
道
路
監
理
員
の
任
命
状
況

③
道

路
管
理
用
車
両
の
保
有
状
況

@
道
路
パ
ト
ロ
i
ル
の
実

施
実
績

⑤
道
路
環
境
施
設
の
整
備
状
況

@
道
路
情
報

管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

の
道
路
災
害
の
発
生
状
況

③
異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績

⑨
異
常
気
象
時
の
警

戒
･
緊
急
体
制
の
発
動
実
績

⑩
道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
の

活
動
実
績

⑩
特
殊
車
両
通
行
許
可
実
績

⑭
車
両
取
締

り
機
器
の
設
置
状
況

⑧
道
路
標
識
に
よ
る
高
さ
、
総
重

量
等
の
制
限
の
状
況

凹
特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績

同
路
上
放
置
車
両
の
処
理
実
績

三

道
路
情
報
管
理
施
設
等
の
設
置
状
況

冠 -

　 　
　　

道
路
管
理
者
が
管
理
し
て
い
る
全
て
の
道
路
で
あ
り
、
道

路
運
送
法
に
基
づ
く
一
般
自
動
車
道
等
は
含
ま
れ
な
い
。

妻基を
い 少 路
る し 側
o て 設

お 置
り 型

表 2 道路情報管理施設等の設置状況 (平成 6年 4月 1日現在)
2ー 1 道路情報板等

道路情報板
(基)

警報表示板
(基)

車両監純見用テレビ

(台)

交通量測定器

(基)
路測通信

システム

(区間)

道路交通

遮断装置
(基)A 型 B 型 ;C 型 計 トンネル その他 トンネル その他 料金所 その他

高速自動車国道 2,059 720 0 2,779 1,278 119 1,660 158 1,783 0 87 61

本州四国連絡道路 64 27 0 91 15 2 0 55 95 16 3 0

都市高速道路 1,536 0 0 1,536 60 2 355 646 678 8,283 37 89

一般

国道

指定区間内 1,577 753 106 2,436 834 89 251 375 0 774 88 555

指定区間外 1,134 2,571 533 4,238 75 17 0 18 4 0 l16 2

都道府県道 432 1,123 2,644 4,199 274 82 43 4 0 6 4 496

市町村道 232 お 761 L O08 63 105 23 5 0 28 3 59

般
料
路

一

有
道

日本道路公団 256 310 0 566 152 2 180 34 309 0 0 67

土木部企業局 3 u 36 50 14 4 0 0 1 0 0 21

地方道路公社 282 196 147 625 72 15 314 108 387 84 15 176

合 計 7,575 5,726 4,227 17,528 2,837 l 437 2,826 1,403 3,257 9,191 353 1,526

注 1 施設ま道路管理者が所有しているものを計上し、警察等他機関に貸与しているものを含む。
2 道路情報板の種類は、 ｢道路情報装置の規格について｣ (昭和47年 9月27日付け建設省道企発第52号道路局企画課長通達) による。

A型 :オーバーヘッド型式のもの。
B型 :路側設置型で表示幕により表示するもの。
C型 :路側設置型で表示板により表示するもの。

ただし、表示方式が電光式のものは、設置型式にかかわらず、 A型に計上している。
3 警報表示板は、専らトンネル内事故、雪崩等災害の発生を表示するものを、 トンネル内事故発生を表示するため設置したものとそ

の他のものを区別して計上した.
4 車両監視用テレビとま、道路交通の状態を監視するため設置したテレビカメラで、 トンネル内の状態を監視するためのものとその他

のものを区別して計上した。
5 路側通信システムとは、 鞘皮放送機 1基の放送区間を 1区間とし、同一区間でも2基の放送機により上下線で異なる放送を行って

いる場合は 2区間として計上した。
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2ー 2 気象観測装置 (平成 6年 4月 -日現在)

道路種別

雨量計
温度計 積雪深計 路面凍結観測装置 風速計 視程障害観測装置

道路管理者設置 働
鑓

初
物

計
自動伝達 その他 自助伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他 自動伝達 その他

高速自動車国道 0 466
本州四国連絡道路 0 u

都市高速道路 0 11

鞆
鰺癈骰

醸
680 " l65 44 889

124 : 91 301 516
都道府県道 544 1,035
市町村道 934 1-956

殼
褥
繊

日本道路公団 l 61
土木部企業局 0 15
地方道路公社 5 go
合 計 l,829 5,050 *注 1 施設は道路管理者が所有しているものを計上し、 警察等他機関に貸与しているものを含む。

2 自動伝達式とは、 テレメータ等により、 自動的に道路管理者の事務所等に観測結果を伝達するものをいう。
3 視程障害観測装置 揉ま、 透過率計、 IT V 等の霧、 吹雪等による視程障害の程度を観測する装置をいう。

気
象
観
測
装
置
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
都
道

府
県
道
や
市
町
村
道
に
お
い
て
比
較
的
多
く
設
置
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
都
道
府
県
道
や
市
町
村
道
で
は
気
象
状

況
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
収
集
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
o

四

道
路
情
…報
モ
ニ
タ
･-
の
活
動
実
績(表

3
参
照
)

道
路
情
報
モ
ニ
タ
ー
と
は
、
広
範
囲
か
つ
迅
速
に
情
報

の
収
集
及
び
提
供
を
行
う
た
め
に
、
異
常
気
象
等
に
よ
り

道
路
災
害
の
発
生
す
る
お
そ
れ
の
高
い
箇
所
に
つ
い
て
道

路
情
報
の
収
集
及
び
通
報
を
行
う
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
道
路
標
識
又
は
道
路
情
報
板
の
設
置
、
取
り
外
し
を

行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
道
路
管
理
者
に
よ
り
委
嘱
さ

れ
た
民
間
人
を
い
う
。

設
置
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
平
成
六
年
四
月
一
日
現

在
、
一
般
国
道

(指
定
区
間
内
)
で
一
級
モ
ニ
タ
ー
六
七

人
、
二
級
モ
ニ
タ
ー
一
、
一
三
八
八
、
一
般
国
道

(指
定

区
間
外
)
で
一
級
モ
ニ
タ
ー
三
二
五
人
、
二
級
モ
ニ
タ
ー

六
〇
七
人
、
都
道
府
県
道
で
一
級
モ
ニ
タ
ー
五
八
九
人
、

二
級
モ
ニ
タ
ー
一
、
三
〇
〇
八
、
市
町
村
道
で
一
級
モ
ニ

タ
ー
二
〇
人
、
二
級
モ
ニ
タ
ー

ベ

○
二
七
人
、
と
な

っ

て

い
る
。

通
報
回
数
に
つ
い
て
は
、
一
級
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

一
般
国
道

(指
定
区
間
外
)、
都
道
府
県
道
が
九
七
七
回

ず
つ
で
最
も
多
く
、
つ
い
で
一
般
国
道

(指
定
区
間
内
)

の
四
三
八
回
と
な
っ
て
お
り
、
二
級
モ
ニ
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
一
般
国
道

(指
定
区
間
内
)
の
六
、
五
一
七
回
が
最

も
多
く
、
つ
い
で
都
道
府
県
道
の
二
、
四
三
五
回
、
一
般

国
道

(指
定
区
間
外
)
-
、
五
五
四
回
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
モ
ニ
タ
ー
の
通
報
に
基
づ
く
通
行
規
制
の
回
数

に
つ
い
て
み
る
と
、
一
般
国
道
で
通
行
規
制
総
回
数
の
約

五
%
、
都
道
府
県
道
で
通
行
規
制
総
回
数
の
約
一
三
%
を

占
め
て
お
り
、
情
報
収
集
に
お
い
て
モ
ニ
タ
ー
の
果
た
し

て
い
る
役
割
が
大
き
い
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

五

異
常
気
象
時
の
通
行
規
制
実
績
(表
4
参
照
)

豪
雨
、
豪
雪
等
の
自
然
災
害
を
原
因
と
す
る
通
行
注
意

回
数
及
び
通
行
止
回
数
を
、
道
路
管
理
者
別
に
規
制
区
間

外
と
区
間
内
に
分
け
て
集
計
し
、
道
路
種
別
別
に
内
訳
を

示
し
て
い
る
。

通
行
注
意
回
数
の
場
合
、
高
速
自
動
車
国
道
で
五
六
、

四
二
六
回
と
全
体
の
約
七
六
%
を
占
め
、
圧
倒
的
に
多
く

な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
通
行
止
回
数
の
場
合
、
都
道
府

県
道
、
市
町
村
道
で
七
、
九
〇
九
回
と
全
体
の
約
七
四
%

を
占
め
て
お
り
、
都
道
府
県
道
、
市
町
村
道
で
は
頻
繁
に

通
行
止
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

通
行
規
制
実
績
を
原
因
別
に
み
る
と
、
通
行
注
意
回
数
、

通
行
止
回
数
と
も
に
、
豪
雨
に
よ
る
も
の
が
約
四
六
%
、

約
三
七
%
と
多
く
な
っ
て
い
る
。
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六

特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
実
績
(表
5
参
照
)

道
路
法
第
四
七
条
に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
が
行
う
特

殊
車
両
の
指
導
取
締
り
の
状
況
に
つ
い
て
集
計
し
て
い
る
。

道
路
管
理
者
の
う
ち
日
本
道
路
公
団
、
本
州
四
国
連
絡

橋
公
団
、
都
市
高
速
道
路
公
団
等
で
は
、
取
締
り
回
数
が

六
、
八
一
九
回
、
取
締
り
時
間
が
二
○
、
五
六
七
時
間
で

あ
り
、
措
置
件
数
は
八
五
、
一
一
三
回
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
都
道
府
県
、
指
定
市
、
市
町
村
は
、
取
締
り
回
数

が
五
九
回
、
取
締
り
時
間
が
-
-九
時
間
、
措
置
件
数
が

九
八
回
と
な
っ
て
お
り
、
特
殊
車
両
の
指
導
取
締
り
が
高

速
道
路
等
を
中
心
に
実
施
さ
れ
て
い
る
実
状
が
示
さ
れ
て

い
る
。

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
道
路
の
構
造
の
保
全
と
交
通

の
安
全
を
確
保
す
る
立
場
か
ら
、
警
察
等
関
係
機
関
と
の

緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、
よ
り
一
層
の
指
導
取
締
り
の
充

実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
、
平
成
五
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
た
。

我
が
国
は
、
国
土
の
四
分
の
三
が
山
地
で
あ
り
、
豪
雨
、

豪
雪
、
及
び
地
震
等
の
頻
発
す
る
自
然
条
件
の
も
と
に
あ

る
。
こ
う
し
た
自
然
条
件
の
も
と
で
、
道
路
を
良
好
な
状

態
に
保
ち
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

道
路
管
理
者
は
、
日
頃
よ
り
、
特
異
な
自
然
現
象
に
よ
る

災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
異
常
の
有

無
を
正
確
に
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
災
害
発
生

時
に
お
い
て
状
況
を
適
確
に
把
握
し
て
対
処
す
る
た
め
に

も
、
情
報
収
集
体
制
の
整
備
及
び
関
係
機
関
と
の
協
力
を

一
層
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
自
動
車
輸
送
需
要
の
増
大
、
大
型
車
両
の
増
加

に
対
応
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
一
朝
一
夕
に

な
る
も
の
で
は
な
く
、
現
況
の
下
で
は
、
既
存
の
道
路
を

良
好
な
状
態
に
保
つ
た
め
、
道
路
法
、
車
両
制
限
令
に
よ

る
指
導
取
締
り
が
不
可
欠
で
あ
り
、
取
締
り
体
制
、
関
係

機
関
と
の
連
携
の
強
化
を
図
る
こ
と
も
重
要
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
道
路
利
用
者
の
道
路
交
通
情
報
に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
ま
す
ま
す
高
度
化
、
多
様
化
し
て
お
り
、
従
来
の
道

路
交
通
情
報
提
供
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
高
度

化
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
重
要
性
に
鑑
み
、
今
後
も
本
調
査
を
通

し
て
望
ま
し
い
道
路
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
重

ね
て
い
く
所
存
で
あ
る
の
で
全
国
の
道
路
管
理
者
の
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

最
後
に
、
本
調
査
に
ご
協
力
を
頂
い
た
全
国
の
担
当
者

の
皆
様
に
、
こ
の
誌
面
を
お
借
り
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
、

本
稿
を
終
わ
る
こ
と
と
す
る
。
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表 3 道路情報モニターの活動実績 (平成 5年度実績 〈モニター数に関しては平成 6 年 4月 1日現在〉)

滅ぶゞ"が三 モニター数

(人)

モ ニ タ ー の 通 報 回 数
(回)

モニターの通報に

基づ 6重行規制(回)

災害発生 異常気象 交通事故 その他 計 通行注意 通行止

高速自動車国道

l級モニター 0 0 0 0 0 0

0 0

2級モニター 167 0 0 0 10 10

計 167 0 0 0 10 10

本州四国連絡道路

1級モニター 0 0 0 0 0 0

0 0

2級モニター 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

都市高速道路

1級モニター

2級モニター

0 0 0 0 0 0

0 0

0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

般

国

道

指定区間内

1級モニター 67 4
一
館

324

3 3146

14 96 438

122 9

377 2,946 6,5172級モニター 1,138

計 主205 52 3 ,470 391 3,042 6,955

指定区間外

1級モニター 325 61 409 5 502

851

977

247 144

1,5542級モニター 607 131 490 82

計 932 192 899 87 1,353 2,531

都道府県道

1級モニター 589 1l4

247

563

852

25 275 977

228 275

18 1,318 2,4352級モニター 1,300

計 1,889 361 1,4l5 43 1,593 3,412

市町村道

1級モニター 20 2 7 1 3 13

58 65

2級モニター 1,027 97 31 1 618 747

計 1,047 99 38 2 621 760

般

有

料

道

路

□本道路公団

1級モニター 0 0 0 0 0 0

0 0

2級モニター 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0

土木部企業局

1級モニター 0 0 0 0 0 0

2 0

2級モニター 8 0 3 0 0 3

計 8 0 3 0 0 3

地方道路公社

1級モニター 6 2 17 0 1 20

0 20

2級モニター 11 0 0 0 0 0

計 17 2 17 0 1 20

合 計

1級モニター 1,007 183 19320 45 877 2,425

657 513

5 ,743 11,2662級モニター 4,258 523 4 ,522 478

計 5 ,265 706 5 ,842 523 6 ,620 13,691

注 1 名称にかかわらず、 ｢道路の災害による事故防止の強化対策に関する実施要領｣ (昭和43年 9月18日付け建設省道一

発第32号 建設省道路局国道第一課長通達別紙) 三一二に基づく道路情報モニター、 または、 ｢道路管理の強化につ

いて｣ (昭和46年 7月19日付け建設省道交発第76号 建設省道路局長通達) 記二に基づく道路モニターとして、 異常

気象により災害の発生するおそれの高い箇所について、 当該付近の道路情報の収集及び通報等を行わせるために道路

管理者が委嘱した民間の人を計上した。
2 1級モニターとは、 緊急を要する場合などに、 必要に応じて道路標識又は道路情報板の設置及び取りとまずしを行う

ことを依頼されているモニターをいう。
通報連絡のみを依頼されている者は 2級モニターとする。
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表 4 異常気象時の通行規制実績 (平成 5年度実績)
4 ‐ 1 通行注意回数 (回)

原 因

鬮内"＼
豪 雨 地 震 豪 雪 地吹雪

路 面
凍 結

霧 強 風 波 浪
河 川

氾 濫
その他 合 計

高速自動車国道

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 30 ,698 37 8,486 0 755 9,315 7,016 0 0 119 56 ,426

計 30 ,698 37 8,486 0 755 9 ,315 7,016 0 0 119 56 ,426

本州四国連絡道路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 97 0 l 0 8 37 116 0 0 0 259

計 97 0 l 0 8 37 116 0 0 0 259

都市高速道路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

般

国

道

指定区間内

内 243 1 258 54 808 310 17 23 0 750 29464

外 66 6 1,581 33 3,267 215 59 27 4 13 5 2 71

計 309 7 1,839 87 4,075 525 76 50 4 763 7 7 35

指定区間外

内 129 4 37 17 57 3 4 5 0 48 304

外 24 47 l8 61 127 3 0 11 0 142 433

計 153 51 55 78 l84 6 4 16 0 190 737

都道府県道

内 380 17 23 30 96 8 11 1 3 66 635

外 186 1 124 24 171 23 6 3 8 66 612

計‐ 566 18 147 54 267 31 17 4 11 132 1,247

市町村道

内 249 5 13 12 20 0 18 1 10 16 344

外 1 ,181 26 11 40 47 157 5 34 48 2 ,445 3,994

計 1 ,430 31 24 52 67 157 23 35 58 2 ,461 4,338

般

有

料

道

路

日本道路公団

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 1,260 7 170 0 52 118 1,185 0 0 0 2 ,792

計 1,260 7 170 0 52 118 1,185 0 0 0 2 ,792

土木部企業局

内 8 0 6 0 35 15 0 0 0 0 64

外 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 8 0 6 0 35 15 0 0 0 0 64

地方道路公社

内 67 l 8 38 357 201 52 0 0 29 753

外 0 0 0 0 43 7 29 0 0 0 79

計 67 l 8 38 400 208 81 0 0 29 832

合 計

内 1 ,076 28 345 151 L 373 537 102 30 13 909 4,564

外 33 ,512 124 lo ,391 158 4 ,470 9 ,875 8,416 75 60 2 ,785 69,866

計 34 ,588 152 lo ,736 309 5 ,843 10 ,412 8,518 105 73 3 ,694 74,430

注 1 道路管理者が異常気象により危険があるため道路の通行上注意しなければならないため通行注意の規制を実施したも

のを、 主たる原因別に計上した。
2 規制区間内外の別の ｢内｣ は規制区間内で実施した規制を、 ｢外｣ は規制区間外で実施した規制をさす。

なお、 規制区間とは、 ｢異常気象時における道路通行規制要領｣ (昭和44年 4月 1日付け建設省道政発第16号及び第16

号の 2建設省道路局長通達別紙) 第二に規定する異常気象時通行規制区間及び ｢道路管理の強化についてJ (昭和45年

9月18日付け建設省道政発第84号及び84号の 2建設省道路局長通達) 記二に規定する特殊通行規制区間をいう。
3 規制区間内外にまたがった通行規制は、 区間の長い方に計上した。
4 異常気象に伴うものではない通行注意は計上していない。



4ー 2 通行止回数 (回)

原 因

鬮内"＼
豪 雨 地 震 豪 雪 地吹雪

路 面
凍 結

霧 強 風 波 浪
河 川

氾 濫
その他 合 計

高速自動車国道

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 32 7 603 0 38 312 77 1 0 12 1,082

計 32 7 603 0 38 312 77 1 0 12 l,082

本州四国連絡道路

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 0 0 7 0 0 0 4 0 0 0 11

計 0 0 7 0 0 0 4 0 0 0 11

都市高速道路

内 0 0 0 0 7 1 0 0 0 0 8

外 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4 8

計 0 4 0 0 7 1 0 0 0 4 16

般

国

道

指定区間内

内 103 4 8 23 7 0 15 6 0 5 171

外 91 4 1 l9 10 36 5 7 2 23 198

計 194 8 9 42 17 36 20 13 2 28 369

指定区間外

内 490 3 25 12 23 2 2 1 0 55 613

外 61 8 9 28 14 7 8 10 23 218 386

計 551 11 34 40 37 9 10 11 23 273 999

都道府県道

内 993 12 52 29 33 3 16 17 14 187 1,356

外 901 37 32 110 83 6 22 19 39 93 1,342

計 1,894 49 84 139 l16 9 38 36 53 280 2 ,698

市町村道

内 324 11 12 3 10 0 14 0 39 10 423

外 951 56 28 32 41 74 11 247 53 3 ,295 4,788

計 1,275 67 40 35 51 74 25 247 92 3 ,305 5,211

般

有

料

道

路

日本道路公団

内 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

外 2 0 51 0 0 4 15 0 0 0 72

計 2 0 51 0 0 4 15 0 0 0 72

土木部企業局

内 1 6 0 1 0 5 2 0 1 23 39

外 3 45 6 0 0 0 0 0 0 48 102

計 4 51 6 1 0 5 2 0 1 71 141

地方道路公社

内 29 0 11 6 10 1 7 0 0 4 68

外 8 0 2 0 3 1 3 0 0 0 17

計 37 0 l3 6 13 2 10 0 0 4 85

合 計

内 1,940 36 108 74 90 12 56 24 54 284 2 ,678

外 2,049 161 739 189 189 440 145 284 117 3 ,693 8 ,006

計 3,989 197 847 263 279 452 201 308 171 3,977 10 ,684

注 1 道路管理者が道路法第46条に基づき実施した通行止を、 主たる原因別に計上した。
2 規制区間内外の別の ｢内｣ は規制区間内で実施した規制を、 ｢外｣ は規制区間外で実施した規制をさす。

なお、 規制区間とは、 ｢異常気象時における道路通行規制要領｣ (昭和44年 4月 1日付け建設省道政発第16号及び第16

号の 2建設省道路局長通達別紙) 第二に規定する異常気象時通行規制区間及び ｢道路管理の強化について｣ (昭和45年

9月18日付け建設省道政発第84号及び84号の 2建設省道路局長通達) 記二に規定する特殊通行規制区間をいう。
3 規制区間内外にまたがった通行規制は、 区間の長い方に計上した。
4 通例の積雪による冬季閉鎖など異常気象に伴うものではない通行止は計上していない。



表 5 特殊車両の指導取締り実績 (平成 5年度実績)

道路管理者

取 締 り 活 動 検問車両
(台)

違反件数

(件)

措置内容 (件)

指導警告 措置命令 許可取消回数 時間 (h ) 人員(人)

日本道路公団 1,993 8 ,277 22 ,915 50 ,807 35,534 5 ,358 9 ,581 0

本州四国連絡橋公団 363 1,387 2 ,212 178 178 149 29 0

首都高速道路公団 2,101 5 ,068 24 ,877 64,286 12 ,869 60 ,947 3 ,348 0

阪神高速道路公団 L 952 4 ,563 15 ,734 3,755 4 ,645 2 ,673 430 0

名古屋高速道路公社 116 83 711 5,457 117 112 0 0

福岡北九州公社 3 3 43 15 0 22 0 0

地

方

建

設

局

等

北海道開発局 33 90 444 537 147 111 27 0

東北地方建設局 124 261 1,640 1 ,380 388 41 282 0

関東地方建設局 100 242 l,732 1 ,149 511 7 339 0

中部地方建設局 106 287 1,428 1,429 609 319 204 0

北陸地方建設局 45 106 873 1 ,726 142 51 68 0

近畿地方建設局 199 551 2 ,607 2 ,377 969 526 54 0

中国地方建設局 105 380 1,121 2 ,269 806 377 146 0

四国地方建設局 39 70 488 111 52 43 0 0

九州地方建設局 164 345 2 ,410 1 ,451 486 233 160 0

沖縄総合事務局 16 67 204 224 78 50 5 0

小 計 931 2 ,398 12,947 12 ,653 4,188 1,758 1,285 0

都道府県 31 65 296 275 63 50 2 0

指定市 7 12 66 59 36 24 11 0

市町村 21 42 82 95 13 11 0 0

一般
有料
道路

日本道路公団 291 亀186 3 ,553 8 ,351 5,436 336 2,128 0

土木部企業局 0 0 0 0 0 0 0 0

地方道路公社 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計 7,814 23 ,084 83 ,436 145,931 63 ,079 71,417 18,336 0

注 1 指導取締り基地等における取締りのみを計上し、 他の業務に付随して行った取締り (例えば、 料金収受業務

中に、 付随的に料金所の軸重計により違反者を発見し、 措置を行った場合。) は含まない。

2 措置内容の区分は、 ｢車両の通行の制限について｣ (昭和53年12月 1日付け建設省道交発第96号建設省道路局

長通達) 別添 2 ｢特殊車両の通行に関する指導取締要領｣ による。
指導警告 :措置命令の必要がない程度に違反の程度が軽微である場合に、 文書をもって再発防止等を指導警

告すること。
措置命令 :違反車両に対し、 車両構造の一部取り外し又は積載貨物の分割による重量、 寸法の軽減措置、 通

行の中止、 通行条件の遵守等を文書をもって命令すること



P遭の自選冒月｢朝罰】について

建設省道路局道路総務課

｢道
の
日
｣
と
は

建
設
省
で
は
、
昭
和
六
一
年
度
よ
り
八
月
一
〇
日
を

｢道
の
日
｣
と
し
て
い
ま
す
。

｢道
の
日
｣
が
八
月
一
〇
日
に
定
め
ら
れ
た
の
は
、
①

｢道
路
を
ま
も
る
月
間
｣
(八
月
一
日
-
三
一
日
)
の
期
間

中
で
あ
る
こ
と
、
②
大
正
九
年
八
月
一
〇
日
に
我
が
国
で

最
初
の
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
長
期
計
画
で
あ
る
第
一
次

道
路
改
良
計
画
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
に
よ
り

ま
す
。

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て

｢道
の
日
｣
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
七
年
三
月

五
日
の
道
路
審
議
会
の
建
議
に
お
い
て
、
｢今
後
の
道
路

整
備
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
国
民
の
理
解
と
協
力
が

そ
の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
道
路
整
備
の
目
標
を

わ
か
り
や
す
い
指
標
で
国
民
の
関
心
を
高
め
る
努
力
が
必

要
で
あ
る
。｣
と
の
指
摘
が
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
六
一
年

一
月
二
八
日
に
は
、
全
国
道
路
利
用
者
会
議
か
ら
、
｢明

日
を
目
指
し
た
道
路
づ
く
り
･
円
滑
な
道
路
整
備
･
道
路

管
理
を
推
進
し
、
道
路
財
源
の
確
保
等
を
図
る
た
め
に
は
、

国
民
の
理
解
と
協
力
が
そ
の
前
提
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
｢道
の
日
｣
を
設
け
、
あ
ら
た
め
て
道
の
意
義

･
重

要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め

る
こ
と
を
目
指
し
た
日
と
す
る
。｣
と
の
提
言
が
な
さ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
受
け
て
、
建
設
省
で
は

｢道
の
日
｣
の
制
定

に
向
け
検
討
を
続
け
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
八
月
一
〇
日

を

｢道
の
日
｣
と
し
、
道
路
の
意
義
･
重
要
性
に
対
す
る

国
民
の
関
心
と
道
路
愛
護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
国
民

的
運
動
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
も
の
で
す
。

｢道
の
日
｣
の
行
事
一に
つ
い
て

建
設
省
を
中
心
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
、
関
係
四
公

団
、
関
係
団
体
等
は
、
関
係
省
庁
の
協
力
を
得
つ
つ
、
相

互
に
連
携
を
と
っ
て

｢道
の
日
｣
の
運
動
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
パ
レ
ー
ド
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路

清
掃
な
ど
毎
年
全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

と
り
わ
け
中
央
に
お
い
て
は
、
｢道
の
日
｣
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
道
路
関
係
団
体
に
よ
り

｢道
の
日
｣
実
行
委
員

会

(高
橋
国
一
郎
会
長
)
が
組
織
さ
れ
、
東
京
を
中
心
と

し
た
行
事
の
実
施
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

(表

ー
参
照
)。

平
成
七
年
度

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
に
つ
い
て

｢道
の
日
｣
制
定
一
〇
周
年
を
迎
え
る
本
年
度
は
、
次

の
よ
う
な
中
央
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
催
日
"
八
月
五
日
田
一
0

…
○
○
-
一
六
…
0
0

場

所
“
代
々
木
公
園
B
地
区

(東
京
渋
谷
)

名

称
…

｢道
の
日
｣
ま
つ
り
95

概

要
…
代
々
木
公
園
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
利
用



表 1 ｢道の日｣ 中央行事の主な内容

昭和61年
“施
彰
,

実
顕

の

の

り

道

通

靴
峽
桝

帆座

通
鰍
輳

ド
,
[匹

海
峡

!
期

麒
鯏

全
一
(

癪
鎚

制

的
田
鮪

勣
牀

昭和62年 濃d
値

道
怖

妻

路

コ

道
鰡
溺

『
拗

集
凸
択
一

幕
"
も束
▼

詞

江

作
"
･･

わ
捌

ン
衲弟

ソノ
′、

々
颯

げ
遂

門

の
勤
躰
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平成元年

m外ー馳緘瀰鱗利オ画一ゲ
匍

ラ

入
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ス

周

一
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コ
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“

隨
ネ
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閣

｢
1
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平成4年 鱈物…邸上刀!h〃の煕府
…繃

弘
"Mu
ジ
ゾ

I
J
ポ
T

ド
ー
ン

ン

シ

ラ

上
平
誌

ウ

金
…

門
記

ト

田
ン

の
′

べ

道

メ穹
｢I

田
妙

の
雌
…

道

開

｢
I
の

平成5年 鰯螂十"協
"

の廳府
…

道

…催
鰤
鯛

鯛
鴎

ア

一
れ
汁

道
教

感

法
"

=
瀞

ン

、

べ

露
…

イ
搬

日

芸

の

土

道

部
…

｢
1
や

平成6年
“産

会
一
･)

-

物
…

ト

載

m

る

ン
掲

/
′

よ

べ

の

8

に

イ

事
･
る

力
^

(
記

よ

協
…

“蹄
言
葉

に

の

実
特
送

等
》

の

路

放

県

雌
…
ト

道

化

潮
鯛
蕨
あ
蚊

部
)

ン

表
N

鰡
篝
り
礒
部

刻
予
財
偏
M

罪
◇
妙
鱗
糺

遊
財
報
わ
閲

感
財
力
組
軸
嚇

粁
貴
楓
鰤
m
ゆ

ル
糯
旙
読
距
機

イ

能

か

、
0

I
J

蔭八月癖TL

髻民
--
はX
Il
コ]

副
封
ぬ
姥
獺
覇

随
賦
瞭
肌
臆
珀

の
郷
塒
ら

の

の

道

｢
‐
展

｢
‐
場
字
1
-
日

し
、
全
国
四
七
都
道
府
県
参
加
に
よ
る
物
産
展
を
開

催
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
鮮
食
料
品
や
日
常
品

の
九
割
以
上
が
道
路
を
利
用
し
て
運
ば
れ
る
こ
と
等
、

生
活
に
密
着
す
る
道
路
の
役
割
に
つ
い
て
P
R
し
ま

す
。
こ
の
物
産
展
は
、
本
年
度
で
五
回
目
を
迎
え
る

恒
例
行
事
で
あ
り
、
例
年
た
い
へ
ん
好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
昨
年
は
、
約
五
三
〇
品
目
に
及

ぶ
出
展
が
あ
り
、
四
万
四
、
○
○
0
人
を
超
え
る
参

加
者
で
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
｢道
の
日
｣
制
定
か
ら
一
〇
年
目
を

迎
え
る
年
で
あ
り
、
ま
た
戦
後
五
〇
周
年
に
も
当
た

る
記
念
す
べ
き
年
で
す
。
建
設
省
ブ
ー
ス
に
お
い
て

は
、
戦
後
五
〇
年
の
道
路
整
備
の
歴
史
と
将
来
へ
の

展
望
等
の
パ
ネ
ル
等
に
よ
る
展
示
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
戦
後
五
〇
年
の
道
路
整
備
の
歴
史
等
を
わ
か

り
や
す
く
ま
と
め
た
ビ
デ
オ
を
作
成
中
で
あ
り
、
イ

ベ
ン
ト
当
日
は
会
場
内
に
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、

ヒ
デ
オ
上
映
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
こ
の
他
に
、
か
と
う
れ
い
こ

(人
気
女
性
タ

レ
ン
ト
)
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
、
T
B
S
ラ
ジ
オ

と
の
タ
イ
ア
ッ
プ

(現
地
生
放
送
等
)、
｢道
の
日
｣

み
こ
し
パ
レ
ー
ド
、
子
供
み
こ
し
体
験
教
室
、
各
地

郷
土
芸
能
の
披
露
、
ふ
る
さ
と
特
選
品
抽
選
会
、
日

本
全
国
お
国
自
慢
対
抗
戦
な
ど
、
参
加
し
て
楽
し
い

｢道
の
日
の
お
祭
り
｣
に
な
る
よ
う
な
演
出
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

0 靴 刊爪駐日
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は
じ
め
に

秋
田
県
と
聞
い
て
何
を
連
想
さ
れ

る
で
し
ょ
う
か
、
男
性
で
あ
れ
ば
、

一
〇
人
に
八
-
九
人
は
｢秋
田
美
人
｣

と
お
答
え
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
秋
田
県
は
｢小
野
小
町
｣

の

｢生
ま
れ
在
所
｣
で
あ
り
、
美
人

の
産
地
と
し
て
の
名
誉
に
俗
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

現
代
的
美
人
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日

本
代
表
の

｢山
内
美
加
｣
は
大
内
町

の
出
身
、
純
和
風
美
人
の
演
歌
歌
手

の

｢藤
あ
や
子
｣
は
角
館
町
の
生
ま

れ
で
す
。
水
泳
の
長
崎
宏
子
は
秋
田

市
の
出
身
で
す
。

食
べ
物
に
は
新
米
の
香
り
と
旬
の

茸
と
山
菜
と
比
内
鶏
が
味
覚
の

｢キ

リ
タ
ン
ポ
｣
が
あ
り
ま
す
。
も
と
も

と
は
家
庭
料
理
で
あ
り
、
各
家
庭
の

味
が
あ
る
の
で
す
が
、
大
館
市
が
本

場
で
す
。
最
近
は
ク
ー
ル
宅
急
便
で

全
国
何
処
で
も
ご
賞
味
い
た
だ
け
ま

す
。秋

田
の
漬
物
は

｢が
っ
こ
｣
(雅

香
)
と
呼
ば
れ
種
類
が
豊
富
で
す
。

の｢小町娘｣
き
物

　
　
　

　　
　　
　　 がつこ｣ キリタンポ

ほ
ん
と
ど
が
家
庭
の
主
婦
の
手
造
り

漫
、
両
関
、
大
平
山
、
高
清
水
。
ま

で
、
た
く
わ
ん
の
薫
製
の

｢
い
ぶ
り

た
最
近
で
は
十
和
田
ワ
イ
ン
、
天
鷲

が
っ
こ
｣
な
ど
は
香
ば
し
く
酒
の
肴

ワ
イ
ン
、
大
森
ワ
イ
ン
な
ど
、
ワ
イ

に
は
最
高
で
す
。

ン
党
に
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

か
き
と
い
え
ば
冬
が
句
で
す
が
、

ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
ち
ょ
っ
と
古
く

象
潟
の
夏
の
か
き
は
鳥
海
山
の
伏
流

な
り
ま
す
が
、
大
鵬
の
お
嫁
さ
ん
が

水
で
冷
や
さ
れ
身
が
厚
く
引
締
ま
り
、

秋
田
の
老
舗
旅
館

｢栄
大
楼
｣
の
娘

生
ビ
ー
ル
に
は
最
高
で
す
。

さ
ん
で
、
そ
の
緑
で
大
鵬
部
屋
の
稽

そ
し
て
食
べ
物
と
切
っ
て
も
切
れ

古
が
夏
の
千
秋
公
園
で
行
わ
れ
て
お

な
ぃ
の
が

｢お
酒
｣
で
す
。
秋
田
の

り
ま
す
。
元
横
綱
照
国
、
元
大
関
清

米
と
綺
麗
な
水
に
よ
る
銘
酒
を
堪
能

国
な
ど
が
、
秋
田
出
身
で
す
。
最
近

頂
き
た
い
も
の
で
す
。
飛
良
泉
、
爛

強
い
力
士
が
い
な
い
の
が
寂
し
い
か

秋田の銘酒

秋圏のみち 羽後のみち＼ト~匙夢財テ
ク。

秋田県土木部道路建設課

　 　シリ-ズ 窃②逼 国②逼

道行セ 95,7 5 9



ラグビー秋田を支えるチビッコラグビー

ぎ
り
で
す
。

野
球
は
巨
人
の
落
合
、
近
鉄
の
四

番
石
井
な
ど
が
本
県
出
身
で
す
。
高

校
野
球
は
驚
く
な
か
れ
第
一
回
大
会

で
秋
田
中
学
が
準
優
勝
を
飾
っ
て
お

り
ま
す
。
最
近
で
は
秋
田
経
済
法
科

大
学
附
属
高
校
の
小
野
投
手
が
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
た
め
、
プ
ロ
に

行
か
ず
に
ノ
ン
プ
ロ

(日
本
石
油
)

に
入
り
ま
し
た
。

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
が
ラ
グ
ビ
ー

で
す
。
全
国
大
会
出
場
五
二
回
、
全

国
優
勝
一
五
回
の
名
門
秋
田
工
業
。

日
本
代
表
選
手
と
し
て
、
吉
田
義
人
、

太
田
、
桜
庭
の
三
人
が
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

社
会
人
ラ
グ
ビ
ー
で
も
秋
田
市
役

所
は
自
治
体
チ
ー
ム
と
し
て
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
を
堅
持
し
て
い
る
の
は
立
派

で
す
。
小
学
生
、
中
学
生
ラ
グ
ビ
ー

が
ラ
グ
ビ
ー
王
国
を
底
辺
で
支
え
て

お
り
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
は
能
代
工
業
が
何
回

も
全
国
一
に
輝
い
て
お
り
、
抜
群
の

存
在
で
す
。

人
物
で
は
な
ん
と
い
っ
て
も
国
連

の
明
石
代
表

(比
内
町
出
身
)
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
国
際
的
に
誇
れ
る
賢

人
で
、
秋
田
県
の
誇
り
で
す
。

水
理
学
の
物
部
博
士
は
協
和
町
の

出
身
で
、
記
念
館
が
あ
り
ま
す
。
土

木
光
学
分
野
で
個
人
の
記
念
館
は
世

界
的
に
も
珍
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

南
極
探
検
の
白
瀬
中
尉
は
金
浦
町

の
出
身
、
こ
の
記
念
館
も
ユ
ニ
ー
ク

で
す
。

第
一
回
芥
川
賞
受
賞
の
石
川
達
三

は
秋
田
市
の
出
身
で
す
。
最
近
で
は

直
木
賞
作
家
の
西
木
正
明
が
、
西
木

村
出
身
で
す
。

観
光
地
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り

ま
せ
ん
。
十
和
田
湖
、
八
幡
平
、
田

沢
湖
、
男
鹿
半
島
、
鳥
海
山
、
栗
駒

八幡平

東北の小京都角館 角館 桧木内川の桜堤

田沢湖

きい

　　
　

　
　

れ“

め

シリーズノあの道 この道



森吉山

山
、
東
北
の
小
京
都
角
館
な
ど
な
ど
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
白
神
山
地

も
秋
田
で
す
。
冬
の
ス
キ
ー
は
田
沢

湖
高
原
、
森
吉
山
な
ど
雪
質
抜
群
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
本
格
ス
キ
ー
を
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。

秋
田
は
祭
り
が
春
夏
秋
冬
豊
富
で

す
。
秋
田
の
夏
の
竿
灯
祭
り
、
大
曲

の
花
火
大
会
、
花
輪
の
花
輪
囃
子
、

毛
馬
内
、
一
日
市
、
西
馬
音
内
の
盆

踊
り
、
横
手
の
か
ま
く
ら
、
六
郷
の

竹
打
ち
、
刈
和
野
の
綱
引
き
、
湯
沢

の
大
子
祭
り
、
大
館
の
飴
っ
こ
市
、

男
鹿
の
ナ
マ
ハ
ゲ
祭
り
な
ど
な
ど
、

東
北
な
ら
で
は
の
素
晴
ら
し
い
祭
り

が
一
杯
で
す
。

大曲の花火大会

秋
田
の
道
路
の
見
ど
こ
ろ

東
北
自
動
車
道
の
北
上
I
C
か
ら

東
北
横
断
自
動
車
道
で

(完
成
は
平

成
九
年
度
)
横
手
市
ま
で
一
時
間
。

横
手
I
C
の
す
ぐ
そ
ば
に
平
成
六
年

四
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

｢秋
田
ふ
る

さ
と
村
｣
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、

秋
田
の
伝
統
工
芸
、
グ
ル
メ
、
秋
田

蘭
画
な
ど
の
名
画
を
始
め
と
し
て
、

秋
田
の
全
て
を
体
験
頂
け
ま
す
。
見

学
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
秋
田
道
を

北
上
四
○
分
足
ら
ず
で
秋
田
市
に
到

着
し
ま
す
。

国
道
七
号
か
ら
途
中
土
崎
の
セ
リ

オ
ン

(秋
田
港
を
一
望
で
き
る
地
上

一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
タ
ワ
ー
)
を
観

た
後
、
県
道
秋
田
天
王
線
、
国
道
一

〇
一
号
経
由
で
男
鹿
半
島
へ
、
男
性

的
海
岸
美
は
絶
景
。

新
潟
、
酒
田
方
面
か
ら
は
、
国
道

七
号
で
秋
田
に
入
り
ま
す
。
海
岸
線

は
岩
浜
か
ら
砂
浜
に
変
わ
り
、
右
に

秀
麗
な
秋
田
富
士

｢鳥
海
山
｣
が
姿

を
表
し
ま
す
。
芭
蕉
の
立
ち
寄
っ
た

　　
　　
　

象
潟
の

｢甜
満
寺
｣
に
お
参
り
し
、

鳥海山

｢渚行わ Qにワ イ7

秋田ふるさと村
地~上10o mのセリオン

秋田の夏祭り ｢竿灯｣



象
潟
矢
島
線
で
由
利
原
高
原
へ
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
、
オ
ー
ト
キ
ャ

ン
プ
場
、
ラ
グ
ビ
ー
合
宿
セ
ン
タ
ー

な
ど
が
牧
歌
的
な
雰
囲
気
の
な
か
に

点
在
し
ま
す
。

盛
岡
か
ら
四
六
号
で
入
る
と
、
ト

ン
ネ
ル
と
橋
梁
の
連
続
す
る
仙
岩
峠

を
過
ぎ
、
透
明
度
が
抜
群
の
神
秘
の

湖
の
田
沢
湖
、
東
北
の
小
京
都
角
館

町
に
入
り
ま
す
。
さ
ら
に
国
道
三
四甜滴寺

7号沿道の象潟の九十九島

(鳥海山の火山活動により隆起)

一
号
を
田
沢
湖
か
ら
八
幡
平
へ
、
世

界
の
温
泉

｢玉
川
温
泉
｣
で
暖
ま
り

一
路
十
和
田
湖
へ
。

国
道
一
〇
五
号
の
ド
ラ
イ
ブ
も
お

勧
め
し
ま
す
。
日
本
海
側
の
本
荘
市

か
ら
内
陸
の
大
曲
市
ま
で
一
時
間
、

大
曲
市
か
ら
角
館
町
ま
で
三
〇
分
、

角
館
か
ら
県
北
の
鷹
巣
町
ま
で
約
二

時
間
、
緑
豊
か
な
田
園
地
帯
と
山
岳

地
帯
の
ノ
ン
ビ
リ
ド
ラ
イ
ブ
は
俗
化

さ
れ
た
観
光
地
で
は
得
ら
れ
な
い
何

か
を
現
代
人
の
我
々
に
与
え
て
く
れ

ま
す
。

ほ
ん
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
秋
田
の
道
路
は
緑
の
連
続
、
雄

大
な
自
然
の
中
を
走
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
是
非
一
度
お
で
か
け
下
さ
い
。

ゆ

平
成
九
、
一
〇
年
で
秋
田
は
変
わ
る

秋
田
県
で
は

｢21
世
紀
へ
の
ト
ラ

イ
｣
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
た

｢新
総
合
発
展
計
画
｣
に
基
づ
き
社

会
基
盤
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
計
画
は
平
成
三
年
度
か
ら
三
一

年
ま
で
の
期
間
に
わ
た
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
中
の
重
点
施
策
の
一
番
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の
が

｢高
速

さ
きい
い

　　
　　

交
通
体
系
の
確
立
｣
で
す
。

九
年
度
に
は
秋
田
自
動
車
道

(横

手
-
北
上
)
が
東
北
自
動
車
道
に
つ

な
が
り
、
首
都
圏
と
の
全
国
ネ
ッ
ト

に
加
わ
り
ま
す
。
九
年
春
に
は
田
沢

湖
線
の
秋
田
新
幹
線
が
完
成
し
、
盛

岡
で
の
乗
り
換
え
な
し
で
、
仙
台
、

東
京
と
直
結
さ
れ
ま
す
。
一
〇
年
度

に
は
本
県
第
こ
の
空
港
と
な
る

｢大

館
能
代
空
港
｣
が
県
北
に
開
港
し
、

二
一
世
紀
を
前
に
し
て
高
速
交
通
網

が
一
段
と
充
実
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
高
速
道
路
に
関
し
て
は
、

こ
の
段
階
で
も
整
備
率
が
四
四
%
に

過
ぎ
ず
未
着
手
の
県
北
部
、
海
岸
部

南
部
の
整
備
が
課
題
と
な
り
ま
す
。

②

秋
田
県
の
現
状
と
課
題

秋
田
県
は
、
東
西
三

一
蝿
、
南

北
一
八
一
如
、
総
面
積
=

、
六
二

三
孃
で
あ
り
、
全
国
第
六
位
の
広
大

な
県
土
を
有
し
、
四
季
折
々
の
変
化

に
富
ん
だ
豊
か
な
自
然
を
有
し
て
お

平成10年開港予定の｢大館能代空港｣とアクセス道路完成予想図
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り
ま
す
。

し
か
し
、
高
速
交
通
体
系
の
立
ち

遅
れ
と
産
業
集
積
の
不
足
、
減
少
の

続
く
県
人
口
と
、
若
者
の
県
外
流
出
、

急
速
な
高
齢
化
の
進
行
及
び
全
国
と

の
所
得
格
差
の
増
大
な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

③

秋
田
県
新
総
合
発
展
計
画

こ
の
た
め
、平
成
三
年
二
月
に
｢秋

田
県
新
総
合
発
展
計
画

(平
成
三
年

度
-
一
二
年
度
)｣
を
策
定
し
“
ゆ
と

り
と
活
力
に
満
ち
た

｢新
し
い
ふ
る

さ
と
秋
田
｣
を
目
指
し
て
“
を
基
本

理
念
に
、

○
国
内
外
と
の
活
発
な
交
流

○
足
腰
の
強
い
産
業
の
展
開

○
若
者
が
定
住
す
る
魅
力
あ
る
地

域
社
会
の
形
成

○
す
こ
や
か
で
個
性
豊
か
な
生
活

の
実
現

の
四
点
を
目
標
に
掲
げ
、
様
々
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

印

道
路
整
備
の
目
標

秋
田
県
新
総
合
発
展
計
画
の
目
標

達
成
の
為
に
、
二
一
世
紀
に
向
け
て

の
主
要
課
題
に

｢高
速
交
通
体
系
の

確
立
｣
と
高
速
体
系
へ
の
ア
ク
セ
ス

と
し
て
の

｢広
域
道
路
網
の
整
備
｣

を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。

①

全
国
一
日
交
通
圏
へ
の
参
入

(高
速
I
C
へ
三
〇
分
、
空
港
ま

で
六
〇
分
、
新
幹
線
ま
で
九
〇
分

以
内
)

②

県
内
九
〇
分
体
系
の
形
成

(県
都
へ
九
〇
分
、
県
内
都
市
相

互
九
〇
分
)

③

地
域
集
積
圏
の
形
成

(隣
接
生
活
圏
中
心
都
市
一
時
間

連
結
)

④

交
通
拠
点
へ
の
連
絡
性
強
化

(空
港
、
重
要
港
湾
、
県
都
と
最

寄
り
I
C
へ
の
ア
ク
セ
ス
格
差
の

是
正
)

⑤

生
活
圏
三
〇
分
交
通
体
系
の
形

成(二
次
生
活
圏
中
心
都
市
ま
で
各

市
町
村
か
ら
三
〇
分
)

⑥

隣
接
市
町
村
間
常
時
一
路
線
確

保(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上
)

⑦

高
質
な
道
路
網
、
空
間
の
形
成

(広
幅
員
歩
道
等
に
よ
る
市
街
地

③
道
路
網
の
充
実
)

道
路
現
状

(自
転
車
道
含
ま
ず
)

路線数 長延
如

実 率良
%

改

間

道

道

道

-
国

方

具

理
地
謬

管
要
部

指

県

主

一

3

14

56

127

蜘
耽
霊

100

91

"

乾

合 計 200 総 75

自動車交通不能区間 主要 35km

東北横断自動車道 ｢横手 I C ｣

③

高
速
交
通
体
系
の
確
立

高
速
道
路
は
、
昭
和
五
九
年
の
東

北
縦
貫
自
動
車
道
の
四
二
如
の
開
通

に
続
き
、
東
北
横
断
道
が
、
平
成
三

年
に
秋
田
市
と
横
手
市
間
五
六
如
が

開
通
し
、
よ
う
や
く
高
速
交
通
体
系

の
素
晴
ら
し
さ
が
、
広
く
県
民
に
認

識
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
平
成
九
年
度

の
供
用
を
め
ど
に
、
横
手
市
と
岩
手

県
北
上
市
間
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
県
民
は
一
日
も
早
い
本
線
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
i
ク
形
成
を
待
ち
望
ん

で
お
り
ま
す
。

現
在
秋
田
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ

て
い
る
高
速
道
路
の
整
備
は
次
の
通

り
で
す
。



①

東
北
横
断
自
動
車
道

(六
区
間
一
三
二
･
六
如
)

秋
田
i
横
手
間

五
六
･
一
如

平
成
三
年
開
通

横
手
-
北
上
間

五
0
･
六
如

平
成
九
年
度
開
通
予
定

秋
田
南
-
昭
和

二
五
･
九
蝿

平
成
九
年
度
開
通
予
定

一
部
,A

事
業
中

②

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道

(
一
八
○
如
)

県
境
-
象
潟

一
三
･
○
如

予
定
路
線

象
潟
ー
岩
城

四
六
･
○
如

基
本
計
画
区
間

岩
城
…
河
辺

一
七
･
二
如

平
成
六
年

路
線
発
表

.
昭
和
-
琴
丘

二
一
･
0
如

平
成
六
年

路
線
発
表

琴
丘
-
二
ツ
井
三
三
･
八
蝿

A
事
業
中

内
四
･
二
皿
供
用
中

二
ツ
井
-
大
館
南

二
九
m

予
定
路
線

大
館
南
-
大
館
北

六
･
二
m

,A
事
業
中

大
館
北
-
小
坂

一
四
･
0
虹

基
本
計
画
区
間

の

国
幹
道
密
接
関
連
継
続
事
業

高
速
自
動
車
国
道
の
整
備
促
進
を

図
る
た
め
、
国
幹
道
密
接
関
連
継
続

事
業
も
国
事
業
と
し
て
積
極
的
に
進

め
て
お
り
ま
す
。

①

秋
田
外
環
状
道
路

②

琴
丘
能
代
道
路

③

大
館
西
道
路

④

湯
沢
横
手
道
路

@

直
轄
国
道
の
整
備

本
県
の
幹
線
道
路
で
生
活
と
密
着

し
て
い
る
一
般
国
道
も
近
年
都
市
化

の
進
展
に
伴
い
近
郊
に
お
け
る
自
動

車
交
通
が
激
増
し
交
通
渋
滞
を
引
き

起
こ
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対

処
す
る
と
と
も
に
、
県
内
九
〇
分
交

通
体
系
を
確
立
す
る
た
め
に
、
直
轄

国
道
の
二
次
改
築
が
積
極
的
に
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

①

七
号
秋
田
南
バ
イ
パ
ス

②

七
号
二
ツ
井
バ
イ
パ
ス

③

-
三
号
刈
和
野
バ
イ
パ
ス

④

一
三
号
河
辺
拡
幅

⑥

四
六
号
生
保
内
改
良

な
お
平
成
六
年
度
か
ら
国
道
七
号

に
向
け
作
業
を
進
め
て
い
る
所
で
す
。

の
秋
田
大
橋
の
架
替
が
事
業
化
さ
れ

⑩

高
速
交
通
関
連
道
路
の
整
備

て
お
り
ま
す
。

広
域
道
路
と
は
別
に
、
高
速
道
路

⑩

広
域
道
路
網
の
整
備
促
進

へ
の
直
接
ア
ク
セ
ス
の
利
便
を
図
る

県
で
は
、
平
成
五
年
三

月
、
高

た
め
に
、
県
単
独
の
事
業
と
し
て
昭

速
道
路
の
整
備
と
と
も
に
高
速
道
路

和
五
六
年
度
か
ら
平
成
四
年
度
に
か

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
の
高
規
格
化
な

け
て
、
金
沢
吉
田
平
鹿
線
な
ど
九
路

ど
を
盛
り
込
ん
だ

｢秋
田
県
広
域
道

線
を
整
備
し
、
現
在
も
秋
田
駅
中
央

路
整
備
基
本
計
画
｣
を
策
定
し
ま
し

線
な
ど
五
路
線
の
整
備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
は
、
交
通
機
能
の
強
化
区
間

側

空
港
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促
進

と
し
て
の
立
体
構
造
や
、
ア
ク
セ
ス

本
県
の
県
北
地
方
は
、
空
港
、
新

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
有
す
る

｢交
流
促

幹
線
、
高
速
道
路
い
ず
れ
に
対
す
る

進
型
｣
と
沿
道
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
化

ア
ク
セ
ス
も
非
常
に
不
便
で
あ
り
ま

に
配
慮
し
た

｢地
域
形
成
型
｣
に
分

す
。
圏
域
三
八
万
の
住
民
に
高
速
交

類
さ
れ
、
総
延
長
は
お
よ
そ
一
、
九

通
の
利
便
を
供
与
し
、
地
域
の
活
性

0
0
如
に
も
及
び
ま
す
。

化
を
図
る
た
め
に
、
第
六
次
空
港
整

こ
の

｢交
流
促
進
型
｣
の
中
か
ら

備
五
箇
年
計
画
に
組
入
れ
ら
れ
た

｢地
域
高
規
格
道
路
｣
と
し
て
、
一

｢大
館
能
代
空
港
｣
の
整
備
を
平
成

○
五
号
本
荘
大
曲
道
路
、
秋
田
中
央

一
〇
年
の
完
成
を
目
指
し
進
め
て
お

道
路
が
計
画
路
線
と
し
て
指
定
さ
れ

り
ま
す
。

て
お
り
、
盛
岡
秋
田
道
路
、
西
津
軽

こ
の
た
め
、
国
道
一
〇
五
号
、
二

能
代
沿
岸
道
路
が
候
補
路
線
と
な
っ

八
五
号
や
空
港
に
直
接
接
続
す
る
県

て
お
り
ま
す
。
県
で
は
、
計
画
路
線

道
と
し
て
の
東
西
線
、
南
北
線
の
整

に
つ
い
て
は
、
早
急
に
調
査
区
間
、

備
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

整
備
区
間
の
指
定
を
得
、
事
業
着
手

ま
た
昭
和
五
六
年
開
港
の
秋
田
空

シリーズ/あの道 この道



港
へ
の
国
道
一
三
号
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
道
路
に
つ
い
て
も
、
日
本
海
沿
岸

東
北
自
動
車
道
の
整
備
に
合
わ
せ
、

事
業
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

働

県
管
理
国
道
の
整
備
促
進

主
要
幹
線
で
あ
る
県
管
理
国
道
は
、

地
域
生
活
基
盤
道
路
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
お
り
、
県
内
九
〇
分
体
系
を

確
立
す
る
た
め
、
未
改
良
区
間
や
渋

滞
の
解
消
を
図
る
た
め
、
整
備
が
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

特
に
直
轄
代
行
一
〇
八
号
鬼
首
道

路
に
つ
い
て
は
、
冬
期
交
通
不
能
を

解
消
す
る
た
め
に
整
備
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
人
に
も
自
然
に
も
や
さ
し

い

｢
エ
コ
ロ
ー
ド
｣
と
し
て
、
自
然

環
境
を
ま
も
る
道
路
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

県
管
理
の
国
道
は
国
道
一
〇
三
号

大
館
南
バ
イ
パ
ス
な
ど
、
九
路
線
一

四
工
区
の
国
道
改
良
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
一
〇
八
号
松
の
木
道
路
が

平
成
八
年
度
の
開
通
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

間

県
道
の
整
備

地
方
幹
線
で
あ
る
県
道
は
、
生
活

と
密
着
し
た
重
要
な
路
線
で
あ
り
、

｢地
方
道
路
計
画
｣
を
基
と
し
、
特

に
下
記
事
項
を
課
題
と
し
て
整
備
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

①

高
規
格
幹
線
道
路
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路

②

空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

③

交
通
渋
滞
の
緩
和
と
安
全
性
の

確
保

④

幹
線
道
路
と
し
て
交
通
不
能
の

解
消

⑤

生
活
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
冬
期
交
通
不
能
区
間
の
解
消

福
館
阿
仁
前
田
線
仏
社
工
区
外
九

路
線
一
二
工
区
が
補
助
事
業
と
し
て

整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

㈱

市
町
村
道
の
整
備

日
常
の
生
活
道
路
で
あ
る
市
町
村

道
は
、
産
業
、
観
光
等
の
地
域
開
発

を
図
る
た
め
に
も
重
要
な
路
線
で
あ

り
ま
す
。

町
道
岩
城
東
幹
線
桜
沢
工
区
外
ニ

ニ
エ
区
の
整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

秋
田
県
の
道
路
整
備
は
、
高
速
交

通
体
系
の
整
備
に
関
し
て
も
そ
の
緒

に
付
い
た
ば
か
り
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

本
県
に
お
い
て
は
、
地
域
で
必
要

と
す
る
最
も
基
本
的
な
生
活
基
盤
は

ま
さ
に
｢道
路
｣
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
速
道
路
か
ら
市
町
村
道
に
い
た
る

ま
で
、
整
備
の
促
進
は
勿
論
、
そ
の

為
の
財
源
の
確
保
や
制
度
の
改
革
、

道
路
整
備
に
対
す
る
県
民
の
集
約
等

に
全
力
を
上
げ
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
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“20

月
･日

世
界
の
動

き

○
ロ
シ
ア
･
サ
ハ
リ
ン
州
北
部
で
強
い
地
震
、
石
油
採
掘
の
町
ネ

フ
チ
ェ
ゴ
ル
ス
ク
で
は
、
住
宅
ア
パ
ー
ト
、
学
校
な
ど
が
倒
壊
、

住
民
は
、
そ
の
下
敷
と
な
り
、
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
米
地

質
調
査
所
の
観
測
に
よ
る
と
、
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
,
6
と
推
定
さ
れ
る
o

o
中
国
国
家
統
計
局
に
よ
る
と
、
一
九
九
五
年
一
-
三
月
の
建
設

工
事
な
ど
の
投
資
額
は
六
四
三
億
元
に
の
ぼ
り
、
前
年
同
期
に
比

べ
四
七
%
の
激
増
。

○
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
は
、
中
国
に
対
す
る
最
恵
国
待
遇
を
一

年
間
延
長
す
る
と
発
表
。

○
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ラ
ク
大
統
領
が
九
月
か
ら
来
年
五
月
ま
で
南
太

平
洋
で
計
八
回
の
核
実
験
を
行
う
と
発
表
。

○
主
要
国
首
脳
会
議

(
ハ
リ
フ
ァ
ク
ス
･
サ
ミ
ッ
ト
)
が
経
済
宣

言
で
通
貨
危
機
に
対
応
す
る
た
め
、
国
際
通
貨
基
金

(I
M
F
)

に

｢緊
急
融
資
メ
カ
ニ
ズ
ム
｣
の
創
設
を
要
請
。
さ
ら
に
最
近
の

急
激
な
円
高
ド
ル
安
を
食
い
止
め
る
た
め
、
為
替
市
場
で
の
緊
密

な
協
力
を
打
ち
出
し
た
。

○
経
済
協
力
開
発
機
構

(O
E
C
D
)
が
加
盟
す
る
二
五
カ
国
の

経
済
見
通
し
を
発
表
。
H
本
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
実
質

成
長
率
は
一
九
九
五
年
が
一
･
三
%
、
九
六
年
が
二
･
三
%
と
予

測
。
主
要
七
カ
国
の
中
で
は
最
も
低
く
な
る
と
の
見
方
。

○
フ
ラ
ン
ス
の
パ
ナ
フ
ィ
ウ
観
光
担
当
相
が
観
光
客
の
平
均
四
倍

を
消
費
す
る
ロ
本
人
を
優
先
し
て
誘
致
す
る
こ
と
な
ど
を
観
光
業

者
に
呼
び
か
け
た
。

事

項

“

o鰡
月
･日

国

内

の
動

き

○
総
務
庁
発
表
の
家
計
調
査
報
告
に
よ
る
と
、
一
九
九
四
年
度
の

全
国
･
全
世
帯
の
消
費
支
出
は
、
一
世
帯
当
た
り
一
カ
月
平
均
三

三
万
一
、
七
八
八
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
一
･
一
%
の
減
。

○
武
村
蔵
相
が
閣
議
に

｢対
外
の
貸
借
に
関
す
る
報
告
書
｣
を
報

告
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
の
政
府
や
企
業
、
個
人
が
海
外
に
持

つ
資
産
か
ら
負
債
を
差
し
引
い
た
一
九
九
四
年
末
の
対
外
純
資
産

の
残
高
は
六
、
八
九
〇
億
ド
ル
に
の
ぼ
り
、
四
年
続
け
て
世
界
一

と
な
っ
た
。

○
経
済
企
画
庁
発
表
の
内
外
価
格
差
調
査

(九
四
年
三

月
時
点
)

に
よ
る
と
、
東
京
の
物
価
水
準
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一
･
五
二

倍
、
ロ
ン
ド
ン
の
一
･
五
倍
、
ベ
ル
リ
ン
の
一
･
四
四
倍
。
円
高

で
格
差
が
一
段
と
開
い
た
。

0
総
務
庁
の
労
働
力
特
別
調
査
(九
五
年
二
月
時
点
)
に
よ
る
と
、

完
全
失
業
者
は
一
九
九
万
人
に
達
し
、
一
九
八
五
年
以
降
で
最
多

と
な
っ
た
。

○
青
島
幸
男
･
東
京
都
知
事
が
世
界
都
市
博
覧
会
の
中
止
を
決
め
、

都
議
会
に
伝
え
た
。

○
厚
生
省
の
人
口
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
一
九
九
四
年
中
に
国
内

で
生
ま
れ
た
子
供
の
数
は
一
一
三
万
八
、
二
四
七
人
で
前
年
を
約

五
万
人
上
回
っ
た
。
七
三
年
以
来
の
大
幅
増
加
。

○
東
京
地
検
が
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
つ
い
て
オ
ウ
ム
真
理
教
の

組
織
的
犯
行
と
断
定
、
浅
原
彰
晃

(本
名
･
松
本
智
津
夫
)
容
疑

者
(四
0
)
ら
七
人
を
殺
人
、
殺
人
未
遂
の
罪
で
東
京
地
裁
に
起
訴
。

事

項

,

22

月
･日

道
路
行
政
の
動

き

○
財
団
法
人
道
路
交
通
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
セ
ン
タ
ー

(V
I
C

s
セ
ン
タ
ー
)
の
設
立
発
起
人
会
が
開
催
さ
れ
る
。
V
I
C
S
は
、

光
通
信
や
電
波
、
F
M
文
字
多
重
放
送
を
使
い
、
渋
滞
な
ど
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
道
路
情
報
を
車
載
装
置
に
送
信
す
る
シ
ス
テ
ム
。

0
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正
さ
れ
る
。
阪
神
大
震
災
で
の
交
通
渋

滞
を
教
訓
に
、
災
害
時
は
緊
急
車
両
が
通
れ
る
よ
う
に
、
警
察
官

ら
が
路
上
の
放
置
車
両
を
強
制
的
に
撤
去
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

○
有
料
道
路
の
実
態
等
に
即
し
た
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受

シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発
を
推
進
す
る
た
め
に
組
織
さ
れ
た
、
｢
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
共
同
研
究
推
進
委
員
会
｣

の
共
同
研
究
者
一
〇
名
が
、
共
同
研
究
に
係
る
協
定
類
を
締
結
し

た
。
平
成
八
年
度
末
を
目
途
に
、
一
部
の
有
料
道
路
に
お
い
て
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
収
受
シ
ス
テ
ム
の
試
験
運
用
を
図
る
予
定
。

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
施
行
令
及
び
施

行
規
則
公
布
。

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
等
施
行
。

事

項

@
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四
六
歳
の
松
尾
芭
蕉
が

｢お
く
の
ほ
そ
道
｣
の
旅

に
出
た
の
は
、
元
禄
二
年
陰
暦
三
月
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
出
発
地
江
戸
深
川
の
隅
田
川
畔
に
は
今
、
江
東

区
立
芭
蕉
記
念
館
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
館
の
庭
か

ら
背
伸
び
し
て
防
潮
堤
ご
し
に
川
を
の
ぞ
く
と
、
由

ま
じ
り
の
水
面
が
時
折
キ
ラ
リ
と
光
る
。
水
上
輸
送

路
と
し
て
江
戸
か
ら
明
治
に
か
け
て
、
こ
の
川
の
果

し
た
役
割
は
大
き
い
。
が
鉄
道
や
道
路
交
通
に
と
っ

て
代
わ
ら
れ
た
現
在
、
日
を
受
け
て
光
る
川
波
は
過

去
の
栄
光
の
残
照
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
た
。
今
日
で

は
、
四
季
を
通
じ
同
じ
水
位
を
保
っ
て
ゆ
っ
た
り
と

流
れ
る
こ
の
川
は
、
昭
和
初
期
に
完
成
し
た
岩
渕
水

門

(北
区
)
に
よ
っ
て
、
完
全
に
飼
い
慣
さ
れ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
洪
水
時
に
な
る
と
岩
渕
水
門
で

　
　

行
く
手
を
阻
ま
れ
た
濁
流
は
、
荒
川
放
水
路
へ
と
渦

を
巻
い
て
流
れ
て
ゆ
く
。
そ
の
壮
観
さ
は
同
じ
土
木

事
業
で
も
道
路
と
ち
が
っ
た
力
強
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。

水
門
の
無
か
っ
た
長
い
時
代
。
隅
田
川
は
上
流
部

が
荒
川
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
荒
れ
川
だ
っ
た
。
水

利
を
求
め
て
河
口
へ
と
拡
が
っ
た
都
市
の
宿
命
と
し

て
、
時
た
ま
襲
っ
て
く
る
洪
水
や
津
波
は
住
民
の
家

財
す
べ
て
を
流
し
去
る
凶
器
に
等
し
か
っ
た
。
そ
の

反
面
、
沿
岸
に
は
都
鳥
の
群
れ
が
舞
う
自
然
の
風
流

が
あ
っ
た
。
芭
蕉
は
奥
の
細
道
に
旅
立
っ
た
後
、
二

度
と
江
戸
に
は
戻
ら
な
か
っ
た
。
主
人
を
失
っ
た
芭

蕉
庵
は
、
そ
の
後
の
洪
水
、
津
波
に
よ
っ
て
跡
形
も

な
く
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で

き
る
。
た
ゞ
芭
蕉
に
は
俳
譜
を
通
じ
大
店
の
商
人
や
、

有
力
な
職
人
ま
た
同
好
の
土
と
言
っ
た
パ
ト
ロ
ン
が

い
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
著
作
や
句
作
は
後

世
に
残
さ
れ
た
が
、
さ
て
そ
れ
で
は
芭
蕉
庵
は
江
戸

深
川
の
ど
こ
に
あ

っ
た
か
。
と
な
る
と
今

一
つ
は
っ

き
り
し
な
い
。
五
間
堀
に
従
者
の
曽
良
が
住
ん
で
い

た
か
ら
、
そ
の
あ
た
り
だ
ろ
う
と
言
う
説
が
有
力
だ

が
、
そ
の
五
間
堀
は
今
日
で
言
う
と
ど
こ
に
な
る
の

か
判
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
芭
蕉
記
念
館
の
展
示
室
に
は
芭
蕉
遺
愛

の
も
の
だ
と
い
う
、
何
の
変
哲
も
な
い
石
彫
の
蛙
が

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。
両
掌
に
乗
る

ほ
ど
の
大
き
さ
の
こ
の
石
蛙
は
、
大
正
六
年
に
当
地

を
襲
っ
た
大
津
波
あ
と
、
現
在
の
芭
蕉
稲
荷
神
社
の

境
内
か
ら
発
見
さ
れ
た
も
の
だ
と
言
う
。
芭
蕉
稲
荷

神
社
は
記
念
館
の
近
く
の
川
畔
に
祠
が
あ
る
。
と
す

れ
ば
記
念
館
と
こ
の
祠
の
あ
る
あ
た
り
が
、
芭
蕉
庵

の
跡
と
思
え
ば
よ
い
。
そ
れ
に
し
て
も
芭
蕉
が
蛙
と

言
う
動
物
を
愛
し
た
か
ど
う
か
は
判
ら
な
い
。
｢蛙

と
び
込
む
水
の
音
｣
の
句
は
有
名
だ
が
、
｢岩
に
し

み
入
る
蝉
の
声
｣
と
言
う
の
も
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も

蛙
は
帰
る
に
通
じ
る
か
ら
、
江
戸
の
門
弟
達
が
二
度

と
帰
ら
ぬ
芭
蕉
庵
の
主
を
慕
っ
て
、
か
つ
て
通
い
慣

れ
た
庵
の
跡
地
に
そ
っ
と
石
の
蛙
を
埋
め
た
の
だ
と

思
う
方
が
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
あ
る
。

私
が
こ
の
記
念
館
を
訪
ね
た
と
き
、
｢芭
蕉
の
肖

像
｣
な
る
企
画
展
示
を
や
っ
て
い
た
。
二
階
に
あ
る

展
示
室
に
は
、
紬
装
の
芭
蕉
坐
像
図
が
時
代
別
に
ニ

ニ
点
も
並
び
掛
け
ら
れ
て
い
た
。
僅
か
な
時
間
で
の

印
象
だ
が
、
描
か
れ
た
年
代
に
よ
っ
て
芭
蕉
の
顔
に

き
び
し
さ
が
次
第
に
矢
な
わ
れ
、
遂
に
は
京
都
の
お

く
け

しも
ぷく

公
卿
さ
ん
の
よ
う
な
下
脹
れ
た
顔
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
。
肥
え
た
体
に
神
官
の
よ
う
な
衣
服
を
ま
と

い
、
半
身
を
脇
息
に
も
た
れ
か
け
さ
せ
た
画
姿
は
、

一三
ハ歌
仙
の
一
人
の
よ
う
な
感
じ
さ
え
す
る
。
俳
聖

と
言
わ
れ
神
格
化
さ
れ
る
と
こ
の
よ
う
な
姿
に
な
る

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
比
べ
る
と
、
生
前
の
姿
を
知

る
小
川
破
笠
に
よ
る
画
像
は
目
が
鋭
く
顎
の
肉
が
削

げ
髭
が
黒
々
と
伸
び
、
僧
形
が
似
合
う
姿
に
な
っ
て

い
る
。
難
行
苦
行
の

｢お
く
の
ほ
そ
道
｣
へ
の
旅
立

　
　
　

ち
に
は
、
こ
の
肖
像
の
方
が
相
応
し
い
。




